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チューリップ　三月十六日（火）







　暦こよみが三月に入ると、部活動には一つ大きな仕事がある。それは新入部員の勧かん誘ゆうだ。

　公立の吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうでは、前期と後期二度の入学試験があり、その合格発表がそれぞれ三月五日と二十日にある。春風高校は部活動が盛んなので、どこの部ものんびりと入学式を待ったりはせず、合格発表の段階で有望な新人を獲かく得とくしようと勧誘合戦が繰くり広ひろげられるのが通例だ。

　編み物研究会に所属する孝こう太た郎ろうと晴はる海みも、もちろんこの勧誘合戦に参加する。その準備をする為ために、この日二人は商店街へ買い出しにやってきていた。二人ともやる気は十分で、残された部費だけでなく、私財を投じる覚かく悟ごで商店街を歩いていた。

「後期はちゃんと勧誘しなくちゃ」

「済みません、役に立たなくて」

「そっ、そういう意味じゃないですよぉっ！」

　二人にやる気がある事には理由があった。実は前期の勧誘はもう終わっていた。そこで満足のいく結果を残せなかったので、二人は後期に賭かけていたのだ。

　前期の勧誘の当日、晴海は演劇部のメンバーに捕つかまってしまい、ドレスを着せられて演劇部の方の勧誘を手伝わされる羽目になった。おかげで編み物研究会の勧誘は孝太郎一人が担当した。その結果は芳かんばしくなく、入部希望者は現れなかった。元々愛好者の少ない編み物、そして勧誘が体格の良い男子一人というのが完全に裏目に出たのだ。

　そこで二人は後期こそはしっかり勧誘しなくては、と考えているのだった。

「研究会の会長が不在の勧誘って、締しまらないじゃありませんか」

「演劇部は後期日程の合格発表では方向性を変えるって話だから大だい丈じよう夫ぶですって」

　演劇部も本来は零れい細さいの部活動のうちに入るのだが、今年は入部希望者が大おお幅はばに増加。昨年末と今年に入って行われた二度の公演の評判は高く、それが入部希望者の増加に一役買っていた。晴海がアライアのドレスを着て演劇部の受付のあたりに立っていれば、それだけで注目度はうなぎ登りだった。

　おかげで十分な入部希望者を得た演劇部では、後期の合格発表では晴海を使わない勧誘をする事に決めた。かわりに見み栄ばえのいい男子部員や男装した女子部員を並べ、その方面の趣しゆ味みがある層を呼び込むプランを考えている。それは晴海にも孝太郎にも縁えんがない勧誘方法なので、後期は編み物研究会もきちんと二人で勧誘をする事ができそうだった。

「でもな………」

　そういった状じよう況きようにも拘かかわらず、晴海の胸の中には小さな悩なやみが芽生えていた。

　―――新入部員が入ってくれるのは嬉うれしいけれど………里さと見み君と二人だけの活動じゃなくなっちゃうな………。

　責任感の強い晴海だから、新入部員は喉のどから手が出るほど欲ほしい。晴海や孝太郎の代で研究会が潰つぶれてしまう事は何としても避さけたい、心底そう思っていた。だから孝太郎一人きりになってしまう前に、なんとか女子部員を一人以上確保しておきたかった。来年の勧誘が孝太郎一人で行われた場合にどうなるかは目に見えていたからだ。

　だがその反面、この一年間二人きりで過ごした放課後の部室に、他の人間を入れたくないという感情があった。晴海にとっては、放課後の研究会活動は大好きな男の子と過ごす大切な時間だ。だから晴海の女の子の部分が、このまま二人きりの活動であって欲しいと願ってしまうのだ。

　そんな二つの感情がぶつかり合い、晴海の表情はどこか寂さびしげだった。

「どうしました？」

　晴海の表情に気付き、孝太郎が晴海の顔を覗のぞき込む。

「あ、え、えと………部員が増えたら、そ、その、研究会活動でやる事が変わるんだろうなって思って………」

　晴海は慌あわてて言葉を濁にごした。いくらなんでも本音は口に出来ない。このぐらいの表現が精せい一いつ杯ぱいだった。

「ああ、ずっと二人だけでしたもんね。人が増えたら色々できるようになるから、その方面も心配しないといけないですよね」

　孝太郎は晴海の言葉を好意的に捉とらえ、大きく頷うなずいた。野球経験者の孝太郎なので、部員が増える事の意味はよく分かっている。野球部なら対外試合が出来る九人と、紅白戦が出来る十八人が重要なラインとなる。そのラインを超こえるかどうかで劇的に活動内容が変わってくる。もちろん編み物研究会は野球部と同じではないだろうが、少なからず活動は変化する筈はずだ。それが分かるから、結果的に孝太郎は晴海の本音からは遠ざかってしまっていた。

「………色々できなくなるんですよぅ………もぉ………」

　晴海は孝太郎に聞こえないように、小声でそう呟つぶやく。

　手作りクッキーを食べて貰もらったり。新しく買ったＣＤを一いつ緒しよに聞いたり。新作弁当の味見をして貰ったり。至近距きよ離りで宿題を教えてあげたり。居い眠ねむりを始めた孝太郎に、こっそりと膝ひざ枕まくらをしてあげたり。

　部員が増えた場合、そういった本来なら恋こい人びと同士でやりそうな事は、今後研究会では出来なくなる。晴海にとっては由ゆ々ゆしき問題だった。

「文化祭で展示会とかやってみたいですね。まぁ………結果は俺おれの惨ざん敗ぱいになるでしょうけど」

　だが問題の孝太郎は晴海の本音にはまるで気付かず、呑のん気きに部員が増えた場合の活動について思いを巡めぐらせていた。そんな孝太郎を見て、晴海はぷくっと頬ほおを膨ふくらませる。それは普ふ段だんの晴海らしからぬ、子供じみた表情だった。

「どうしました、変な顔をして」

「………さとみくんのあんぽんたん」

　そう言った時の晴海があまりに可か愛わいらしかったので、孝太郎は思わず吹ふき出だした。

「なっ、なんすか急にっ！　あははははっ！」

「あんぽんたんはあんぽんたんですっ！　さとみくんのあんぽんたんっ！」

　晴海はまだ早いと思っていたから、本音を明かせなかった。しかし分かって貰えないのも悔くやしくて、すぐには引き下がれなかった。だからその頬はずっと膨らんだまま。孝太郎が笑い終えたのは、しばらく経たってからの事だった。










　立て看板用の発はつ泡ぽうスチロールのボードや油性マジックといった、勧誘に必要な買い物を終えた二人はバス停にやってきていた。晴海はそこからバスに乗って、自宅へ帰っていく事になる。

「桜庭さくらば先せん輩ぱいって、時々すっごく可愛い時がありますよね？」

　孝太郎は先さき程ほどの晴海を思い出して、くすくすと笑う。すると晴海は顔を赤くして目を逸そらした。

「わ、忘れて下さいっ、あんなことっ」

「駄だ目めです。あれはしばらく思い出し笑いに使います」

「さとみくんのいじわるぅ………」

　晴海は赤い顔のまま上うわ目め遣づかいにそう訴うつたえると、再び目を逸らした。晴海は首のあたりまで真っ赤になっている。元が色白なので、その鮮あざやかな赤さは際きわ立だっていた。

　―――ちょっといじめ過ぎたかな………この辺で止やめておこう………。

　そう判断した孝太郎は一いつ旦たん話を止めると、荷物を地面に置いて両りよ腕ううでをぐるぐると回し始めた。

「どうしました？」

　そんな孝太郎の動きに気付き、晴海が顔を上げた。その瞳ひとみは不思議そうに、回転する孝太郎の腕を追いかけている。段々、普段の彼かの女じよの雰ふん囲い気きが戻もどり始めていた。

「実は最近ちょっと肩かた凝こり気味でして」

　孝太郎は腕を回すのを止め、晴海に笑いかける。そうしながら、孝太郎は左手で拳こぶしを作り、自分の首筋を叩たたき始めた。

　この孝太郎の肩凝りは話題の転てん換かんを図はかる為の出任せではない。最近段々と肩凝り気味になっていたのだ。孝太郎自身は今年に入ってからトラブル続きだった事もあって、疲つかれが出たんだろうぐらいに考えていた。

「肩凝り………」

　しばらく孝太郎の動きを目で追っていた晴海だったが、やがて大きな笑え顔がおを作った。

「そうだ里見君、私が肩かたを揉もんで差し上げます」

　晴海は自分のこの思い付きが楽しくて、軽く微ほほ笑えみながら胸の前で両手の指をカニのように動かした。

　―――さっ、さくらばせんぱいってっ！

　この時の晴海の仕草はさっきの膨れ面つら以上に可愛らしかったので、孝太郎はまた笑いだしてしまいそうになった。しかし折せつ角かくの晴海の申し出だったし、機き嫌げんが直ったばかりでもあったので、孝太郎は必死に笑いを噛かみ殺ころしながら頷いた。

「お、お願いします」

「じゃ、そこに座すわって下さい、里見君」

　御ご機き嫌げんの晴海は相変わらず指を動かしながらバス停のベンチを示す。孝太郎はそこに向かいながら、笑いをこらえるのに必死だった。それは少しでも気を抜ぬけば、息が詰つまりそうな程だった。

「よっぽど凝こってるんですね」

「ふぐっ」

　孝太郎の様子がおかしいのを好意的に判断した晴海は、ベンチに座った孝太郎の背後に回る。孝太郎がこの時の晴海の顔と手つきを見なかったのは幸いだろう。もし見ていたら絶対に笑いだして、晴海の機嫌を損そこねていたに違ちがいなかった。

「いきますよ」

「お願いします」

　晴海の細い指が、ベンチに座った孝太郎の肩に乗せられる。

　―――さとみくんのせなか………。

　晴海はそこで動きが止まる。がっしりとした両りよう肩かたと広い背中、目の前にある首。不意にそこへ抱だき付つきたい衝しよう動どうに駆かられる。抱き付いて、大好きだと囁ささやいたら―――そんな風に思うと、心臓が高鳴り、顔に血が集まるのを止められない。身体が強こわばって、身動きがとれなかった。

「先輩？」

　突とつ然ぜん動きが止まった晴海を奇き妙みように思った孝太郎がちらりと後ろを振ふり返かえる。するとその呑気な視線が、晴海の金かな縛しばりを解いてくれた。

「どうかしましたか？」

「えと、肩かた揉もみって久しぶりで………どんな感じだったかなって………」

「ああ、結構大おお雑ざつ把ぱにやって大丈夫ですよ。これでかなり頑がん丈じように出来てますから」

　孝太郎は軽く目を細めると再び前を向く。晴海の本音に気付いた様子はなかった。

「あ、はい、それでは………」

　晴海はその事に安あん堵どすると、気を取り直して指を動かし始める。強めでいいと言われたので、晴海はかなり強く孝太郎の肩を揉んでいた。

「桜庭先輩、なんだかくすぐったいです」

「ええっ、もっとやって大丈夫なんですかっ？」

　晴海は目を丸くする。晴海としては力を入れている方だったのだが、元々非力な彼女なので、孝太郎には僅わずかにくすぐったい刺し激げきになってしまっていたのだ。

「なっ、なんかこうっ、微び妙みように足りない感じって言うかっ！　わははははっ！」

「じゃあ………もうちょっと………」

　笑い出した孝太郎を見て奮起した晴海は、指先に全力で力を込めた。

「おっ、いい感じになってきました」

　すると孝太郎の笑い声が止まる。晴海の肩揉みは、孝太郎の好みの強さに落ち着いていた。

「………里見君って、お、大きいだけじゃなくって、が、頑丈なんですね？」

　全力で肩を揉みながら、晴海は感心する。

　晴海の目からは、孝太郎の身体はボディビルダーのように筋肉が発達しているようには見えない。しかしこうして触ふれてみると、その身体は適度に鍛きたえられ、よく引き締まっているのが分かる。父親の身体に触れた時とは雲うん泥でいの差だった。

「遺い跡せき発はつ掘くつのアルバイト、頑がん張ばってますから」
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　孝太郎の身体が発達しているのはフォルトーゼに行ってから続けている剣けん術じゆつの練習のせいなのだが、孝太郎はその事には触れなかった。

　孝太郎はアライアにそっくりな晴海を見ているとついついフォルトーゼでの話をしてしまいそうになる。だが、話しても彼女を戸と惑まどわせるだけなので、日ひ頃ごろから喋しやべり過ぎないように注意を払はらっていた。

「大変そうですよね、あのアルバイト」

「その分だけ筋肉がつきました。………うりゃっ」

　孝太郎は軽く振りかえって晴海に笑いかけるのと同時に、身体に軽く力を込める。

「きゃっ!?」

　すると晴海が揉んでいた肩の部分の筋肉が張はり詰め、彼女の細い指先をあっさりと押おし戻してしまった。

「んもー、さとみくんっ、これじゃあ肩揉みにならないじゃないですかっ！」

　間近から晴海が孝太郎に抗こう議ぎする。この時晴海は拳を握にぎり締めて普段より強めに抗議していたのだが、元々暴力的な印象が薄うすい彼女なので、その姿は絶望的なまでに迫はく力りよくを欠いていた。

「ぷっ」

　しかしその迫力のなさが、かえって孝太郎の肩から力を抜かせた。晴海のぷっくり膨らんだ頬と、胸の前に二つ並んだ柔やわらかそうなげんこつを見てしまうと、先程まで我が慢まんしていた事もあって、孝太郎には笑わずにはいられなくなってしまった。

「さっ、さくらばせんぱっ、ぐふっ、ぶふふふふふふっ」

「さとみくぅんっ！」

「すっ、すみませんっ！　せ、せんぱいがあんまり可愛いんでついっ、げほっげほっ」

「そんなむせるほどわらわなくていいじゃないですかぁっ！」

　怒おこっているので、ちょっと舌足らずになっている晴海。そんな彼女を前にして、苦しそうに笑い続ける孝太郎。二人のじゃれ合いはバスが来るまで続いたので、結局孝太郎の肩凝りは治らなかった。










　晴海と別れた後、孝太郎は一人で家路についた。その足取りは軽い。少し前まで大笑いしていた事もあって、孝太郎は上じよう機き嫌げんだった。

「最近の桜庭先輩って、なんかこう、内側から溢あふれる明るさがあるというか、感情が表に出るようになったというか。やっぱり演劇に参加したのが良かったんだろうな………」

　晴海と出会ったのはちょうど一年前の勧誘の時。その頃ころの晴海は内向的で、自分の感情を殆ほとんど表に出さなかった。研究会の活動の時にだけ、ちらりと笑顔を覗かせるのがせいぜいだった。だが、それからの一年で晴海は変化した。最近では多くの人間と接点が増え、クラスにも友達が出来た。友達はゆりかと孝太郎ぐらいしかいなかった晴海だから、これは大きな進歩だった。

「ティア、これはお前の殊しゆ勲くん賞しようだぞ」

　晴海に起こった変化は、ティアの書いた演劇の台本がきっかけだった。晴海はそのヒロインに抜ばつ擢てきされた事で、演劇部の人達と積極的な関かかわりが出来た。演技は一人だけで出来るものではない。一緒に練習して、役者同士の呼吸を合わせる事が必要だった。そして舞ぶ台たいに上がる関係で、晴海には人目に晒さらされる度胸も付いた。結果的に晴海は、元々彼女が必要としていたメンタル的な強さを手に入れたのだ。

　そうした経けい緯いから、孝太郎は晴海の進歩はティアのおかげだと考えていた。

「まあ、ティア自身も進歩したんだけどさ………」

　ティアもかつてのティアとは違う。その変化をもたらしたのもまた、他者との協調を必要とする演劇だった。あの演劇は誰だれにとってもよい結果だったに違いない、今の孝太郎はそんな風に考えていた。

「お？」

　そんな時だった。孝太郎は進行方向上に、見慣れた少女の姿を見つけた。その特とく徴ちよう的てきな金きん髪ぱつは遠くからでも良く目立っている。ティアミリス・グレ・フォルトーゼ。今まさに彼女の事を考えていた事もあって、孝太郎は自然と顔が綻ほころんでいた。

「そうか………かように可か憐れんな花であったのだな………」

　ティアは街かい道どう沿いにある店の店先にしゃがみ込んで、じっと何かを見つめていた。不思議に思った孝太郎は、そんなティアに向かって小走りに近付いていった。

「よう、ティア」

　ポスッ

　そしてティアの傍そばまでやってくると、孝太郎は右手で軽く彼女の頭を叩く。

「む？」

　かつてのティアなら、この時点で激げき怒どして武器を出していただろう。しかし今の彼女は違う。とりあえずは相手が何者かを確かく認にんし、それが孝太郎だと分かった時から、彼女は嬉しそうに目を細めていた。

「コータローか」

「ここで何をしてるんだ？」

　ティアが覗き込んでいたのは、小さなフラワーショップだった。三月も半ばを過ぎた事もあって、色とりどりの春の花が店頭を飾かざっていた。孝太郎にもその花の中にティアが気になるものがあるらしい事は分かるのだが、なにぶん数が多い。そこで素す直なおにティアへ疑問をぶつけていた。

「それはじゃな、チューリップを見に来たのじゃ」

　チューリップ。その言葉を口にした時、ティアは頬に軽く手を添そえ、その笑顔を一ひと際きわ優やさしげなものへ変えた。そしてたった今まで見ていた方に目を向ける。そこには真しん紅くに咲さき誇ほこるチューリップの花が飾られていた。

「チューリップか………そういや、以前はそういう風に呼んでたっけ」

　出会ってすぐの頃、ティアは早さ苗なえに霊れい能のう力りよくで反はん撃げきされてスカートをたくしあげられた。その時の姿がチューリップのようだったので、それ以降のしばらくの間、孝太郎はティアの事をチューリップと呼んでいた。だが時間と共にティアとの関係が変わっていく中で、そのあだ名は次し第だいに使われなくなっていった。

「じゃがのう、よく考えてみるとわらわはチューリップの花を知らなんだ。それで気になって、ここへ見に来てみたのじゃ」

　ティアはチューリップの花を見た事がなかった。チューリップと呼ばれていた頃は、孝太郎が馬ば鹿かにして使っている言葉だという事は直感で分かっていたので、言葉の使用上の問題はなかった。そして馬鹿にする為の言葉を調べようとも思わなかった。

　だが今になってみると、ティアはチューリップの花がどんなものであるのかが気になり始めた。好きになった男の子が、自分をどんな花の名で呼んでいたのかが、知りたくなったのだ。

「で、どうだった？」

「これほど可憐な花であるとは想像していなかった」

　ティアは店先に飾られたチューリップの花を、顔がくっつきそうなくらいの距離で見つめる。ティアはこの花を見た瞬しゆん間かんから、その美しさに心奪うばわれていた。その花を形作る真紅の花弁は、色いろ鮮あざやかにティアの心に焼き付いている。

「気に入ったのか？」

「うむ。実にシンプルで、しかしダイナミックで美しき花じゃ」

　花を見つめるティアの横顔はどこまでも優やさしい。その姿はこれまでのティアのイメージとは少し違っている。それはこれまではずっとティアの内側に潜ひそんでいた、女の子の部分だった。

　―――ティアも女の子、なんだよな………。

　そうやって孝太郎が当たり前のことを今いま更さらながらに感じていると、不意にティアの瞳が孝太郎の方を向いた。

「のうコータロー、そなたがそうしたいのであれば、再びわらわをチューリップと呼ぶ事を許す」

　そしてティアは本当に嬉しそうに微笑んだ。

「おい………」

　だがティアのこの申し出は孝太郎を戸惑わせていた。

　チューリップとは、ティアの情けない姿が花の形に似ていたから、それをあげつらう意味で付けたあだ名だった。そこには敬意も友情も込められていない。純じゆん粋すいに馬鹿と呼ぶ代わりのあだ名でしかなかったのだ。

　しかし時間を経へた今になると、孝太郎のティアへの感情には敬意も友情も含ふくまれるようになった。その反対にティアを馬鹿にする感情は殆どなくなっている。多少、意地っ張りだと感じているぐらいだろう。

　だから今、再びティアをチューリップと呼ぶとしたら、それは文字通りの花の意味にしかならない。色鮮やかに咲き誇る可憐な花、ティアをそう呼ぶという事なのだ。
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　そして更さらに問題なのは、孝太郎は今のティアを、花の名に相応ふさわしいと感じている事だろう。今のティアは孝太郎に素直にそう感じさせるだけの皇女としての品格を備えている。今のティアは、決して可憐な花の名前に劣おとる少女ではない。

　こうした事情が複雑に絡からみ合あった結果、孝太郎はティアをチューリップと呼ぶ事に抵てい抗こうがあった。それは関係が近過ぎるゆえの照てれ隠かくしだった。もう少し距離感が遠ければ、かえって花の名で呼ぶ事も出来たのかもしれないのだ。

「今更悪い意味でついたあだ名もないだろう？」

　そんな訳で、孝太郎はその呼び名の回かい避ひを試みた。今のティアを花の名で呼ぶのは、孝太郎にとってはあまりにストレートすぎた。

「じゃがその悪い意味も、今は抵抗を感じておらぬ」

　しかしティアはあっさりと首を横に振る。ティアにしてみれば、悪い意味でチューリップと呼ばれても構わなかったのだ。

「わらわが愚おろかであったのは事実であるし、ああ名付けられたのもまた、わらわの大事な想おもい出での一部なのじゃからな」

　悪い意味なら、もっと努力して相応しい存在にならねばならない。

　良い意味なら、その事を誇り、同時により良くなる努力をするべきだ。

　ティアにしてみれば、どちらであっても将来の指針となる。孝太郎を信しん頼らいしていればこそ、どちらであっても構わないのだった。

「………物好きな奴やつだ」

「うむ、わらわは物好きなのじゃ」

　そしてもう一つ、ティアには重要な理由があった。

　ティアは孝太郎と自分だけの、特別な繋つながりが欲ほしかった。チューリップという呼び名は、その繋がりの一つ足り得るだろう。好きになった男の子の特別な存在でありたいというのは、どこの星でも、いつの時代でも、普ふ遍へん的てきな女の子の願いなのだった。

「ホレ、試ためしに呼んでみるがよい」

「そう言われるとやりにくいんだがな………」

　孝太郎にとって、今のティアをチューリップと呼ぶ事は、自分のティアへの印象をそのまま素直に語るに等しい。非常にやりにくい状じよう況きようだった。

「………チューリップ」

　幾いくらかの逡しゆん巡じゆんの後、孝太郎はその言葉を口にする。それを耳にしたティアは本当に嬉うれしそうにその目を細め、答えた。

「なんじゃ、ぐみん」

　愚ぐ民みん。それはかつてティアが孝太郎を呼ぶ時に使っていた言葉で、未開の地の人間に対して、侮ぶ蔑べつの意味を込めて使われていたものだった。

　―――ティア………？

　だが、全く同じ言葉だというのに、今は同じ意味には聞こえない。それは侮蔑の言葉に見せかけた、大きな愛情の表明でしかなかったから。だから孝太郎は呆ほうけたようにティアの顔に見み惚とれていた。

「ふふ………」

　そんな孝太郎を見て、ティアの笑顔の種類が変わる。それがどことなく満足そうに見えるのは、ティアには幾らか孝太郎の心境が伝わっているからだった。

「な、なんじゃじゃないだろ。お前が言えって言ったのに」

　孝太郎は内心の動どう揺ようを押し殺しながら、わざとぶっきらぼうになるように答える。

　バレンタインデーに気持ちを明かして以降、ティアは時折こうして孝太郎の心を揺ゆさぶる事があった。だが、ティアはそれ以上を求めない。現状において、孝太郎が恋人を選ぶという事が、キリハの危機を招く事を理解しているのだ。だからティアがするのは、時々こうして気持ちを示す事だけ。それ以外はこれまで通りのティアなのだった。

　―――動揺するな………いつも通りでいいんだから………。それが誰の為ためでもあるんだぞ………。

　しかしそういった事情が全すべて分かっていても、孝太郎は自分の気持ちを平静に保つのに苦労するようになっていた。今のようなティアを相手にするぐらいなら、出会った当初のティアを相手にする方がよっぽど気楽だった。今は少しでも気を抜けば、ティアに心奪われてしまいそうになるのだ。

「そうであったな」

　ずっとチューリップの前にしゃがんでいたティアは、軽く微笑むと立ち上がろうとする。反射的に孝太郎が手を差さし伸のべると、ティアは何の迷いもなくその手を取った。

「のう、ぐみん」

　立ち上がったティアは、孝太郎の手を握ったまま口を開く。その瞳は、真まっ直すぐに孝太郎を見つめていた。

「わらわはいつか、そなたが両腕に抱いて誇れるような立派な花に―――皇族になってみせる。じゃからそなたは今のまま、誇り高たかく進むがよい」

　ティアは信じている。孝太郎は騎き士しの中の騎士であると。だからティアが立派な皇族である限り、孝太郎は決してティアからは離はなれないだろう。今のティアにとって立派な皇族であろうとする事と、孝太郎を愛する気持ちには明確な線引きはない。それらは一つになって輝かがやいて、ティアの進む道を照らしているのだった。

「………俺おれは―――」

「殿でん下かー！　サトミ様ー！」

　孝太郎がティアの言葉に何か答えかけた、その時の事だった。遠くの方からルースの声が聞こえてきた。

「あっ………」

　おかげで孝太郎の言葉は途と切ぎれ、それっきりになった。

「おう、来たかルース！　それっ、ゆくぞっ、ぐみんっ！」

　ティアは大きな笑顔を作ると孝太郎の手を解放し、同じくらい大きな笑顔のルースがいる方に向かって走り始めた。孝太郎はすぐにティアを追う事はなく、その場に立たち尽つくして自問していた。

　―――俺は今、何を言いかけた………？

　立派な花になると宣言したティアに、何と言おうとしたのか。今はもう、孝太郎自身にも分からなかった。

「ルース」

　いち早くルースの傍に駆け寄よったティアは、その両手をルースに向かって差し出した。

「荷物を半分寄よ越こすがよい」

　ルースは買い物の帰りで、右手には買い物用のバッグを提さげ、左手にはバッグに入り切らなかった荷物が詰まったビニール袋ぶくろを提げていた。

　実はルースがスーパーの会計に並んでいる時間を利用して、ティアはこの場所で花を見ていたのだ。

「お気持ちは嬉しいのですが、殿下に荷物を持たせる訳には参りません」

「我らがただの主従であればそうじゃろうな。じゃが、このあいだ約束したであろう？　これからは何事も二人で、と」

「………左様でございましたね。では重いですけれど、半分よろしくお願い致いたします」

「任せておけ。大体、わらわの方がそなたよりも体力はあるのじゃ」

「ふふふ、そうでございましたね」

　最初は主人に荷物を持たせられないと断ったルースだが、最終的にはティアにビニール袋を手て渡わたした。袋を受け取ったティアは上機嫌で、袋の中身を確認しながら微笑んでいる。そんなティアの姿を見れば答えはほぼ明らかなのだが、ルースは一応尋たずねてみた。

「ところで殿下、チューリップを見る事は出来ましたか？」

「うむ！　たいそう可憐な花であった！」

「それは宜よろしゅうございました」

　ティアの答えはルースの予想通りだった。だがそこでルースは新たに気付いた事があった。この時のティアの笑え顔がおと花が見られたという事実、そしてその場に孝太郎が居合わせたという状況から、ルースはティアに何か素す敵てきな事があったのだろうと感じた。それはルースの笑顔を大きくしてくれる、嬉しい出来事だった。

「あのフラワーショップの店先に並んでいるから、ルースも見ておくがよい」

「はい、是ぜ非ひ―――」

　そうしてティアがルースを先導して、ショップに戻もどろうとした時だった。

「その必要はないぞ」

　ぽふっ

　孝太郎の声が聞こえたのと同時に、ティアの後頭部に何か大きなものがぶつかった。それはあまり固いものではなかったが、ティアの頭と同じぐらいの大きさがあった。

「無礼者め」

　ティアは口では孝太郎を非難しつつも、実際はあまり不ふ機き嫌げんではない顔で背後を振ふり返かえった。

「あっ………」

　だが、振り返ったティアの目に飛び込んできたのは孝太郎の姿ではなかった。そこにあったのは、茎くきの部分を純白の包装紙で包まれた、チューリップの花束だった。

「チューリップ………」

「ホレ」

　孝太郎は戸惑うティアに花束を押し付けると、代わりに彼女の手から買かい物もの袋ぶくろを取り上げる。ティアは孝太郎の意図が分からず、両りよう腕うでで花束を抱かかえたまま立ち尽くしていた。

「サトミ様、ひょっとしてこのチューリップは殿下へのプレゼントでしょうか？」

「そんな所です」

　孝太郎は照れ臭くさそうに頭を掻かきながら、ルースの質問に頷うなずいた。

「貰もらって………よいのか？」

「ああ。バレンタインデーのお返しというか、そういう感じだ」

　孝太郎はバレンタインデーにチョコレートをくれた人には、お返しを渡わたす事に決めていた。しかしこの手のイベントには不慣れな孝太郎だから、プレゼント選びが難航してホワイトデーを過ぎても大半の人にはまだお返しをする事が出来ていなかった。ティアもそうだったのだが、今日たまたま彼かの女じよがチューリップを見ていたので、孝太郎は花をプレゼントする事に決めたのだった。

「そうか………大たい儀ぎで―――いや、ありがとう、ぐみん」

　事情を悟さとり、ティアは嬉しそうに目を細めた。

「お、おう………」

　孝太郎はその時のティアの瞳ひとみが潤うるんでいる事に気付いてしまい、余計恥はずかしくなって慌あわてて目を背そむけた。

「良かったですね、殿下」

「うむ………あれ？」

　カサッ

　ティアの手の中で、花を包つつんでいた包装紙が音を立てる。

「もう一つ花束が………ぐみん？」

　ティアは自分が抱えている花束が二つある事に気付いた。不思議に思ったティアは、その理由を求めて孝太郎を見た。孝太郎は相変わらず顔を背けたままだったが、ティアの疑問にはすぐに答えてくれた。

「この状況で、お前だけにって訳にはいかないだろう？」

　孝太郎はこの花束をバレンタインデーのチョコのお礼として用意した。その場合、ティアだけにお礼を渡す訳にはいかなかった。

「これはお前の分らしいぞ」

　ティアは二つ目の花束が誰のものであるのかを悟り、すぐにその人物に向かって差し出した。

「まぁ！」

　二つ目の花束は、ルースの為に用意されたものだった。

　バレンタインデーに孝太郎がティアから貰ったチョコレート、それはティアとルースが二人で作ったものだった。だからお返しの花束は二人分必要なのだった。

「よかったな、ルース」

「はいっ！　ありがとうございますっ、サトミ様！」

　ルースはティアから花束を受け取ると、まるで宝物を貰った子供のように胸むな元もとに抱だき抱かかえる。思いを寄せる男性からの突とつ然ぜんのプレゼント。しかも自分の分までは期待していなかっただけに、ルースの喜びは大きかった。ルースはその瞳から大おお粒つぶの涙なみだを零こぼしながら、孝太郎に礼の言葉を繰くり返した。

「本当にありがとうございます、サトミ様っ！　大切にさせて頂きますからっ！」

「ありがとう、ぐみん。よくルースの事も忘れないでくれたな」

「あ、ああ、うん………」

　ティアとルース、二人分の感謝の気持ちを向けられると、孝太郎は恥ずかしくて仕方がなくなってしまう。元々バレンタイン等のイベントには縁えんがなかった事に加え、他人に真正直な感謝を向けられる事にも慣れていなかった。

「先に帰る」

「サトミ様？」

「どうした、ぐみん？」

　だから孝太郎はルースの手から買い物の荷物を奪い取ると、逃にげるようにしてその場を離れる。一刻も早く二人から離れて、一息つきたかった。これもまた、二人が嫌きらいではないからこその悩なやみだった。

「ふふふ………礼を言われただけなのじゃから、ドンと構えておればよいのに………」

「しかし、とてもサトミ様らしいです」

「うむ………そうじゃな………」

　ティアとルースはそれぞれの手にチューリップの花束を抱えたまま、慌てて去っていく孝太郎の背中を見つめ続ける。そして孝太郎の姿が交差点の角の向こうに消えると、ルースは自身の胸元を飾るチューリップの花に視線を落とした。

「………殿下、チューリップの花言葉を御ご存ぞん知じですか？」

　ルースのその言葉を聞いて、ティアも視線を花束に落とす。真紅のチューリップは美しい。しかしティアの瞳は潤んでいたから、残念ながらその美しさを存分に堪たん能のうする事は出来なかった。

「いいや。花の姿を知ったのがついさっきじゃ。花言葉など調べた事はない」

　ティアが首を横に振ると、その瞳から涙が溢あふれて頬ほおを伝い、チューリップの花の上に零れ落ちていく。

「深しん紅くのチューリップの花言葉は『真実の愛』でございます」

「………真実の………愛………」

　自身もその花言葉を口にしながら、ティアは反射的にルースの方へ目を向けた。ルースもティアを見ていたから、そこで二人の視線が絡み合う。そしてルースは軽く頷くと、話を続けた。

「サトミ様の事ですから、意識しての事ではないでしょう」

　賢けん治じならともかく、孝太郎がそれを意識してプレゼントしたとは考えにくい。ただティアが気に入った様子だったからプレゼントに決めた。ティアもルースもそのように考えていた。

「仮に意識しての事であっても、それはきっと男女の愛を意味してはいないでしょう。しかしそれでも―――」

「紛まぎれもなく『真実の愛』か………」

　ルースの言葉の続きは、ティアが引ひき継ついだ。

　カサッ

　ティアの腕うでに僅わずかに力が入り、花束の包装紙が小さな音を立てる。

「はい。わたくしはそう思います」

　ティアの言葉を、ルースが笑顔で肯こう定ていする。ルースが言いたかったのは、まさにその言葉だったから。

「まったく………難なん儀ぎな男じゃのう………」

「………おやかたさま………本当に、ありがとうございます………」

　ティアもルースも分かっている。花言葉が『真実の愛』であるのは偶ぐう然ぜんでしかないのだと。しかしこのプレゼントが孝太郎の『真実の愛』から出たものである事は疑いない。二人とも孝太郎が自分達たちの事を大切に思ってくれている事を感じている。それが男女の愛に至っていないのは残念だが、その事を差し引いても、二人は孝太郎の気持ちをとても嬉しいと思っているのだった。







その日の一〇六号室　三月十六日（火）







　ティアとルースは孝こう太た郎ろうから貰った花を美しいままに保存しようと、一〇六号室を通とおり抜ぬけてそのまま『青騎士』へと帰っていった。おかげでわざわざ遠回りして帰ってきた孝太郎が一〇六号室へ辿たどり着ついた時には、二人の姿はなかった。

「何してるの、里さと見み君？」

「い、いえ、別に………」

　玄げん関かんで立ち止まって中を覗のぞいている孝太郎に、隣となりにいた静しず香かが声をかける。静香は途と中ちゆうで孝太郎と会い、一いつ緒しよに帰ってきたのだ。最近の静香は自宅にいるよりも一〇六号室にいる時間の方が長い。この日も自宅には帰らず、直接一〇六号室へとやってきていた。

「さっきから様子が変だけど、誰だれかと喧けん嘩かでもしたの？」

　ゴシップには目がない静香なので、目を輝かせて身を乗り出してくる。

「いえ、そういう訳ではないんですが………」

　孝太郎は苦く笑しようしながら、迫せまってくる静香を押おし返した。

「なんだぁ、残念」

「何を期待してるんですか、何を」

「修しゆ羅ら場ば」

「大家さん………」

「おかえり、静香、孝太郎」

　落らく胆たんする静香と呆あきれている孝太郎を、笑顔のキリハが出で迎むかえる。彼女はエプロンを身に着け、その手に菜さい箸ばしを握にぎり、玄関近くのキッチンで夕食の用意をしている最中だった。

「ただいま、キリハさん」

「ただいま」

　先に静香が室内に入り、それに孝太郎が続く。この時孝太郎だけでなく、静香もただいまと口にしたが、誰もそれを不自然だとは思っていない。既すでに一〇六号室では当たり前の風景だった。

「私も手伝うわ、キリハさん」

　玄関で靴くつを脱ぬぐと、静香は壁かべに掛かけてあったエプロンを手に取る。

　ちなみに一〇六号室の壁にはいつも三人分のエプロンが掛かっている。それはキリハ、ルース、そして静香の分だった。

　この時静香が手にしたのは、もちろん彼女自身のエプロンだ。そして静香は手早くエプロンを身に着けると、シンクの近くにいるキリハの横に立った。

「あとは野菜を少し切るだけだが」

「だったらそれをやるわよ。キリハさんはお茶の準備をしてくれる？」

「了りよう解かいした」

　静香は手を洗うと、キリハに代わって野菜を刻み始める。静香のおかげで手が空いたキリハは、お盆ぼんを用意してそこにお茶の道具を載せていく。

　お茶を淹いれるのは静香よりもキリハの方が上う手まい。静香がキリハと交代したのは、単なる手伝いだけでなく、美お味いしいお茶が飲みたいという理由もあったのだ。

「へぇ、今夜は鍋なべか」

　そこへ買い物の荷物を冷蔵庫にしまい終えた孝太郎が通りかかる。コンロには大きな土鍋がかかっていたので、夕食のメニューは孝太郎にもすぐに分かった。

「まだ寒いし、しかしもうすぐ四月だ。最後にもう一回鍋をやっておこうと思ってな」

　キリハは手を止めて孝太郎に笑いかけると、鍋のふたを取って中身を見せた。すると味み噌そと和風のだしの香こうばしい匂においが台所に広がっていく。具材はキノコが目立っている。今夜のメニューは味噌仕立てのキノコ鍋だった。

「なるほど。美う味まそうだ」

「ふふ、そう言って貰えると嬉しい」

　キリハは鍋のふたを閉めながら、軽くその目を細める。それはいつも通りの何気ない仕草なのだが、その表情といい、その瞳といい、孝太郎には彼女から深い慈いつくしみと優やさしさが感じられていた。

「孝太郎、棚たなの右上にある袋を六畳間の方へ持って行ってくれるか？」

「分かった」

　ガサッ

　孝太郎はキリハに言われるままに棚から袋を取り出す。袋の中身はせんべいで、キリハはそれをお茶受けのお菓か子しにするつもりでいた。

「こいつも俺が持っていくよ」

「ありがとう、孝太郎」

　孝太郎はキリハの手からお盆を取り上げると、六畳間の方へ移動していく。数歩遅おくれてキリハもそれに続いた。

『ラブラブハート、あぶなぁぁあぁぁぁぁいっ!!』

「にげてにげてぇっ!!」

　六畳間では早さ苗なえとゆりかがテレビにかじりついていた。二人は放送中のアニメに集中していて、孝太郎が部屋に戻ってきた事にも気付いていない様子だった。孝太郎はそんな二人を微ほほ笑えましく思っていたので、二人に声をかけたりはせず、そのまま無言でちゃぶ台にお盆とせんべいの袋を下ろした。

「後は頼たのむよ、キリハさん」

「頼まれよう」

　お茶を淹れるのはキリハの仕事だった。キリハに場所を明あけ渡した孝太郎は、自分の鞄かばんの中から晴はる海みとの買い物ついでに買ってきた雑誌を取り出す。そしてお茶の用意を始めたキリハの隣に座すわり、雑誌を読み始めた。

「きたっ、友情の合体攻こう撃げきですぅっ!!」

『ひっさつっ、ラブキラハートパニッシャー!!』

　孝太郎は最初、何気なく雑誌を読んでいたのだが、次し第だいに隣でお茶の準備をしているキリハの事が気になり始める。別に、彼女に何か問題があるという訳ではない。むしろその逆で、何も問題がないからこそ、孝太郎は気になっていたのだ。

「なぁ、キリハさん」

「うん？」

　孝太郎が雑誌を閉じてキリハを呼ぶと、彼女もお茶を準備する手を止めた。丁度きゅうすの中で茶葉を浸しん出しゆつしている所だったので、キリハも暇ひまになった所だった。そしてキリハの顔が自分の方に向くのを待って、孝太郎は本題を切り出した。

「君はどうして、いつものままなんだい？」

　ここしばらく、孝太郎は不思議でならなかった。

　バレンタインデーに、キリハの初はつ恋こいの男性が実は孝太郎だった事が分かった。だが、キリハはその後もこれまで通りだった。キィのように甘あまえてくる事もなく、恋こい人びとになって欲ほしいと言ってくる事もなかった。それはまるで、バレンタインデーの出来事がまるまる無かった事になったかのようだった。

　孝太郎にはそれが不思議だった。あれだけ必死に初恋の男性を―――孝太郎の事を捜さがしていたというのに、ぱったりとその気配を見せなくなった。孝太郎の方ですら、キリハとキィが同一人物だと分かった時から『あんた』とは呼び辛づらくなった。にもかかわらず、キリハにそういう変化が現れない理由が、孝太郎には想像できなかった。

「ふふ」

　少し考えて孝太郎の質問の意味を理解したキリハは、口元に手を当てて軽く目を細める。そして孝太郎の耳元に口を寄せ、そっと囁ささやいた。

「………だって、今キィが出てくると、おにいちゃんは困っちゃうでしょう？　それにわたし達たちも困っちゃうし」

　その言葉を囁いている間だけ、キリハはキィの顔で笑っていた。しかしその囁きが終わるのと同時に、キリハは孝太郎から離はなれ、普ふ段だんの大人びた表情に戻った。

「地上侵しん略りやくは順調だ。順調なうちに反対勢力の抑おさえ込みをしなければならない。残念ながら、しばらくはキィの出番はないのだ」

「そうか………」

　ここまでの僅かなやりとりで、孝太郎はキリハの意図を察した。

　―――キリハさんは、自分の感情よりも、大地の民たみの事情を優先したんだな………。

　結局のところ、キリハもティアと同じ考えなのだ。

「それに孝太郎、汝なんじの性格からすると、我われが感情に走った行動を取った方が、我を遠ざけるきっかけになる筈はずだ。違ちがうか？」

「確かにそうかもしれない」

　キリハは孝太郎の事がよく分かっている。

　侵略者の少女達が抱えている問題に全すべて決着が着く前に、孝太郎が彼かの女じよ達の中から恋人を選ぶ事は決してないだろう。六畳間のパワーバランスの乱れ、判断への私的な感情の混入、どれも生き真ま面じ目めな孝太郎には避さけたいものだった。

「だからこそ、我がこれまで通りに振ふる舞まっている限りは、汝は決して我を遠ざける事は出来ない」

　そして孝太郎が選べない以上、選ぶ事を強しいれば拒きよ絶ぜつされる。逆の言い方をすれば、強しいなければ孝太郎の傍そばに居られるという事でもある。キリハは現状ではそれを選せん択たくした。侵略と孝太郎への思し慕ぼを両立させるには、この方法が一番だったのだ。

「これより先は多くの問題が片付いてからだろう」

　それに、キリハ以外にも孝太郎に想おもいを寄せる者達がいる。それを無視して、一方的な行動に出るのはキリハの流りゆう儀ぎに反していた。キリハは全員がスタート位置に着くのを待ちたいと考えていたのだ。

「そして、汝は我の想いを知っている。手を伸のばせば届く場所にいてくれる。楽しげな笑顔が見え、ぬくもりが間近で感じられる。今は、これ以上何を望もう？」

　この十年、ずっと遠くで想い続けるしかなかった。だが今、その相手は目の前にいる。笑い合う事も、支え合う事も出来る。今のキリハにはそれだけで満足だった。

「全てに決着がついても………俺おれは君を選ばないかもしれないんだぞ？」

「確かに、そうなる事も有り得るだろう。だが、我は悲観していない」

　そしてキリハにはもう一つ、孝太郎との関係を急いではいけないと考える理由があった。

　―――恐おそらく、単純に全ての事件を解決しただけでは、孝太郎は誰の事も選ぶまい。何かもう一つ、決定的なピースが欠けているのだ………。

　キリハはこれまでの事から、孝太郎は女性関係に対して、どこか積極性を欠いていると感じていた。確たる証しよう拠こがある訳ではないが、この一年を共に過ごしたキリハだから、孝太郎の心の中にある壁のようなものに気付いていたのだ。

　その理由が分からないうちは、自身の感情を押し付けても孝太郎を困らせるだけ。そうする前に孝太郎の心の壁を通り抜ける方法を見付ける必要があった。

　つまり今は誰もが、孝太郎と恋人同士になる手段を持たない。それが分かっているからこそ、キリハは焦あせらないのだ。

「だがそれは―――」

　キリハの選択は、孝太郎に都合が良過ぎる。もちろんそれはティア達も同じだろう。

　いくら六畳間に絡からんだ複雑な事情があるとはいえ、孝太郎が決断できるまで彼女らを待たせるのは、恋れん愛あいに疎うとい孝太郎でもいけない事だと分かっていた。

　だから孝太郎はキリハに反論を試みようとした。

「ストップ」

　だが、その反論は口から出る前の時点で、キリハに遮さえぎられてしまった。

「汝には分かるまいが、たとえ汝と結ばれる可能性が低かろうと、我には汝の決断を待つ理由がある。汝はそれだけの価値がある男なのだ」

　キリハは引き下がるつもりはなかった。

　孝太郎がキリハを選ぶ可能性が何分の一かでしかないのだとしても、普ふ通つうの人間の十倍以上好きなのだから、キリハは孝太郎の決断を待ちたかった。

　運命を感じているとでも言えばいいのだろうか。キリハには孝太郎以外をパートナーに選ぶ自分が想像できない。そしてキリハは、ティア達も同じような気持ちでいるのだろうと考えていた。

「馬ば鹿かだぞ、それは」

　立場上誰も選べない孝太郎を前にして、それでもなお待つと言うキリハ。孝太郎も好意を示されれば嬉うれしい。だがその反面、待たせる事が心苦しかったし、キリハを選ぶと言ってやれない事も申し訳なかった。そしてその複雑な胸の内が、ぶっきらぼうな言葉になって口から漏もれだしていた。

「知っている。だが、我には自信があるのだ」

　悩む孝太郎とは反対に、キリハは自信に満ち溢れている。彼かの女じよは自身の胸にそっと手を当てて、孝太郎に笑いかけた。

「一年前のあの日、この場所で再会した時の言葉を、汝にもう一いち度ど贈おくろう」

　キリハの手の向こう、服の下には、古びたメタリックのヒーローのカードがしまいこまれている。そのカードは、キリハの想いと意志の力の源だった。

「キィは地下で十年以上待った」

「あっ………」

　孝太郎の記き憶おくが呼び覚まされる。

　一年前、お互たがいが『おにいちゃん』と『キィ』である事を知らないままに、孝太郎とキリハはこの場所で再会を果たした。

　その時キリハは、今口にしているのと殆ほとんど同じ言葉で孝太郎を脅きよう迫はくした。

「ふふふ。我とキィは、十年待てるという事だ。だが汝はいつまで耐たえられるかな？　半年、それとも一年？　我らは汝に首を縦に振ふらせる為ためなら、何だってするのだぞ？」

　キリハには自信があった。

　全ての問題が解決して、孝太郎が侵略者の少女達を一人の女性として見る事が出来るようになった時。その時こそ、あらゆる手段を使って孝太郎を振り向かせる。

　今日までに培つちかった想い出と友情、そしてこれから積み重ねていく愛情と絆きずな。それらがあれば、絶対に孝太郎は『キリハ』と『キィ』を拒絶できない。

『ふわっはっはっはっ！　愚おろかなりっ、ラブラブハート！　抵てい抗こうは無意味だっ！』

　テレビの画面に大写しになっている悪役が自分の勝利を確信する以上に、キリハは自分と孝太郎を繋つなぐあたたかな何かは、永遠に繋がったままだと確信しているのだった。










　キリハがお茶の準備を終えた頃ころ。夕食の準備を終えた静しず香かと、アニメを観終わった早さ苗なえとゆりかが、ちゃぶ台の傍へやってきた。すると最初からいた孝こう太た郎ろうとキリハと合わせ、五人でちゃぶ台を囲む事となった。

『あ、今日はおせんべなんだ』

「いっただっきま～～すぅ～」

　やってくるなり早苗は目を輝かがやかせる。ゆりかはいきなりせんべいを開かい封ふう、お茶が自分の前に置かれる前にせんべいを食べ始めた。

『意い地じ汚きたないなぁ、もう………』

「ゆりか、待て！」

　孝太郎が厳しい言葉でゆりかを静止する。ゆりかは今まさにせんべいをかじろうと大口を開けていた所だったので、恨うらめしそうな視線で孝太郎を見た。

「ええぇぇ～～～」

「いいのか、ゆりか。そんな反はん抗こう的てきな態度で。俺は別にいいんだぞ？」

「わんっ！」

　ゆりかは孝太郎の言葉にびくっと身体を震ふるわせると、一声吠ほえて渋しぶ々しぶせんべいをちゃぶ台の上に戻もどした。

　今週のゆりかは食費の一部を少女漫まん画がに投入した関係で、食料を孝太郎の援えん助じよに依い存そんしている。この為、孝太郎とゆりかの立場は、圧あつ倒とう的てきに孝太郎が上だった。

「いい子だ。しばらくじっとしてろ」

「わんっ！」

　ゆりかがせんべいを凝ぎよう視ししながら座ざ布ぶ団とんに正座しなおすと、ちゃぶ台に集まった一同の前にキリハがお茶の入った湯ゆ呑のみを並べていく。ちなみに孝太郎の前には二つ置かれる。孝太郎自身と、その背中にしがみついている早苗の分だった。

「お手」

「わんっ！」

「食べてよし」

「わんわんっ！」

　孝太郎は全員にお茶がいきわたったのを見計らい、ゆりかにせんべいを食べる許可を出す。するとゆりかは待ってましたとばかりに、素す早ばやくせんべいを掴つかみ取とり、大口を開けて食べ始めた。

「わうっ！」

　ぼりぼり

　満足げにせんべいを噛かみ砕くだくゆりかを前にして、孝太郎はカクリと肩かたを落とす。

「………もうちょっとちゃんとしようや、ゆりか」

　最近はこうしてゆりかにお行ぎよう儀ぎよくさせるのが孝太郎の仕事になりつつあった。孝太郎自身も幾いくらかいい加減な所はあるのだが、ゆりかを見ていると黙だまっていられず、ついつい口を出すようになっていた。

「もうすぐ高校二年生なんだぞ？　後こう輩はいも出来るんだぞ？」

「ふげほげほろげ、へげもっぷふぐる？」

「飲み込んでから喋しやべれ」

「もげ」

　ゆりかは湯呑みを取り、お茶を飲み始める。それで口の中のせんべいを胃に流し込むつもりなのだった。

「もきゅっ!?」

　だがその途中で、ゆりかの表情が変わる。

「ぶふううぅぅぅぅっ!!　あつっ、あつあつあつっ、あづぅっ!!」

　淹れたばかりのお茶はまだ熱かったから、胃に下っていく時に、デリケートな食道に火傷やけどを負わせた。おかげでゆりかはお茶の一部を口から吐はき出しながら、その場でもがき苦しみ始めた。

「こっ、こらっ、狭せまいんだから暴れるなっ、ゆりかっ!!」

「だ、だっでぇっ、あづっ、あづづづづっ!!」

「あー、もー」

　孝太郎は強ごう引いんにゆりかを抱だき上あげると、六ろく畳じよ間うまを出てキッチンへ向かった。そこでゆりかに水を飲ませ、身体の中で熱いままのお茶を冷ますつもりなのだ。

「ぷは～………死ぬかと思いましたぁ～～」

　水を飲んだゆりかは一息ついたらしく、呑のん気きな声が六畳間に聞こえてくる。

「ゆりか………お前はどうしていつもそうなんだ？」

　だが続く孝太郎の声は嘆なげき節だ。

　ゆりかは緊きん急きゆう時じにはしっかりしている事もあるのだが、日常風景の中では常に失敗続きだった。孝太郎はそんなゆりかの将来が心配でならない。思わず説教が出てしまうのは、彼女が心配であればこそだった。

「そんな事言ってもぉ、今のはぁ、里さと見みさんのせいですよぉ？」

「なんで俺のせいなんだ？」

「里見さんがぁ、早く飲み込めって急せかすからですぅ。私のせいじゃないですぅ」

「お前のせいだっ！」

「あれぇ？　お姫ひめ様さまだっこ終わりですかぁ？　このまま戻りましょうよぉ～」

「自分で歩けっ！」

「きゃあぁあぁっ!?」

　ゴンッ

　孝太郎は不ふ機き嫌げんそうに六畳間へ戻ってくる。その後に両手で額を押さえたゆりかが続く。ゆりかは涙なみ目だめだった。

「………里見君」

「はい？」

　孝太郎が座布団に座ったのを見計らって、静香がしみじみと語りかける。

「お願いだから、この先もずっとゆりかちゃんの面めん倒どうを見てあげてね？」

「俺がっ!?」

「うん。多分、里見君以外じゃ、ゆりかちゃんの管理は出来ないと思うの」

「ずっと!?」

「うん。多分、里見君が見放したら、その時点でゆりかちゃんは路頭に迷うと思うの」

　静香は真しん剣けんだった。静香はこれまでゆりかを見てきてつくづく思ったのだ。

　危ない、と。

　ゆりかの生活はだらしない。時折、見かねた孝太郎が髪かみにブラシをかけている事すらあるレベルなのだ。生真面目で責任感の強い孝太郎が傍にいるから、辛かろうじてゆりかの生活は成り立っている。その孝太郎が見放したら途と端たんにゆりかの生活は破は綻たんするだろう。それに、ゆりかは異性に対して警けい戒かい心しんが薄うす過すぎる。こちらの意味でも孝太郎のフォローがなければ、あっさりと悪い男に引っ掛かってしまいそうで心配だった。

「そうですぅ。私にも生きる権利はありますぅ」

　ゆりかは孝太郎の隣となりに座って小刻みに首を縦に振る。

　実はゆりかにも薄うす々うす分かっている。孝太郎に見放されたら、すごくまずそうだ、と。

「お前が言うなっ！」

「素す直なおじゃないんだからぁ～、里見さんはぁ～～。本当は私の事が大好きなくせにぃ～、もぉ～～照れ屋さんなんだからぁ～～～」

「この野や郎ろう、本気で殴なぐられたいようだな？」

「無理無理。里見さんは優しいからぁ、女の子を殴るなんて絶対にぃ―――」

　ゴンッ

「………せ、生活を改めたいと思いますぅ。どっ、どうもすんませんでしたぁ～」

「分かればよろしい」

「あい。閣下、せんべいを食べて宜よろしいでしょうか」

「許可する、二等兵」

「ははぁっ、ありがたき幸せ」

「里見君………」

　あっさりとゆりかに言う事を聞かせた孝太郎を見て、静香は確信する。

　―――あれは私には出来ない………やっぱりゆりかちゃんは、里見君にしか頼めないわね………。

　孝太郎が将来誰だれと恋人同士になるにしても、ゆりかだけは傍に置いて貰もらえるようにしないと、大変な事になる。静香は自身を含ふくめゆりかを心配している者達たちの精神衛生を守る為に、いずれ孝太郎の恋人を説得しようと心に誓ちかうのだった。










　それからしばらくは緩ゆるやかに時間が流れていった。いつもの夕食の時間まではまだ幾らか余よ裕ゆうがあるので、お茶を飲みながらお喋りに興じたり、少女漫画を読んだり、テレビのニュースを見たりと、思い思いに時間を過ごしていた。

『孝太郎、さっきから何の本を読んでるの？　おべんきょ？』

　早苗はしばらく前から目的もなく、ただ孝太郎の背中にくっついていたのだが、くっついているだけでは退たい屈くつになり、孝太郎の手元を覗のぞき込んでいた。

「いや、これだ」

『月刊プロレスリングマガジン？　プロレスの本かぁ』

「まあな」

　早苗は霊れい能のう力りよくで孝太郎の手を操あやつって、次々とページをめくっていく。そうやってしばらく本の内容を眺ながめた後、早苗はあるページで手を止めた。

『ねえねえ孝太郎、あたし、この技わざやってみたい』

「サソリ固めか」

　早苗がやってみたいと思ったのは、プロレスの関かん節せつ技わざの一つ、サソリ固めだった。

　サソリ固めはうつぶせに寝ねかせた相手の足を掴み、身体を弓なりに反そらせる事で複数の関節を攻せめる技だった。素人しろうとでも比ひ較かく的てき簡単にかけられるので、プロレスを殆ど知らない早苗でもやりやすい技だった。

　ただしこの技を強くかけすぎると、かけられている側の呼吸が苦しくなるので、やりすぎには注意が必要だった。しかし早苗の場合はその心配はない。苦しそうにしていれば霊れい波はの変化ですぐにわかるからだ。

　こうした意味からも、サソリ固めは早苗のプロレス初体験には向いている技と言えるだろう。孝太郎はすぐに早苗に同意した。

「面おも白しろそうだ。やってみろ」

『うんっ！』

　孝太郎が頷うなずくと、早苗は嬉しそうに大きく頷いた。

『それじゃ孝太郎、寝て寝て』

「はいはい」

　早苗はにこにこと笑いながら畳たたみを示す。孝太郎はその場所にだらりと横になった。

『へへへ～』

　早苗は孝太郎の腰こしの辺りにまたがると、ちゃぶ台の上に置かれたプロレスの雑誌を覗き込む。そして両手を動かしながら、頭の中でどう技をかければいいのかを考え始めた。

「早苗ちゃん、里見君が息苦しそうにしてたらすぐに止やめるのよ？」

　格かく闘とう技ぎには詳くわしい静香が一応注意する。彼女もこの技の危険性は知っている。しばしば事故が起こることでも有名な技なのだった。

『あは、大だい丈じよう夫ぶだよ。孝太郎が苦しくなるほどやらないからっ』

　だが早苗には孝太郎を苦しめる意図はなかった。本当の事を言えば、くっついていられればそれでよかったのだ。

　最近、孝太郎を囲む人間関係に急激な変化が起こっていた。表面上は殆ど変わりないのだが、霊れい力りよくのレベルで見ると、ティアとルース、そしてキリハの発する霊波に大きな変動があった。彼女達の発する霊波は、常に孝太郎を優やさしく包つつみ込んでいる。早苗にはこの変化の理由までは分からなかったのだが、ティア達が孝太郎との絆を深めた事は想像がついた。そして早苗は、ティア達の事を羨うらやましいと思った。

　しかしそれは嫉しつ妬とではなく、早苗は自分だけが仲間外れの感じがして、寂さびしいと思っていたのだ。だからティア達が孝太郎と仲良くなったのと同じ分だけ、自分も孝太郎と仲良くなりたい。だからくっついて孝太郎の気を惹ひこう―――このプロレスごっこには、早苗のそんな可愛らしい意図が隠かくされていたのだ。

『いくよー、孝太郎ー』

「おう、ドンと来い」

『えいやっ』

　早苗は孝太郎の足を抱き抱かかえると、雑誌の真ま似ねをして引き上げた。すると孝太郎の身体がサソリの胴どう体たい、足がその尻しつ尾ぽのような格好になる。そうなっても、早苗の力は加減されていたので、孝太郎が息苦しくなるような事はなかった。

『どう？』

「背骨が伸びて気持ちがいい。でも………なーんか、ちょっと違うんじゃないか？」

　早苗はよく頑がん張ばっていたのだが、流石さすがに女の子で格闘技は素人。技をうまく把は握あくしておらず、かけ方が甘あまくなっていた。これには早苗が霊力だけで技をかけている事も影えい響きようしている。彼女の技への認にん識しきが、そのまま形になっている訳なので、慣れない技は上う手まく再現できないのだ。

「足をこう組み合わせてさ」

『こう？』

「そうじゃなくて、こっちだ」

『これでどお？』

「うーん………惜おしい所までは来ているんだけどな………」

　孝太郎は早苗に技のかけ方を教えてやろうとするのだが、技をかけられながら教えるのは難しい。背中越ごしになってしまうので、上手く伝えられないのだ。

「早苗、一いつ旦たん降りてくれ」

『うん』

　そこで孝太郎は一旦技わざを解いてもらい、早苗にきちんと説明してやる事にした。その方が早いと考えたのだ。

「ゆりかゆりか」

　孝太郎は近くにいたゆりかを手招きする。

「ふぁい？」

　するとゆりかは少女漫画を読む手を止めて目を上げた。せんべいを咥くわえているので、その返事はあいまいだった。

「ちょっと手伝ってくれ」

「なんれすくぁ？」

　少女漫画に集中していたゆりかなので、孝太郎と早苗の事情は知らない。彼女はせんべいを咥えたまま、孝太郎達たちの所まで這はい寄よってきた。

「ここにうつ伏ぶせで寝てくれ」

「ましゃかっ、えっちな事れすかっ!?　それも早苗ちゃんの前でぇっ!?」

「そんな訳ないだろ」

「らったらいいれすけろ………こうれすくぁ？」

「ああ、そんな感じ。ありがとう」

「はぁ………」

　よく分かっていないゆりかだったが、孝太郎の言葉に素直に従う。ゆりかはまっすぐに身体を伸のばして畳に横になった。この状態では特にやる事もないので、ゆりかは口に咥えたままのせんべいを呑気にかじり続けていた。

「ぐがっ!?」

　そんなゆりかを突とつ然ぜん激痛が襲おそう。そのあまりの痛さに口からせんべいが零こぼれ落おちる。意地汚きたないゆりかがせんべいを咥え直す余裕もなかった。

「だっ、なっ、なにがぁっ!?」

　ゆりかは完全に身動きが取れなくなっていた。両足の関節がロックされていてまるで動かず、その状態のまま足を抱え上げられてえび反りにされているので、上半身が畳に押おし付つけられて動く事が出来ない。両手は自由だったが、それらを懸けん命めいに振り回しても、ゆりかがこの状じよう況きようから解放される事はなかった。

「いたっ、いだっ、いだだだだだだっ！　さとみさっ、たすけっ、いぃだだだだだだぁっ！」

「早苗、こうだ」

『そっかぁ。こうなのかぁ』

　訳が分からないゆりかは反射的に孝太郎に助けを求めたが、その孝太郎こそが激痛の原因だった。おかげでちっとも痛みは緩まない。ゆりかは孝太郎が早苗に技を教える為の実験台に使われていたのだった。

『孝太郎、あたしもちょっとやってみたい』

「その前に、俺おれにくっついて技の感じを覚えとくといいぞ」

『そっか。そうだよねっ！　………えいやっ！』

「ぎぃゃああああぁああぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

「早苗、ちょっと加減しろ」

『そっか。ごめんね、ゆりか』

「………さっ、さとみしゃん………い、いくら私がトイレ掃そう除じをサボったからってぇっ、これはっ、なっ、ないんじゃないですかねぇっ？」

「早苗、やっぱり加減はいい」

『あい』

「ぎょわああぁあああぁぁぁぁぁあぁぁぁぁっ!!」

　早苗は勉強熱心な良い生徒だったが、良い生徒だっただけに、ゆりかがこの地じ獄ごくから解放されるまでにはしばらくの時間が必要だった。










　サソリ固めをきっちりと習得した後、早苗はそのまま孝太郎の身体のマッサージを始めた。早苗が孝太郎にサソリ固めをかけた時、背骨が伸びて気持ちいいと言っていたのを覚えていたのだ。

『孝太郎、こんなになるまで放っておいたら駄だ目めだよ。なんだか凄すごく気の巡めぐりが悪くなってる』

「分かった。次は気になったらすぐに言う」

『んっ、早苗ちゃんにお任せなのだっ！』

　早苗はいつもの通りに孝太郎の身体をマッサージする。ポルターガイストで大おお雑ざつ把ぱに筋肉を揉もみほぐしながら、霊能力で霊れい気きの巡りを改善していった。

　そうやってマッサージを受ける孝太郎の横に、同じように身体を横たえている人間が一人いた。

「ひどい………こんなのあんまりですぅ………」

　それは早苗のサソリ固めの練習台にさせられたゆりかだった。ゆりかはその瞳ひとみを涙で滲にじませながら、真横から孝太郎の顔を見つめている。先さき程ほどからゆりかはそうやって孝太郎に抗こう議ぎを続けていた。

「こんな事なら、えっちな事をされた方がぁ、まだマシですよぅ………」

　散々関節を攻められたゆりかは、胸から下に力が入らなくなっていた。孝太郎に抗議するには、こうして隣に横になっているしかないのだった。

「すまん、ゆりか。ちょっとやり過ぎた」

　孝太郎は反省していた。スポーツ好きの血が騒さわいで、思わず力が入ってしまった。そこにはゆりかを痛めつける意図はなかったので、素直に詫わびの言葉を口にしていた。

「謝あやまるぐらいなら最初からやらないで下さいよぉっ！」

　だが、それぐらいではゆりかの気は収まらない。ゆりかは口を尖とがらせて抗議を続けた。今のゆりかは先程までとは逆で立場が強かった。

「だって、お前にしか頼たのめんだろう、こんな事」

　孝太郎が『お前にしか』と言った瞬しゆん間かん、マッサージを続けていた早苗の両手に無意識に力が入る。だがその些さ細さいな変化に気付いた者はいない。孝太郎も、早苗自身も、その事には気付かなかった。

「頼んでないですぅっ！　いきなりでしたぁっ！」

「そうだったか？」

「そうですぅっ!!　それにぃ、どうして私なんですかぁっ!?　他にも人はいっぱいいるのにぃっ!!」

　ゆりかは唯ゆい一いつ元気な両りよう腕うでを振ふり回し、部屋にいる少女達を指し示した。

　部屋には最初からいたキリハと静香、そしてついさっき和室に戻ってきたティアとルースの姿があった。

　ゆりかがサソリ固めをかけられた時、ティアとルースは別の場所にいたのだが、普ふ段だんから孝太郎と殴り合いをしている印象が強いティアや、一いつ緒しよに戦せん闘とう訓練をしているルースは選せん択たく肢しとしては適切な筈はずだった。だからゆりか自身と合わせると、選択肢は五つあった事になる。その中から孝太郎はゆりかを選んだ。その理由をゆりかは知りたかった。

「だってほら、他はみんな女の子なんだぞ？」

　ゆりか以外の少女達を順番に見ていった孝太郎は、最終的にそう結論した。

　誰もが年とし頃ごろの女の子だった。話の流れから技をかけるならまだしも、わざわざ頼んで実験台にするのは気が引けた。

　特にティアとルース、キリハの三人は、孝太郎に明確な好意を向けている。そんな女の子達には、安易に技はかけられない。良くも悪くも、奇き妙みような空気になってしまいそうだったから。

「私だって女の子ですよぉっ!!」

　ゆりかは納なつ得とくがいかない。ゆりかだけ女の子じゃないと言われたも同然だったから。するとゆりかの言葉に反応して、これまで黙って聞いていた少女達が口を挟はさみ始めた。

「まぁ………里見君ならいいかな。わざと変なとこ触さわったりはしないだろうし」

「わらわは別に構わぬが。のう、ルース」

「はい。殿でん下かもわたくしも、いつもサトミ様と似たような事をしておりますし」

「我も構わんぞ。ここらで恩を売っておくのも悪くない」

　静香はこれまでの生活態度から孝太郎を信用していたし、格闘技は好きだった。残りの三人には孝太郎の要よう請せいを断る理由はない。むしろ積極的に手伝いたいくらいだった。

　そういう肯こう定てい的てきな四人だからこそ孝太郎は頼めなかった訳なのだが、その辺の感情の機き微びはゆりかには伝わらなかった。

「ほらぁっ、みんなだってああ言ってるじゃないですかぁっ!!　なのにどうして私なんですかぁっ!?」

「ゆりかはほら、何て言うんだ？」

　他の四人が駄目だったから、結果的に孝太郎はゆりかを選んだ。だがゆりかが言うように、確かに彼かの女じよ自身も女の子だった。だから孝太郎には、抵てい抗こうなくゆりかを選ぶ事が出来た理由がある筈だった。

「その辺の詳しよう細さいな説明を要求しますぅ！」

「おまえはその………」

　だが孝太郎には、その理由が思いつかなかった。

　ゆりかは表面上は駄目な女の子に見えるのだが、孝太郎にとって彼女は本当に重要な時には信しん頼らいできる女の子だった。実際、雪山で真ま希きが行方ゆくえ不明になった時がそうだった。だから孝太郎はゆりかの事を友達思いで、頑張る奴やつだと思っていた。

　それに孝太郎の見る限り、最近のゆりかはエンサイクロペディアの魔ま力りよくを自由自在に操れるようになってきている。やはりこだわりの魔ま法ほうとなると真剣さが違ちがうようで、その上達には目を見張るものがあった。この結果、ゆりかは能力的な意味においてもティアやキリハに追従し始めている。今のゆりかは決して無能な少女ではなかった。

　また、ゆりかは晴はる海みの友達としても色々と力になってくれている。相談に乗ったり、一緒に遊びに行ったり。晴海の口からゆりかの名前が出てくる度たびに、その表情は笑え顔がおに変わる。晴海にとって、ゆりかが重要な意味を持っている事は疑いなかった。

　そういった事が分かっているから、孝太郎にとってゆりかは決してどうでもいい人間ではなかった。そうでなければ、ゆりかの面倒をみたりはしないのだ。

　だから孝太郎はゆりかの事もきちんと女の子だと思っていて、本当なら気軽にプロレス技の実験台には出来ない筈だった。にもかかわらず、孝太郎はゆりかを選んでいる。こうやって改めて考えてみると、孝太郎自身にとってもこれは不思議な選せん択たくだった。

「………なんでだろうな？」

「それを私に訊きかないで下さいよぉぉぉぉっ!!」

　結論は出ない。だが確かに、孝太郎はゆりかになら頼んでもいいと考えている。だから孝太郎はこの時、自分にとってゆりかという女の子は、少し特とく殊しゆな存在であるらしいという事に気付き始めた。

　―――どういうことなんだろうな、これは………？

　孝太郎は首を傾かしげる。だが、自分の本心は見えて来ない。その解決には、もうしばらくの時間が必要だった。










「里見さんはぁ、根本的な所でぇ、私に対する愛情が欠けていますぅっ！」

「そんな事はないぞ。だから今夜の晩飯はただにしてやろうと思っている」

「ほんとですかぁっ!?　出会った頃ころから良い人だと思ってましたぁっ!!　そうですよねぇ～、里見さんは私の事が大好きですもんねぇ～」

「だからもうちょっとプロレスの練習に付き合ってくれ」

「いいですよぉ～～………って、いやですぅっ、ぜったいにいやですぅっ!!」

　怒おこり続けるゆりかと、そのゆりかに謝っている孝太郎。その声を聞いていたティアは、今夜のゲームに使うボードゲームの箱を開けながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「結局の所、今のコータローはゆりかに一番心を許しているのかもしれんの………」

　その呟きは小さかったが、すぐ隣に座すわっていたキリハの耳には届いていた。キリハは冷めかけのお茶を一口飲んでから、ティアの呟きに答えた。

「かもしれんな。我らに対するのに比べ、ゆりかに対しては驚おどろくほど無防備だ」

　そして同じくティアの横にいたルースが、キリハの言葉を継ついだ。

「サトミ様が誰かに何かを要求するのは、ユリカ様が相手の時だけですからね」

　ティアの感じていた事は、キリハやルースにも実感のある事だった。

　孝太郎は一度仲良くなった相手には等しく優しい。だがそれは一方的なものであって、孝太郎の方から何かを要求するような事は決してなかった。もちろんゴミを捨ててくれ、というような簡単な要求はある。だが、大きく踏ふみ込んだ要求は一つとしてなかった。ティアとキリハが知る限り、例外はただ一人。ゆりかだけが、孝太郎が踏み込んだ要求をする、ただ一人の人間だった。

　今日のようなプロレスの相手もそう。研修旅行の時にはスキーに付き合わせたりもしていた。その前には二人で徹てつ夜やで演劇の台本を書いていた事もあった。他にもそうした例は少なくない。孝太郎が何かを要求するのは、何な故ぜか決まってゆりかなのだった。

「………その理由を知りたいところだが………」

　キリハは軽く目を細め、寝ね転ころんだまま言い合いを続けている孝太郎達を眺める。

　自覚はないのだが、ゆりかはキリハが感じていた孝太郎の心の壁かべを突とつ破ぱしつつあった。だから今、ゆりかだけが特別な立場にある。完全に突破するのはもっと先の事だろうが、キリハはその理由を知りたいと思っていた。いずれはキリハ自身も突破しなければならない壁だったから。

　そんな時、孝太郎のマッサージを続けていた早苗の動きが止まった。

『………そういえば………』

　キリハ達の話は早苗にも聞こえていた。早苗が聞いているものは、音波よりも霊波が多い。だから強い気持ちの籠こもった声なら、囁ささやき声でも聞こえてくるのだ。

　―――孝太郎は、あたしに何かしてくれってお願いした事、ない………。

　早苗はキリハ達の話を聞いて初めて気が付いた。これまではずっと、孝太郎に甘えているばかりだったという事に。今やっているマッサージだって、孝太郎に甘えたくて自分から言い出した事だった。思い返してみれば、出会った頃からずっとそうだった。仲良くなった後は、孝太郎が早苗に踏み込んだお願いをした事など一度もなかった。孝太郎は甘える早苗を受け入れる事はあっても、求めはしなかったのだ。

　―――でも………ゆりかは違う………。どうして………？

　孝太郎がゆりかにプロレスの技をかけた時、そこにはまるで迷いはなく、ごく自然な行動だった。その事が示すのはある一つの事実だ。それは孝太郎が、ゆりかを求めている、という事だった。

　―――あたし………。

　無意識のうちに、早苗の霊力が高まる。それは孝太郎とのより強い結びつきを求めての事だ。もしこの時、霊力を見る事が出来る人間がこの場にいたら、膨ふくれ上あがった早苗の霊力が一〇六号室どころかころな荘そう全体を埋うめ尽つくしているのが見えただろう。それぐらいに深く、強く、純じゆん粋すいに、早苗は孝太郎の事を想おもっているのだった。

「じゃが、コータローがもっとも尊敬しておるのはわらわじゃ」

「強気だな、異星の姫ひめよ」

　悩なやむ早苗とは反対に、ティアは強気だった。ティアは箱の中からゲーム盤ばんを引っ張り出しながら、まるでどうという事でもないと言わんばかりに微ほほ笑えんでいた。

「当然じゃろう。わらわは神聖フォルトーゼ銀河皇国に連なる誇ほこり高たかき皇女じゃ。わらわが最高の皇族である限り、最高の騎き士しはわらわに従うじゃろう」

　今のティアは他人の良い所を羨まない。自分の良い所を伸ばして孝太郎を振り向かせるつもりでいる。ティアは孝太郎の心の壁を、ゆりかとは違う方法で突破しようとしていたのだ。

「それは道理だな」

　キリハはそんなティアの事を、素す直なおに凄いと感じていた。そしてキリハ自身もそうするべきだろうと考え始める。ゆりかやティアのやり方を真似るよりも、やはりキリハとキィのやり方で孝太郎を振り向かせるべきなのだ。

　―――少し、出で遅おくれているのかもしれんな………。

　キリハは小さく苦く笑しようする。ゆりかは自覚はないものの、孝太郎の心の壁を突破しつつある。ティアは自らの意思で孝太郎の心の壁に挑いどもうとしている。現状ではこの二人が先行していると言えるだろう。キリハには孝太郎を振り向かせる自信があったが、出遅れているのは事実。そしてこのまま遅おくれているのは癪しやくだった。

「みんな、何の話をしてるの？」

　そこへ静香がお盆ぼんを手に戻もどってくる。彼女は新しいお茶を淹いれる為ために、キッチンへ行っていたのだ。

「コータローとユリカは仲が良いという話をしていたのじゃ」

「やっぱりそう見えるわよねー。この間もマッケンジー君が言ってたもの。あの二人って付き合ってるのかって」

　静香はこの手のゴシップネタが大好きだった。だからティアとキリハの踏み込んだ話し合いはここで終わりになった。

「コータロー、サナエ、ユリカ、新しいお茶も入った事じゃし、食事の前にワンゲームしておかぬか？」

　ティアはちゃぶ台の上にゲーム盤を広げながら孝太郎達を呼ぶ。そうしながら、ティアは内心で自じ嘲ちよう気味に笑っていた。

　―――このゲームにも、もはやどれだけの意味があるのか………果たして遊び以上の意味があるのかどうか………。

　かつてティアはゲームによってこの一〇六号室を奪うばう筈だった。だが今、ティアにとってこうしてゲームをする事には、ゲームをする事そのもの以上の意味はなくなってしまっていた。極きよく端たんな話、ティアはゲームでポイントを全すべて失おうとも構わないのだ。

　ティアは、フォルトーゼの皇族として恥はじない行動を取る事が重要であって、勝つ事それ自体は重要ではないと悟さとった。そしてそういうティアであれば、きっと孝太郎は従ってくれる、そう信じている。

　だからティアが皇族の試練を果たす為には、必ずしもティア自身の勝利は必ひつ須すではなくなっていた。そしてティアは、むしろ孝太郎を勝たせた方が、理想的な試練の突破になるのではないかとすら考えていた。

　とはいえ、ティアは一度始めた戦いは最後までやり通すつもりだった。また、キリハの事情を思えば、今投げ出すのは得策ではない。だからゲームは続ける。それもまた、誇り高い皇族としての生き方なのだった。

「おう、分かった。いくぞ、早苗、ゆりか」

『うん………』

「里見さん、起こして下さい。まだ動けないですぅ」

「仕方のない奴だな………」

「里見さんのせいですからね？」

「分かってる分かってる」

　少女達たちの複雑な胸の内など知らぬげに、孝太郎は呑のん気きにゆりかを抱かかえてちゃぶ台にやってくる。

「座ってられるか？」

「壁に寄りかかりたいですぅ」

「壁からで届くか？」

「駒こまは里見さんが動かして下さいぃ」

「仕方ないなぁ………」

　孝太郎はゆりかを近くの壁にもたれさせると、自分はゆりかの近くになるようにまっすぐにちゃぶ台へ這い寄っていく。

「よし―――」

　始めようか。

　孝太郎がそう口にしようとした時だった。不意に孝太郎の視界が暗くなり、バランス感覚が失われる。

　―――なんだっ!?

　這っている時に訪おとずれた、突然の眩暈めまい。バランスを失った孝太郎は、そのまま畳たたみの上に倒たおれ伏ふした。

　ズサッ

「コータロー!?」

『どしたのっ!?』

「里見さんっ!?」

　突とつ然ぜん倒たおれた孝太郎に、少女達の驚きの声が重なる。だが幸いな事に、孝太郎の身体はすぐに元の調子を取り戻した。

「おやか―――あ………いえ、大だい丈じよう夫ぶですか、サトミ様？」

　ルースは目の前で倒れた孝太郎に手を差さし伸のべる。すると孝太郎はその手を掴つかんで身体を起こした。

「ありがとう、ルースさん。多分、ちょっとした立たち眩くらみだと思います。大した事はありません」

　そして孝太郎は心配そうにしている少女達に笑顔を向けた。

　本当はまだ少しだけ目が回っていたのだが、孝太郎の感覚からするとすぐに元に戻りそうな雰ふん囲い気きだった。だから孝太郎は、今も心配そうにしている少女達たちを大おお袈げ裟さだと感じていた。

「………孝太郎、そういう立ち眩みは多いのか？」

　特に心配そうにしていたのがキリハだった。キリハはいつになく真しん剣けんな眼まな差ざしで孝太郎を見つめている。

「立ち眩みなんて久しぶりだよ。多分、ずっと寝ねてたからだろ」

　孝太郎は特に心配していなかった。サソリ固めからマッサージまで、ずっと横になったままだった。そこから急に身体を起こしたせいで立ち眩みを起こしたに違いない、そんな風に軽く考えていたのだ。

「そんなに心配しなくて大丈夫だよ」

「そうか………だったらいいが………」

　孝太郎が笑顔で断じても、キリハは真剣な表情を崩くずさず、何かを考えていた。孝太郎はそれを不思議に思ったが、キリハには孝太郎の身を案じる正当な理由があったから、それ以上触ふれない事に決めた。わざわざ喋しやべらせるには、照てれ臭くさい話なのだ。

「あんまりびっくりさせないでよね、里見君」

「鍛きたえ方かたが足りないのじゃ。また特訓じゃな」

「鉄分が足りないのかもしれません。明日はレバーでも食べて頂きましょう」

「私レバー苦手ですぅ。でももったいないから、出てくれば食べますぅ」

『孝太郎、また後でマッサージしたげるよ』

　孝太郎の元気そうな様子に、一同の表情に安あん堵どが広がっていく。驚いた反動か、それまで複雑な表情をしていた早苗も笑顔を取り戻していた。

「びっくりさせて悪かったよ。さあ、そろそろゲームを始めよう。晩飯も控ひかえている事だしな？」

　こうして孝太郎達は普段と同じようにゲームを始めた。

　その姿はもはや侵しん略りやく者しや達たちの領地争いではなく、正月に親しん戚せきの家に集まった子供達が、みんなで遊んでいるようにしか見えなかった。







早苗の危機　三月十六日（火）







　この日のゲームは、途と中ちゆうで夕食を挟んで三回行われた。この三回の成績を総合すると、ゆりかとティアが同点で首位、それに孝こう太た郎ろうとキリハが続き、最下位が早さ苗なえという結果となった。

　この結果により、キリハが首位から陥かん落らくしてティアがトップに立った。孝太郎は三位の順位を守った。そしてゆりかは僅きん差さで早苗を上回り、最下位を脱だつした。

　だが孝太郎と早苗のポイントを平均した数字は未いまだにゆりかを上回る。早苗が負けているのは以前孝太郎にポイントを融ゆう通ずうした為なので、いずれ孝太郎が補ほ填てんする事を考えると、実質的にはゆりかは最下位のままだった。

「おお、おおおおおっ、ついにっ、ついに最下位を脱する時がぁっ！」

『良かったね、ゆりか』

　最下位になった早苗が、最下位を脱したゆりかを称しよう賛さんする。その行こう為い自体が一〇六号室の現状をよく表しているのだが、誰だれもそれを間ま違ちがっているとは思わない。おかしな事になったとは思っているが、誰もがそれでいいと感じていた。

「ありがとうございますぅっ、さなえちゃぁぁぁぁんっ!!」

　ゆりかはそんな早苗の手を取ってぶんぶんと上下に振ふる。本来は幽ゆう霊れいが怖こわいゆりかだが、最近はそれを忘れて触れている事が少なくなかった。二人は仲良しなのだ。

『孝太郎、ビリになった！』

　ひとしきりゆりかを讃たたえた後、早苗は孝太郎の所へ飛んでいった。そして孝太郎に向かって頭を差し出す。

『存分にはげましやがれ』

「残念だった残念だった」

　孝太郎は目の前にやってきた早苗の頭を撫なでながら、最下位になった彼女を慰なぐさめた。すると早苗は嬉うれしそうに目を細める。その顔を見た者は、そうして欲ほしくてわざと早苗は最下位になったのではないかと疑いたくなった。

『もっと溢あふれんばかりに愛情を込めて』

「いつも愛らしい早苗お嬢じよう様さま、お気持ちはお察し致いたします。お嬢様に元気になって頂く為に、この孝太郎、何でも致す所存です」

　よくあることなので孝太郎も慣れたもの。迷う事なく早苗の望む言葉を口にしながら、彼女の頭を撫で続けた。早苗は幽霊なので、言葉や物以上に、こうして霊れい体たいが接せつ触しよくしている状態を好む。孝太郎は、早苗が求めているものが撫でられる事であると、よく知っているのだった。

『んっ、くるしゅうない』

　ひとしきり撫でて貰もらって満足した早苗は、ティアの真ま似ねをして鷹おう揚ように頷うなずいた。

「もったいないお言葉です」

『んふふふ～』

　微笑んだ早苗は、孝太郎の背中側に回った。孝太郎には宿題があるので、ずっと撫でていて貰う訳にはいかない。宿題が済むまでは、いつものように背中にしがみついて待っているつもりだった。

『それじゃ、おべんきょしよ、孝太郎』

「おう。ゆりか、宿題するぞ。漫まん画がは中断だ」

「えええぇぇぇ～～～!?　もうちょっといいじゃないですかぁっ!!」

「お前はちょっとで済んだ試ためしがないだろう」

『信頼されてないね、ゆりか』

「私が始めるのはぁっ、里さと見みさんが全部解き終わった後でいいじゃないですかぁ～」

「さては丸写しするつもりだな、この野や郎ろうっ！」

「里見さんのを丸写しするとぉ、適度に間違ってて真しん実じつ味みがあるんですぅっ！」

『駄だ目めだこりゃ………』

　早苗は笑いながら孝太郎に抱だきつく力を強める。

　―――ずっとこんな日が続くのも悪くないな………。

　両親の帰りを待まち侘わびていた筈はずの少女は、いつしかそんな事を思うようになっていた。両親に会いたい気持ちは今も変わらない。だが、それと同じぐらい、今の生活を愛するようになった。そして一番愛しているのは、やはり腕うでの中にあるぬくもり。このぬくもりを感じていられるなら、両親と会えない寂さびしさは我が慢まんする事ができた。それは早苗にとって大きな希望となる想いだった。

　―――でも………あたしは、本当の家族にはなれないんだろうな………。

　早苗は右手の中を意識する。そこには『家内安全』と刺し繍しゆうされたお守りが握にぎられていた。このお守りは今も早苗を守ってくれている。それは孝太郎が早苗を大事にしてくれている証あかしだった。だが、早苗は孝太郎に守って貰うだけの現状に不満を感じ始めていた。お守りが早苗を守ってくれるように、早苗の方も孝太郎を守ってやりたかった。だが、それが出来るのは生身の人間なのだ。『家内安全』は家族を守るお守り。幽霊の早苗には、孝太郎の家族になる事も、子供を産んで家族を増やす事も出来ない。一方的に守られるだけの立場から、先へ進む事が出来ないのだ。

　幽霊の早苗が孝太郎の真の家族に成りうる方法は、成じよう仏ぶつして生まれ変わってくる他にはない。だが、早苗にはそれは選べない。孝太郎の傍そばを離はなれたくなかった。ずっとこのぬくもりを抱き、そして逆に包まれていたかったから。早苗はそんな袋ふくろ小こう路じで、身動きが取れなくなっていたのだ。

　だが、その袋小路の足場を揺ゆるがすような事態が突とつ然ぜんやってくる。

　ジッ、ジジジッ

『きゃあっ!?』

　それは電球が切れるような耳みみ障ざわりな音と共に起こった。早苗の両りよう腕うでが、突とつ然ぜん孝太郎の身体を擦すり抜ぬけたのだ。

　元々実体のない早苗だが、意識すれば相手の霊体は掴んでいられた。今もそうしていた筈なのに、早苗の両腕は孝太郎を通り抜けてしまっていた。

『なっ、なにぃ、これぇ!?』

　驚いた早苗が目を向けると、これまではっきりと形を保っていた両腕が、まるで水すい彩さい画がに水を垂らしたかのように輪りん郭かくをぼやけさせていた。そして時折、完全に消えてしまう。なお悪い事に、それが起こっていたのは両腕だけではなかった。早苗の身体全体が、同じように輪郭を失い始めていたのだ。

「どうしたっ!?」

　切せつ羽ぱ詰つまった早苗の悲鳴を耳にした孝太郎は、嫌いやな予感がして慌あわてて振り返った。すると孝太郎の目に輪郭の薄うすれた早苗の姿が飛びこんできた。

『孝太郎っ!!』

「なんだっ!?」

　この時の早苗の姿は孝太郎が見た事もない状態だった。早苗が姿を消す時はもっとはっきりと消える。こんな曖あい昧まいな姿の消し方はした事がなかった。また、この時にする意味のある行為でもなかった。

「どうしたんだ、その姿はっ!?」

　早苗の奇き妙みような姿を前にして、孝太郎は驚おどろいて説明を求めたが、当の早苗は不安そうに首を横に振るばかりだった。

『あたしにもわかんないっ！　どうしたんだろう、これっ………こんな事、これまで一度もなかったのにっ！』

　これは早苗にとっても初めての経験だった。それだけに早苗は強い恐きよう怖ふを感じていた。この先に何が起こるのかが分からない。早苗は得体の知れない恐怖を感じながら、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていた。

「早苗ちゃんっ!?」

「ルース、サナエはどうしたのじゃっ!?」

「分かりません！　サナエ様のお身体の事は、わたくし共の力が及およばない領域です！」

　静しず香かとティア、ルースの三人には驚く事しか出来なかった。彼かの女じよ達たちには幽霊の事は分からない。早苗の様子から何か問題が起きている事は分かっても、具体的な行動を起こす事は出来なかった。

「一体何が―――そうだっ！」

　だが孝太郎は辛かろうじて行動を起こす事が出来た。早苗自身に異常が起きていても、彼女が孝太郎の中に書き込んだ霊れい力りよくの回路は健在だった。だから孝太郎は霊れい視しの力を呼び覚まして、早苗の状態を把は握あくしようとした。

「これはっ!?」

　だが、早苗を霊視した孝太郎は更さらに驚かされる事となった。

　以前霊視した時は、早苗はその身体をまばゆい光で輝かがやかせていた。しかし今の早苗はそうではない。その輝きは大きく衰おとろえ、明るさは以前の半分もなかった。

　早苗を輝かせているのは、その身に抱えた莫ばく大だいな霊力が僅わずかに外部へと漏もれだした時に生じる光だ。これは仏教では後光、キリスト教では天使の光輪と言われるものだ。それが大きく減少しているという事は、早苗の身体を構成している霊力が大きく減少しているという事になる。早苗の霊力が弱っているから、漏れだす霊力も減少して、光が弱くなってしまったのだ。

　しかも光は輝きが半減しただけでなく、不定期に点てん滅めつを繰くり返している。早苗の身体を維い持じしているエネルギーが不安定になっている証しよう拠こだった。

　孝太郎は早苗の状じよう況きようを知る事が出来たが、やはりここで手て詰づまりとなった。孝太郎にもこの先はどうしようもない領域だった。

「孝太郎っ、どういう状況だっ!?」

　その先の手段を持っているのはキリハだった。

「早苗の霊力が半減してる！　それに妙みように不安定だ！」

「カラマッ、コラマッ!!」

　キリハは孝太郎から早苗の状態を聞くと、すぐさま二体の埴はに輪わを呼び出した。

『ハイだホー！』

『早苗ちゃんっ、今助けるホー！』

　普ふ段だんは姿を消して近くに控えている二体の埴輪達たち。彼かれらが孝太郎達に見えるようになった時には、既すでに早苗と向かい合うようにして宙に浮うかんでいた。

「カラマッ、霊子力スタビライザー！　領域拡大、クラスⅡで起動ッ！　制せい御ぎよは安定を最優先っ！」

『がってんっ！　霊子力スタビライザー起動！　動作モードクラスⅡ、領域拡大っ！　姐あねさん、警告だホ！　おいらの霊子力バッテリーではクラスⅡでの動作は二百三十八秒が限界だホ！』

「分かっているっ！　コラマッ！」

『ハイだホー！』

「霊子力バッテリーをカラマに直結！　基本制御以外のエネルギーを、全てカラマに回せっ！」

『出力の霊波パターンは早苗ちゃんにエミュレーションでいいホか!?』

「そうだっ、解かい析せきは済んでいる筈だ！」

『わかったホー！』

　キリハは二体の埴輪に命じて、早苗の身体を元の状態に戻もどそうとしていた。その方法はカラマを使って不安定になっている早苗の身体を安定させ、コラマの霊子力バッテリーから早苗に霊力を供給するというものだ。これは簡単な言い方をすると、風船に開いた穴を塞ふさいで、空気を詰つめ直なおす行為だった。

　―――後はっ！

　キリハは埴輪達の行動開始を待たず、次なる行動に出た。彼女はポケットから携けい帯たい電話を取り出して、何ど処こかへと連れん絡らくを取ろうとする。だが彼女が実際に連絡先にダイヤルする前に、彼女の携帯電話が小刻みに震ふるえ始めた。キリハが連絡しようとしていた相手から、先に電話がかかってきたのだ。

　ピッ

「キリハだっ！」

　キリハは素す早ばやく通話ボタンを押おし込むと、携帯電話を自身の顔に押し当あてる。

『姐さんっ！　キリハの姐さんっ！　おいらっすっ！　ハチッスッ！』

　耳に当てたスピーカーから聞こえて来たのは、昨年の夏に出で掛かけた海で早苗を誘ゆう拐かいしようとしたゴーストハンターのうちの一人の声だった。

　孝太郎達が早苗を彼らから取り戻した後、キリハは彼らから早苗の情報を買った。その延長で、彼らは今、キリハの部下として働いていた。

「異常は把握している!!　そちらの状況は!?」

『大変ッスッ！　あの子がっ、早苗ちゃんが死にかけてるっスッ！』

「霊力安定化装置はっ!?」

『今、アニキが設置しに行ったところッス！』

「そちらは任せる！　ただし、この電話は繋つないだままにしておけ！」

『ラジャーッス！』

　必要な情報を確かく認にんしたキリハは、厳しかった表情を更に厳しいものへと変える。

　―――間に合えばいいが………。

　キリハがあらかじめゴーストハンター達に持たせていた装置が正しく作動すれば、一時的にだが早苗は持ち直す筈だった。だが、その為ための時間を埴輪達が作り出せるかどうか。キリハはそこが不安だった。

『姐さんっ、霊子力スタビライザーの出力が安定したホ！　動作限界まで残り二百三十秒！　カウントダウンを続行するホ！』

　カラマがそう言ったのと同時に、早苗の身体がはっきりとした輪郭を取り戻した。カラマが胴どう体たいから放射し始めた黄色い光が、早苗の身体を安定させたのだ。

『カラマの霊子力スタビライザー経由で早苗ちゃんの霊体にバッテリーを接続したホ！　コンバーター安定動作中、これでしばらくは大丈夫だホ！』

　そして僅かだが早苗の身体が発する光が強くなる。それは普段に比べると弱い光だが、先さき程ほどのように不安定ではなく、一定の光量で輝き続けていた。

　簡単に言うと早苗はある程度持ち直した訳なのだが、彼女を見つめるキリハの表情は厳しいままだった。

「あと二百三十秒………少し、間に合わないかもしれんな………」

　キリハは頭の中でハンター達たちが装置を作動させるまでの所要時間を計算した。その時間とカラマのスタビライザーの作動限界までの時間を比ひ較かくすると、何十秒間か時間が不足していた。その何十秒間かを、早苗は先程までの不安定な状態で耐たえなければならない。出来ればやりたくない、危険な賭かけだった。

「キリハさん、一体どういう状況なんだ!?」

　キリハのこれまでの行動から、何かしらの情報を持っていると踏ふんだ孝太郎は、彼女に説明を求めた。霊視が出来る孝太郎には早苗が消えかけていたのが分かっていたから、黙だまってはいられなかった。

「早苗は霊力の供給量が減って、消えかけているのだ」

　キリハは唇くちびるを噛かみ締しめる。

　キリハはこうならないように準備を進めてきた筈だったのだが、残念ながら状況は彼女の想像を超こえて素早く推移していた。

「消えかけているだって!?」

　孝太郎の悪い予感は当たっていた。おかげでその表情が大きく歪ゆがむ。

『消えるってどういう事ぉっ!?　死んじゃうみたいな事ぉっ!?』

　消えかけていると知らされ、早苗が悲痛な表情でキリハに駆かけ寄よる。怖い目に遭あった直後なので、キリハの言葉には説得力があった。早苗は自分の危機を悟さとり、恐怖に震えていた。

「残念ながらそういう事になる。汝なんじの身体を安定させる為の霊力が不足している。このまま放置すれば汝は分解して、自然界の霊れい気きと同化するだろう」

　幽霊は霊力を何らかの力で一ヶか所しよに集めた存在だ。その力が消失すれば、拠より所どころのない霊力の塊かたまりとなる。その塊はすぐに拡散してしまうだろう。風船が割れた時の、中身の空気と同じだ。周囲の空気に拡散して、区別がつかなくなってしまうのだ。

『やだぁっ、あたしっ、消えたくないよぉっ！』

　自分の状況を理解した早苗は、これまで以上に強い恐怖に襲おそわれていた。その髪かみを振り乱みだし、両目いっぱいに涙なみだを溜ためていた。

『早苗ちゃん、大人しくしてるホー！』

『動いたり感情を乱したりすると、霊力の消費量があがるホー！』

　早苗が動くたびに、それに合わせて二体の埴輪も移動する。不安定になった早苗の身体を支えているのは、この二体の埴輪だった。

『そんな事言ったって、消えるって言われてじっとしてらんないよぉっ!!　どうしようっ、孝太郎っ!!』

　怖くなった早苗は孝太郎に飛び付く。幸い埴輪達のおかげで早苗の身体は安定していたので、孝太郎は彼女を抱き止めてやる事が出来た。

　―――早苗………。

　早苗は孝太郎の腕の中で震えていた。孝太郎はその震えを止めてやりたくて、早苗を強く抱き締める。

「キリハさん、何か方法はないのかっ!?　いきなり消えちまうなんて、あんまりだろうっ!?」

　早苗の危機はキリハのせいではない。だがそれが分かっていても、孝太郎の言葉は詰きつ問もんするように強くなってしまう。それだけ早苗の事が心配なのだ。

「今、その為に動いてくれている者達がいる。彼らに賭けるしかない」

　キリハは孝太郎に携帯電話を見せる。それで孝太郎には、先程キリハが電話していた相手が対策を講じてくれている事が伝わった。

「しかし少し時間が足りないかもしれない。確実に助かるとは言えない」

『孝太郎っ！』

　時間が足りない。そう聞かされ、早苗はきつく孝太郎にしがみついた。

　―――やだぁっ、孝太郎とお別れするなんてやだぁっ!!　絶対にやだぁっ!!

　早苗の内なる悲鳴は腕の力へ変わり、孝太郎に抱きつく力を更に強めていった。

　―――あったかいんだもんっ!!　ここにいるとあたしっ、幸せなんだもんっ!!　だからっ、だからぁぁっ!!

　そして彼女の右の拳こぶしにも力が入る。そこにはある小さなものが握られている。それは『家内安全』と刺繍されたお守りだった。

『ぎゅっとしてて孝太郎っ！　あたしが消えちゃわないようにぃっ！』

　それだけが今の早苗の望みだった。

　孝太郎と一いつ緒しよに居たい。

　出会ってからおよそ一年の時を経へて、孝太郎は早苗にとってかけがえのない存在へと昇しよう華かした。かつては何としても追い出そうとしていた敵だった筈なのに。

　今の早苗には、孝太郎抜ぬきの生活など想像もつかなかった。早苗が朝、目を覚ました時に、呑のん気きな寝ね顔がおの孝太郎が傍にいる。そうでなければ、誰におはようと言えばいいのかすら分からないのだ。

「時間が足りないって、具体的にどれぐらいなんだっ!?」

　孝太郎の腕にも力が入る。緊きん急きゆう事態だったから、それは早苗の声に反応しての事ではなかったかもしれない。しかし孝太郎にも早苗を失いたくない気持ちは強い。だから偶ぐう然ぜん、早苗の望みは叶かなえられた。だがそれは純じゆん粋すいな偶然ではない。双そう方ほうの気持ちが重なっていたからこそ起こった、必然の偶然なのだった。

　―――孝太郎………こーた、ろー………。

　早苗は孝太郎に身体を預ける。消えてしまうぐらいなら、このまま孝太郎に溶とけて、一つになりたい。この時早苗はそんな事を考えていた。

「一分か二分………いや、二分はかからない筈だ」

「二分弱………」

　そう聞かされた孝太郎は、右手を軽く握り締めると、自身の顔の近くへ持ってきた。

「………おやかたさま………」

　その動きだけで、ルースには孝太郎が何をしようとしているのかが伝わった。

　孝太郎は右手の手首にはまっている腕うで輪わでシグナルティンを呼び出して、早苗に必要な二分間を稼かせぐつもりなのだ。

　―――急いで殿でん下かをどこかへ連れ出さなくては………。

　孝太郎はティアにはシグナルティンを見せたくはない筈だった。しかし早苗が危険ならば、孝太郎は迷わずシグナルティンを喚よぶだろう。だとしたら、ルースが今すぐティアをどこかへ連れ出してやれば、一番望ましい状況になる筈だった。

「殿下、我々もやれるだけの事はやってみましょう」

「ルース？」

「一度『青あお騎き士し』に戻って、空間を安定させる種類の装置類をこちらへ運びましょう」

　これは大半がティアを連れ出す為の言葉であったが、シグナルティンでも駄目だった時に備えて、出来るだけの準備をしておく意味もあった。ルースも早苗の事を心配しているのは同じだった。

「よしっ、分かった！」

　ティアは即そく断だんする。ティアにとっても早苗は大切な友人だった。同時に六ろく畳じよう間まを争あらそうライバルでもあるのだが、だからこそ正面から打ち破るべき相手だった。皇族の戦いは、相手の病死や事故死で決着するような、無様なものであってはならないのだ。

「すぐに『青騎士』へ戻るぞ！」

　ティアは身を翻ひるがえして、六畳間の一番奥おくの壁かべへ向かう。そこを出入り口に設定した瞬しゆん間かん移動の装置を使って、宇宙戦せん艦かんの『青騎士』へ戻る為だった。

「はいっ、殿下っ！」

　ルースは頷きながら、孝太郎に視線で合図を送る。

　―――後は頼たのみます、おやかたさま………。

　孝太郎がそれに頷き返したのを見て、ルースはティアの後を追う。だが、そんな彼女達を呼び止めた者があった。

「待って下さいぃっ！」

　その声が六畳間に響ひびいた時、誰だれもが目を丸くした。それはこれまで黙って成り行きを見守っていたゆりかの声だった。

「何事じゃユリカッ!!　わらわ達は急いでおるのじゃ!!」

　呼び止められたティアは怒おこっていた。残り時間は四分もない。この時のティアは一刻も早く『青騎士』に戻りたくて仕方がなかった。

「話なら後で聞く！」

「あ、まっ、待って下さいっ！　話を―――」

「そんな暇ひまはないのじゃっ!!」

　ティアはゆりかの制止を振ふり切きって、そのまま『青騎士』へ戻ろうとする。

「待てっ、チューリップッ!!」

　だがここで孝太郎もティアを呼び止めた。

「ぐ、ぐみん!?」

　孝太郎が『チューリップ』と呼んだ事で、『青騎士』への出入り口に入りかけていたティアは反射的に振り向いた。

「信じろっ!!」

　孝太郎は短く、しかし断固とした意志を込め、ティアにそう告げた。

「あ、ああ………」

　その一言でティアの足が止まった。

　孝太郎があえてチューリップと呼んだ事には訳がある筈。そして直後の言葉に込められた強い意志の力。

　ティアはそれらから孝太郎の本気を感じ取り、足を止めたのだった。

「言ってくれゆりかっ、お前は何がしたいんだっ!?」

　今のゆりかは信じられる、孝太郎はそう確信していた。この時のゆりかの瞳ひとみは、雪山で真ま希きが行方ゆくえ不明になった時と同じだったから。

「さとみさん………」

　ゆりかは驚いていた。日ひ頃ごろ孝太郎は、ゆりかを信じず、雑に扱あつかう事が多い。そんな孝太郎がゆりかの味方をしてくれている事が信じられなかった。

　―――でも、これ………。

　真まっ直すぐに注がれる孝太郎の視線。ゆりかにはこの時の孝太郎の瞳に見覚えがあった。それは真希が雪山で姿を消した時と同じ瞳。一人で真希を追おうとしていたゆりかに、孝太郎が助力を申し出てくれた時と同じ瞳だった。

　―――何でか分からないけどっ、今の里見さんは、私を信じてくれてるっ!!

　ゆりかは今の自分が普段とは違ちがっている事に気付いていない。自身の成長を自覚している訳ではないのだ。だがそんなゆりかも、孝太郎が自分を信じてくれている事だけははっきりと感じ取っていた。

　だからゆりかは自信を持って行動する事が出来た。

　誰かが信しん頼らいして、期待してくれている。

　その実感は、普段はゆりかの中で眠ねむっている、勇気と自信を呼び醒さました。

「魔ま法ほうですっ!!　魔法を使ってっ、必要な二分間を稼ぐんですっ!!」

　ゆりかはきっぱりそう言い切った。

　きっと、一〇六号室にいる誰もが認めるだろう。

　今この瞬間、ゆりかは紛まぎれもなく魔法少女だった。










　ゆりかの提案は大きく見るとキリハの行動と同じものだった。外部から早苗の霊れい体たいを安定させ、並行してエネルギーを供給するというものだ。それを魔法によって行うという点だけがキリハとは違う部分だった。

「それでゆりかっ、俺おれ達たちはどうすればいいっ!?」

「早苗ちゃんを囲むように立って下さいっ!!」

　魔法少女の衣装を身に着けたゆりかは、両手で大きな杖つえを構え、その先せん端たんを早苗に向けた。構えている杖はエンサイクロペディア。元から使っていたエンジェルハイロゥは真希と戦った時のように衣装と融ゆう合ごうし、背中の翼つばさを始めとする多くの装そう飾しよくへ変化していた。

「それで皆みなさんの霊力をそのまま早苗ちゃんに移しますっ!!」

「そんな事が出来るのかっ!?」

「やった事はありませんけどっ、出来る筈はずですっ!!」

　ゆりかの考えは、埴輪の力が切れるのと同時に魔法を起動して、二分間早苗の身体を維持するというものだ。早苗の身体を維持するにはエネルギーが必要なので、早苗を除く六人の身体から少しずつ供給する。エンサイクロペディアの魔法で早苗の霊体を安定させながら、ゆりかの魔法で霊力を供給する。新しい杖を得た事で、同時に一つ余分に魔法が使えるゆりかだから出来る大おお技わざだった。

　だが、大技ゆえに微び細さいなコントロールが必要になる複雑な魔法でもあった。発動には通常より長い時間を必要とする。ティアとルースを止めたのはそれが理由で、二人が『青騎士』から戻るのを待ってからでは間に合わないのだ。かといって二人を抜ぬきでやろうとすると、霊力の供給源が六人から四人に減り、一人当たりの負担が五割増しになる。霊力を移動する魔法は吸きゆう血けつ鬼きが使うエナジードレインに近い代しろ物ものなので、ゆりかとしてはあまり無む茶ちやはしたくなかった。
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　ゆりかがこうした大きな魔法を使う事に対して、孝太郎達たちは違い和わ感かんを感じていない。エンサイクロペディアは日常的に使われているので、それが振るわれる事に対して別段の特とく殊しゆ性せいを感じないのだ。また、ゆりかが魔法の杖の扱いに熟達している事も誰もが知る所だった。最近はゆりかに野の良ら猫ねこを魔法で追おい払はらわせに行かせると、個別の猫ねこに合わせて、超ちよう音おん波ぱの性質をコントロールできる域に達していたのだ。

　だが実際は、ゆりかはエンサイクロペディアの扱いが上達した訳ではない。ゆりかは最初からその力を最大限に引き出している。孝太郎達が上達したと感じるのは、ゆりかがエンサイクロペディアを使っていると偽いつわって、少しずつ自分自身で高位の魔法を使うようになっていたからだ。それをひたすら積み重ねた結果、今のゆりかは孝太郎達の前であっても、全力で魔法を使う事ができるようになっていた。

　コスプレの筈の魔法少女が、本当に強力な魔法を使っている。誰もが思いもよらない現実が、そこで展開していた。だがたとえコスプレであろうとも、全すべての者がゆりかの事を信用しているから、彼かの女じよの魔法に全てを賭けた。ゆりかがコスプレか本物かなど、もはや意味のない議論だった。ゆりかの勇気と魔法は本物だと、誰もが知っているのだから。

「分かった！　始めるぞっ！」

「はいっ！　プレキャスト・エナジーコンバーター―――」

　ゆりかは早さつ速そく魔ま法ほうの詠えい唱しようを開始する。その声を聞きながら、孝太郎は胸むな元もとの早苗に囁ささやきかけた。早苗を部屋の中央に一人で立たせ、残る面々でその周りを囲む必要がある。このまま孝太郎が抱だいていては都合が悪かった。

「早苗」

『でも………』

　だが不安で仕方がない早苗は、孝太郎から離はなれようとしなかった。逆に孝太郎に身体を寄せ、孝太郎の服を握にぎり締めてしまう。

「心配ない。今のゆりかは信じて大だい丈じよう夫ぶだ」

『本当に？』

「ああ。俺おれの宝物のバットを賭けてもいい」

『………。うん、分かった』

　孝太郎が一番大事にしているバットは、打だ撃げきの神様と言われた選手が使っていたもの。早苗は孝太郎がどれだけそのバットを大事にしているのかを知っていたので、孝太郎の言葉を信じる事に決めた。彼女は孝太郎から離れ、一人で部屋の中央に浮かぶ。そのすぐ後に、残る六人が早苗の周りを囲んだ。

「ゆりかっ、よいぞ！」

「頼みます、ユリカ様っ！」

「はいっ！」

　ティアとルースの言葉に、ゆりかはいつになく真しん剣けんな表情で頷うなずいた。そしてゆりかは更さらに詠唱を続けていった。

　―――メインの魔法はトランスファーソウルエナジー。これに発動遅ち延えん、対象人数を六倍拡大、更には効果時間を二分に延長、全部で三つの強化を施ほどこして詠唱する。そして先行して詠唱したエナジーコンバーターで六つの霊れい力りよくの波長を早苗ちゃんに合わせて調整しながら、杖の魔法を発動して早苗ちゃんの身体の綻ほころびを修正して安定させる。詠唱時間を延長して発動に必要な魔ま力りよくの消費量を抑おさえ込んでも、一回が限度………本当に私にやれるのかな？

　頭の中で手順を整理してみると、それがどんなに困難な魔法であるのかが分かってくる。するといつものマイナス思考が顔を出し、ゆりかは不安になってしまった。

「弱気になるなっ、お前ならやれるっ！」

　ゆりかの顔に生じた不安に気付き、孝太郎が彼女を励はげます。

「は、はいっ！」

　するとゆりかの表情に先程までの鋭するどい表情が戻ってくる。そんな二人の様子を見た静香は呆あつ気けに取られていた。

　―――流石さすがは里見君ね………。良くも悪くも、ゆりかちゃんの事はよく分かってるのね………。

　誰も気付かなかったゆりかの変化に、孝太郎は気付いていた。そしてゆりかは孝太郎の一言であっさりと自信を取とり戻もどした。今の二人のやりとりからは強固な信頼関係が感じられる。普ふ段だんの二人が嘘うそのようだった。

　結局のところ、普段の二人の雑な関係は表面的なものでしかなかったという事になるだろう。心の深いところでは、二人の間には明確な信頼関係がある。その事に気付いた静香は、ゆりかの保護者はやはり孝太郎以外にありえないだろうと再さい認にん識しきした。

「ねぇ、里見君」

　静香はそのあたりの事を孝太郎に訊きいてみたくなった。

「なんですか、大家さん」

「………やっぱり後にするわ。タイミングが悪いから」

　だが結局静香は尋たずねるのを止やめた。ゴシップ好きの彼女も、今がどういう時かはわきまえている。早苗の運命がかかったこのタイミングで、本当はゆりかが好きなんだろうとは訊けなかった。

「そうですか？」

　孝太郎は静香の様子を奇き妙みように思ったが、すぐに彼女の事は頭の片かた隅すみに追いやった。静香自身が言うように、そんな事を考えている場合ではないのだ。

「そろそろカラマとコラマの作動限界だ！　残り十五秒！」

「始めてくれっ、ゆりかっ！」

「はいっ！」

　孝太郎の言葉に大きく頷いたゆりかは、最後にもう一度杖つえを握り直した。そして彼女は高らかに宣言する。

「お願いっ、エンサイクロペディアッ！　発動遅延解除っ！　リコール・プレキャスト・エナジーコンバーター！」

　その瞬間、ゆりかは三つの魔法を発動させた。

　最初に発動したのは彼女の杖、エンサイクロペディアによる魔法だった。エンサイクロペディアには、使い手の意思を感じ取って、独力で魔法を発動させる力がある。ゆりかはこの杖に、必要な三つの魔法の中で、一番簡単な魔法を任せた。それは不安定になった早苗の身体を安定させる魔法だ。この魔法は回復魔法のカテゴリーに含ふくまれているので、杖から迸ほとばしったのは青い光。この光は早苗を取り囲み、カラマのスタビライザーに代わってその身体の綻びを癒いやしていった。

　次に発動したのは孝太郎達から霊力を奪うばい取り、早苗に供給する魔法だった。タイミングを合わせる為ために発動を遅おくらせていたこの魔法は、エンサイクロペディアの魔法と同時に機能し始めた。

　ゆりかが放った紫むらさき色いろの光が、孝太郎達を包つつみ込む。その途と端たん、孝太郎達は身体に強い衝しよう撃げきを受け、全身から力が抜けていくのを感じた。そして同時に、息苦しさと全身を刺さすような痛みに襲われる。

「うぐっ!?」

「きゃあっ!?」

「こっ、これか………霊力を奪う魔法ってのは………」

　それは鞭むちで打たれながら、限界ぎりぎりのマラソンを続けるような感覚だった。全身が重くなり、立っているだけで辛つらい。いくら呼吸しても息苦しさはなくならず、全身の痛みは治まらない。霊力を奪うという事は、生命の力そのものを抜き出すに等しい行こう為いだ。襲い来る激痛と倦けん怠たい感かんは、生命の危険を訴うつたえるものなのだった。

　―――なるほど、ティアとルースさんが必要な訳だ………。

　もしティアとルースがおらず、この負担が五割増しになっていたら、孝太郎達は今いま頃ごろ立っていられなかっただろう。それが二分続くのだから、その負担は計り知れない。孝太郎は重い身体を何とか支えながら、ゆりかが正しかった事を実感していた。

「く、うぅぅぅっ、意識の手た綱づなをっ、しっかり持ってっ！」

　そしてこの時、一番の苦境にあったのは術者のゆりかだった。ゆりかは全員の負担の軽減を優先した為、自分からも霊力を奪っていた。元々莫ばく大だいな霊力を持つ早苗だから、不足する霊力を六人で均等に負担しても、後こう遺い症しようが出るかどうかの瀬せ戸と際ぎわ。ゆりかを除外して他の者達たちへの負担を増やす訳にはいかなかった。だから彼女はその苦痛に苛さいなまれながら、三つ目の魔法のコントロールをしなければならなかった。

　ゆりかが放った三つ目の魔法は、二つ目の魔法で取り出した六人の霊力を、一つにまとめるものだった。霊力は一人一人で波長が違う。それを早苗と同じ波長に合わせてやらなければ、早苗が受け取って利用する事が出来ない。だから三つ目の魔法で六人分の波長を同時に調整しなければならなかった。

　魔法そのものの難易度は二つ目の魔法の方が上なのだが、霊力を奪われながら六つ同時に微細なコントロールをしなければならない。結果的にこの魔法が一番難しかった。

「ゆりかふぁいおー、ゆ、りか、ふぁいっ、おー！」

　ゆりかは自分を鼓こ舞ぶしながら、懸けん命めいに魔法のコントロールに集中する。ゆりかが少しでも集中を乱せば、霊力の波長が乱れ、互たがいに打ち消し合い、早苗に注がれる事なく霧む散さんしてしまう。今が一番重要な時だった。

「頼むぞゆりか………今はお前だけが頼たよりだ………」

　孝太郎は祈いのるしかない自分がもどかしかった。

　シグナルティンでゆりかを手伝う事も考えたが、孝太郎にはフォルトーゼでアライアがやっていた程ほどには剣けんの魔力を上う手まく操あやつる事ができない。だから微細なコントロールが必要なこの局面では、上手く手伝う自信がなかった。

　キィの悪夢や、真希の怪け我がの時のように、魔法のコントロールを完全に剣任せにしてしまう手はある。だがそれで成功するかどうかは分からない。命がかかっているのだから、強ごう引いんな手法は最後にすべきだった。

　結果的に今の段階では孝太郎には手が出せなかった。そしてゆりかが成功するように、剣の力を使わずに済むように、祈るしかないのだった。

「ぜったいっ、さなえちゃんっ、を、たすけ、るん、だからっ」

　ゆりかは苦痛で乱れかける精神を必死に集中させ、魔法を維い持じし続ける。

　十秒、二十秒、三十秒。

　それは普段みんなで笑い合っている時なら、あっという間に過ぎていく時間だった。だが今は、その時間がなかなか進んでくれない。たった二分間がこれほど長く感じられたのは、ゆりかにとって生まれて初めての経験だった。

「ナナさん、みたい、なっ、すっごいっ、魔法、しょう、じょにぃっ、なるんだからぁっ！」

　しかしゆりかは折れない。激しい苦痛の中にあっても、鉄のように固い意志の力で魔法を支え続けた。

　恐おそらく一年前のゆりかであれば無理だっただろう。ナナと別れ、一人きりになったゆりか。当時はダークネスレインボゥの刺し客かくから逃にげ回まわるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。魔法の才能はともかく、ゆりかは根本的に争いや危険とは相あい性しようの悪い性格だったのだ。

　だが、一〇六号室へやってきてからの一年で、ゆりかは大きく成長した。孝太郎や他の侵しん略りやく者しやの少女達との出会い、その後の生活、何度となく繰くり返かえされた戦い。そうした日々の中で、ゆりかは鍛きたえ上あげられた。

　そしてそれ以上に、今のゆりかは孤こ独どくではない。

　孝太郎と一緒に吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうを卒業したい。早苗と一緒に魔法少女のアニメを最後まで見たい。ティアがほったらかしにしているゲームソフトを先へ進めて、洞どう窟くつの中に転がっている『ゆりか』『ゆりかＡ』『ゆりかＢ』の死体を回収したい。キリハの料理は、まだその全てを堪たん能のうした訳ではない。静香から借りた漫まん画がだってまだ読んでいる途と中ちゆう。晴はる海みの恋こいも何とか成じよう就じゆさせなければならない。

「私は、あっ、あいと、ゆうきの、プリンセスッ、レインボーゆりかですぅぅぅぅぅぅぅっ!!」

　今のゆりかにはやりたい事も、大好きな人も沢たく山さんあった。だからたとえ苦手な状じよう況きようであろうとも、その為になら頑がん張ばれた。彼女はこの一年で愛と希望を学び、困難から逃げない勇気を手にしていたのだ。

『ゆりか………あんた………』

　早苗はゆりかの様子を見守りながら、彼女に対する評価を大きく改めていた。それはこの場にいる誰もがそうだったに違いない。誰もがゆりかがここまで頑張れるとは思っていなかった。例外は一人だけ。孝太郎だけが、初めからゆりかにはそれが出来ると信じていたのだ。

「そうだ………お前ならやれる………やれる奴やつなんだ！」

　目標の二分まで、残り一分を切った。ゆりかは息も絶え絶えという状況だったが、孝太郎は今のゆりかならきっとやり遂とげると確信していた。そして実際、今のゆりかならやり遂げた筈だった。

　だが、ここで思いがけない事が起こった。

　キキキキィィィィッ、ズドォンッ

　ころな荘そうの近くで、交通事故が発生した。しかし事故といっても、トラックが曲がりそこねてブロック塀べいを破は壊かいしただけで、実際に人間に被ひ害がいが出た訳ではなかった。

「………あっ!?」

　だが、その事故でゆりかは集中を乱してしまった。

　事故の音に驚おどろいたという事もあるのだが、ゆりかはこの事故で被ひ害がい者しやが出ていないかどうかを考えてしまったのだ。

　ゆりかが人の命を大切に思っていなかったなら、事故の音にだけ耐たえればよかった。それならばゆりかもきっと耐え切っただろう。今のゆりかは、昔よりもずっと度胸があるのだ。だがゆりかは人を思いやってしまったから、事故の驚きとその思いとで、魔法への集中を途と切ぎれさせてしまった。つまりゆりかが正しく魔法少女としての資質を備えていたからこそ、起こってしまった悲劇だった。

「いけないっ!?」

　ゆりかの集中が解けたおかげで、一つの波長に調整されていた六つの霊力が、元の波長を取り戻し始めていた。波長の違う波を重ね合わせれば、互いに打ち消し合ってしまい、その力は大きく損そこなわれる。六つの霊力もその状態になっていて、おかげで単純に六倍の力にはならず、合計の三分の一程度にまで力が落ち込んでしまっていた。

　ジッ、ジジジジッ

『ま、またっ!?』

　早苗の身体が色しき彩さいを失っていく。他の魔法で霊体の綻びは修復されていたので、その姿が乱れる事はなかったが、少しずつ色が薄うすれ始めていた。早苗の霊力の消費量は、波長が乱れた霊力では支え切れないのだ。

　―――どうしたらっ!?

　ゆりかは現状を立て直すべく、必死に頭を巡めぐらせる。

　乱れた魔法を立て直すにしても、六つの霊力を再調整するのは時間がかかる。かといって今のままの三分の一の霊力では早苗を支え切れない。今すぐに、せめて今の倍の霊力が得られれば、早苗が消える前に二分が過ぎてくれる可能性が高かった。だが、どうやればそれが成し得るのか。ゆりかには一つしか思い付かなかった。そしてそれは、非常に危険な賭かけでもあった。

「里見さんっ、もうこれしかないんですっ！　力を貸してぇぇぇっ！」

　そしてこの状況において、ゆりかが頼ったのはやはり孝太郎だった。ゆりかは両手で構えている杖の先を孝太郎へ向けた。

「ゆりかっ!?　ぐああぁぁぁぁっ!!」

　するとその直後、孝太郎に対する負ふ荷かが急激に増大する。これまでに倍する衝撃と苦痛が、孝太郎に襲おそいかかっていた。奪い取られる霊力の量が倍増したのだ。

「ご、めんっ、さとみさっ、ほかにっ、ほうほうっ、なくってっ！」

　ゆりかもそうだった。ゆりかもこれまでに倍する苦痛をその身に受けながら、懸命に早苗の存在を支え続けていた。

　六つの霊力を即そく時じで再統一するのは難しい。だったら早苗の霊力との親和性が高い孝太郎と、自分自身ゆえにコントロールしやすいゆりかに絞しぼって早苗に投入しよう―――ゆりかはそう考えた。

　もちろん個々の負担を増やさなければならないが、この方法ならすぐに霊力の供給量を当初の三分の二まで引き上げる事ができる。非常に危険な行為だが、ゆりかはこの方法に全てを賭けたのだ。

『ゆりかぁっ、孝太郎ぉっ!!』

　仲良しの二人が自分の為に苦しんでいる。そんな姿は見ていられなかった。早苗はぎゅっと目を瞑つぶり、ただこの時間が早く過ぎるようにと、みんな無事で済むようにと、祈るしかなかった。

「すみ、ませっ………ぐうぅぅぅっ、うぅぅぅぅぅっ………」

　ゆりかが気にしていたのは、孝太郎の許可なく実行してしまった事、そしてそれについてまともに詫わびている余よ裕ゆうがないという事だった。今のゆりかは意識を支えながら魔法を維持しているだけで精一杯だった。額には汗あせが滲にじみ、喉のどはカラカラ。もはや立っていられず、その場に座すわり込んでしまっていた。限界はとうに超こえている。ゆりかは魔法を維持していたが、いつ意識を失ってもおかしくない状況にあった。

「………か、かまうなゆりかぁっ！　お前は、たっ、ただしいっ！」

　そんなゆりかを励まそうと、孝太郎は声を張り上げる。

「お前はっ、頑張れる奴だっ！　ひ、とをっ、救える、奴だっ！　普段がっ、どうかなんてっ、かっ、関係ないっ！　お前は、お前は立派な魔法少女なんだからなぁっ！」

　霊れい波はを同調させているから、ゆりかと孝太郎は半ば魂たましいが繋つながった状態にあった。特に今は他の四人を切り離してしまったから、思考のノイズがなくなって孝太郎の気持ちがダイレクトに伝わってくる。

　―――里見さんが………私を信じている………。

　孝太郎の言葉が耳を叩たたくだけでなく、そこに込められた意思がゆりかの魂を直接叩いていた。ゆりかの勝利を確信する明確な信しん頼らい。孝太郎とゆりかと早苗の三人で、呑のん気きにお喋しやべりをしている将来像。孝太郎の思おもい描えがく未来では、ゆりかは相変わらず失敗続きだ。しかし今のゆりかは、その失敗の中にこそ、還かえっていきたいと願うのだ。

　そして、願いは人の力になる。

「うわぁぁぁああああぁああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　願いより顕あらわれた絶ぜつ叫きようと共に、ゆりかの魔力が爆ばく発はつ的てきに増大する。魔ま法ほうの才能のない人間でも、その身体から放出される魔力が輝かがやいて見えるほどに。

　もし、この時のゆりかが誰だれかと戦っていたなら。ゆりかはきっと、それがどんなに強い相手であろうとも勝ったに違ちがいない。それほどまでに、この時のゆりかが発揮した力は凄すさまじいものだった。










　あと数秒で二分が経過するという時になって、ようやくキリハが耳に当てていた携けい帯たい電話からハンターの声が飛び出してきた。

『姐あねさんっ！　アニキから連れん絡らくがありましたっ！　設置完かん了りようっ！』

「よくやってくれたっ!!」

　日ひ頃ごろ冷静なキリハが、この時ばかりは握りこぶしを作って喜びを露あらわにする。

『身体が!?』

　それと同時に、大分薄れていた早苗の身体が一気に普段の姿を取り戻す。その姿は薄れたり乱れたりしておらず、誰の目にも鮮あざやかだった。

「ゆりかっ、もういいっ！　間に合ったんだっ！」

　キリハと早苗の様子から成功を悟さとった孝太郎は、未いまだに早苗に向かって魔法の杖つえを構えたままのゆりかに、その事を伝えてやった。

「………あ、うあ………」

　間に合った、その言葉が耳に届いた瞬しゆん間かん、ゆりかの緊きん張ちようの糸が切れた。同時に魔法は全て解除され、ゆりかは杖の重みで前ぜん傾けい姿勢となり、そのまま畳たたみへと倒たおれ込んでいく。全てを出し尽つくしたゆりかには、もはや傾かたむく身体を立て直す力はなかった。

　ドサッ

　ゆりかは普段と同じような格好で、顔から畳へと倒れた。

「ゆりかっ！」

　それを見た孝太郎は自分も疲つかれ果はてている事を忘れて、倒れたゆりかに飛び付いた。

「しっかりせいっ、ユリカッ！」

「ユリカ様っ！」

「ゆりかちゃんっ！」

　ティアやルース、静香も続く。キリハは未だ電話を続けていたが、その目だけはゆりかを心配そうに見つめていた。

『孝太郎っ、ゆりかはっ、ゆりかは大丈夫なのっ!?』

　そして一番ゆりかを心配していたのは、当事者の早苗だった。最近ゆりかとは特に仲が良かったし、ゆりかが早苗の為に頑張ってくれた事は明らか。それだけに、早苗は倒れてしまったゆりかの容体が心配だった。

「ちょっと待て………」

　孝太郎は早苗を制止すると、ゆりかの状態を確かく認にんする。呼吸を調べ、脈を計り、顔色を確かめる。最後に霊力の状態を確認した後、孝太郎は大きく頷いた。

「大丈夫だ。少し顔を打ったようだが、気絶しているだけらしい」

『よかったぁ………』

　ゆりかが転んで顔を打った。いつもなら誰もが呆あきれる所だが、この時ばかりは違った。誰もが安あん堵どし、笑え顔がおを浮うかべていた。

「まったく………最後の最後に顔を打つとは、実にユリカらしいのう………」

「普段のユリカ様からは想像もつかない頑張りでございましたね」

「ゆりかちゃん、顔に跡あとが残らないといいけど………」

　彼かの女じよ達たちの笑顔は全すべてゆりかを称しよう賛さんするもので、誰もがこの時のゆりかを高く評価していた。だからもしゆりかに意識があったら、きっと目を丸くして驚いたに違いなかった。

『孝太郎もありがとね？』

「目を覚ましたら、ゆりかにもちゃんと言ってやるんだぞ？」

『うん』

　孝太郎の腕うでの中のゆりかを覗のぞき込むようにしながら、早苗は微ほほ笑えむ。そしてこの時になってようやく、早苗は自分の事に意識が回るようになった。

『はぁ………一時はどうなるかと思ったけど………』

　早苗は一度自分の両りよう腕うでを見てから、視線を下ろして自分の身体や足を眺ながめる。

　早苗の身体は普段通りの外見を取り戻しており、先さき程ほどまでの異変の名な残ごりはどこにもなかった。

「よかったな、早苗」

　孝太郎も肩かたの力を抜ぬく。とりあえずの危機を脱だつし、孝太郎もまた安堵していた。

『うんっ！』

　早苗は元気に頷うなずくと、いつものように孝太郎の背中にしがみつく。そして孝太郎の肩の所から顔を出し、意識のないゆりかの顔を覗き込んだ。あとはゆりかが目を覚ませば全て元通りになる。眠ねむるゆりかを見つめる早苗の表情は明るかった。

「孝太郎」

　だがこの時、キリハ一人だけは厳しい表情を崩くずさなかった。彼女は携帯電話をしまい込むと、孝太郎の肩に触ふれた。

「どうしたんだ、キリハさん？」

「ホッとしている所を申し訳ないが、まだ終わっていない。早苗は一時的に持ち直しただけで、根本的な問題はまだ解決していないのだ」

「なんだって!?」

　キリハのその一言で、孝太郎は表情を変えた。今の孝太郎はキリハが信頼できる事を知っている。そんな彼女の発した真しん剣けんな言葉は、孝太郎に緊張感を取り戻させるのに十分な力を持っていた。

『うそぉっ!?』

　そして孝太郎が信じる事は早苗も信じる。早苗は孝太郎の背中から身を乗り出すようにしてキリハを見つめていた。

「それはどういう―――いや、待てよ？」

　孝太郎は反射的に訊きき返しかけたが、その途中である事に気付いた。

「そういえば………」

　早苗の身体が消えかけてからのキリハは、その行動がいちいち的確で、まるでこうなる事を初めから知っていたかのようだった。そして彼女が携帯で連絡を取っていた相手。その相手の行動が早苗を救ったらしい事は分かるのだが、これもまた奇妙だった。電話の相手はこの場所に姿を見せた訳ではなかったから。

「キリハさん、君は一体何を知っている？　それに早苗はどういう状態にあるんだ？」

　結局孝太郎はキリハにそう尋たずねた。早苗は話を孝太郎に任せていたが、自分自身の事なので、孝太郎に抱だきつく力が自然と強くなっていた。

「それを説明するには長い時間が必要になる。だが我らにはそんな時間はないし、見て貰もらった方が早い。一いつ緒しよに来てくれっ、里見孝太郎っ！」

　言うが早いか、キリハは身を翻ひるがえして玄げん関かんへ向かった。キリハの目的地は彼女の領域である地下ではなく、地上のどこかなのだ。

「分かったっ！　行くぞっ、早苗っ！」

『うんっ！』

「わらわ達たちも行くぞ」

「はい、殿でん下かっ！」

「私は鍵かぎをかけてからすぐに後を追うわ！」

　孝太郎達もすぐにキリハの後を追う。状況は分からないままだったが、それが早苗の為である事だけは確かだった。










　この時、一〇六号室を飛び出していく孝太郎達を見つめている目があった。

『へぇ、段々面おも白しろそうな展開になってきたじゃない………』

　その目の持ち主が発した声は、女性のものだった。だが、その姿は見えない。彼女は幽ゆう霊れいだったが、早苗ほどはっきりと見える身体は持っていなかった。彼女は霊れい力りよくを失い、成じよう仏ぶつ、あるいは消しよう滅めつする寸前にあったのだ。

『ふ、ふふふふふっ、これで連中に復ふく讐しゆうできるかもしれないわ………ふふ、ふふふふふふっ………』

　彼女は孝太郎達に強い憎ぞう悪おを向けていた。そしてその強過ぎる憎悪が、彼女を辛かろうじて現世に繋ぎ止めていたのだ。

『あいつらが悪いのよ。ワタシが死んだのも………綺き麗れいな服が着られないのも………みんな、みんな………』

　憎悪の原因は逆さか恨うらみだ。

　彼女はかつて、ゴーストハンター達に雇やとわれて早苗を襲った幽霊の一人だった。孝太郎の反はん撃げきを受けて仲間の幽霊は全て成仏したが、彼女だけは残った。彼女の偏へん執しつ的なまでの憎悪と現世への執しゆう着ちやくが、成仏させようとする力を上回ったのだ。それ以降、彼女は孝太郎達が隙すきを作るのを待ち続けていた。それもまた、執着と憎悪の為なせる業わざ。孝太郎達の楽しげな様子は更さらに彼女の憎悪を滾たぎらせ、彼女をここまで永らえさせたのだった。

『さっきは失敗したけれど………ふふふ………次はもっと上手くやるわ………やってやりますとも………』

　先程、ゆりかが集中を乱した交通事故。それを引き起こしたのは彼女だった。ゆりかの魔法を失敗させて、集まった霊力を奪うばい、そして早苗を取り込む算段だったのだ。幸いこの悲劇はゆりかの頑張りによって回かい避ひされたが、それによって彼女は更に憎悪を燃え上がらせていた。

『ふふふ………もう少し待てば、チャンスはやってくる………あと少し、あと少しだけ待てばいいのよ………ふふ、ふふふふふふふふふふふっ』

　三月も半ばに差さし掛かかり、寒さは大分緩ゆるみ始めていたが、彼女の周りの空気だけは凍いてつく寒さのままだった。










　目を覚ました時、ゆりかは孝太郎の背中に揺ゆられていた。

「………あ、あれ………？」

　孝太郎はゆりかを背せ負おい、住宅街を貫つらぬく道の歩道を走っている。あたりは暗く、周囲を街灯の弱い光が照らしだしていた。

「え、えーと………」

　ゆりかの記き憶おくは六畳間で倒れた所で途切れている。それが突とつ然ぜん、夜の町で孝太郎の背中に揺られている状況に切り替かわったので、ゆりかは混乱していた。

「ここは………あれっ？　なんで里見さんがっ？」

『孝太郎、ゆりかが目を覚ましたみたいだよ』

　近くにいた早苗がゆりかの目覚めに気付き、孝太郎に報告する。

「そうか。ありがとう、早苗」

　孝太郎が横を向くと、ゆりかが眠い目を瞬まばたかせながら、不思議そうにあたりを見回しているのが見えた。そんないつも通りのゆりかの姿を見た孝太郎は、少しだけ緊張を緩め、顔を綻ほころばせた。

「目が覚めたんだな、ゆりか」

「は、はいぃ………」

　訳が分からないまま、ゆりかは曖あい昧まいに頷く。そのすぐ後、ゆりかの意識がはっきりし始め、大事な事を思い出した。

「そっ、そうだ、早苗ちゃんっ!!　早苗ちゃんはっ!?」

　ゆりかの記憶は孝太郎がもういいと言った所で途切れている。だからゆりかは実際に早苗がどうなったのかを知らない。そこでゆりかは早苗の姿を求め、再びきょろきょろとあたりを見回した。

『あたしはここだよ』

　早苗はゆりかの視界に入るように、後ろ向きに飛びながら孝太郎の正面側に回った。そしてゆりかは早苗の元気な姿を見付けて、大きく目を見張った。

「早苗ちゃんっ!!　無事だったんですねっ!?」

『ゆりかのおかげで助かった。ありがとね』

「よ、よかったぁ………一時はどうなるかと思いましたぁ………」

　ホッとしたゆりかは、身体から力を抜いて孝太郎に体重を預ける。一仕事終えた充じゆう実じつ感もあり、ゆりかはずっとこのまま揺られていたい気分だった。

「あのぉ、それでぇ、今は何をしているんですかぁ？」

　気持ちが落ち着いた所で、ゆりかは何な故ぜ自分が外にいるのかが気になり始めた。先程あたりを見回した時、一〇六号室の関係者が全員一緒なのは確認している。全員でどこかへ移動している最中なのは分かるが、それが何を意味するのかまでは分からなかった。

「まださっきの続きだ。病院へ向かっている」

「病院ですかぁ？　どうして？」

「キリハさんが病院へ向かえって言ったからだ」

　孝太郎達たちはこの町にある病院へ向かっている最中だった。孝太郎も去年の春、バイト中に頭を打ってお世話になった事がある場所だった。

「早苗ちゃんは幽霊なのにぃ、病院で治ち療りようできるんですかねぇ？」

「さあな。その辺は話が長くなるからって、まだ説明してくれていない」

　孝太郎はそう言うと顎あごをしゃくってキリハを示す。キリハは孝太郎達から少し遅おくれて走りながら、電話に向かって何かを話し続けている。その電話をしなければいけなかった事もあって、キリハは孝太郎達に対する説明を後回しにしていた。

「もうすぐ着くから、その時に分かるだろう」

「怖こわい話じゃないといいんですけどぉ………」

『そんなのあたしだってやだぁ』

「でもでもぉ、幽霊が出てきたりしたら嫌いやじゃないですかぁ」

『あたしだって幽霊だよ？』

「早苗ちゃんは早苗ちゃんですよぉ。幽霊っていうのは、もっと怖いんですよぉ？」

『あんた、最初はあたしの事怖がってなかった？』

　ゆりかと早苗が普ふ段だん通りの呑気なお喋りを始めた事を、孝太郎は微笑ましく思っていたが、正面に病院の正門が見えてきた事でその表情は再び緊張感を取とり戻もどしていた。

「里見君、あそこに誰かいるわ」

　孝太郎の近くを走っていた静香が、正門の手前の暗がりを指し示す。目がいい彼女は、夜の暗くら闇やみの中にいる何者かを真っ先に見付けだしていた。

「本当だ………」

　そこには二人の人間の姿があった。そのシルエットからすると、背の高い細身の男性と、背の低い小太りの男性の二人組のようだ。その二人組は孝太郎達の方を向いていて、孝太郎達がやってくるのを待ち構えているようにも見えた。

　―――もしかして、キリハさんの電話の相手はあの人達か？　地底人の仲間？

　孝太郎がそんな事を考えているうちに距きよ離りが詰つまり、そして二人組の方も移動して暗がりから出てきた為ために、その顔がはっきりと見えるようになった。その顔を見た途と端たん、孝太郎は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ああっ、あいつらっ!?」

　孝太郎にはその顔に見覚えがあった。昨年みんなで海水浴に出で掛かけた時に、出会った二人組だったのだ。

「里見君、知り合い？」

「大家さんも知ってるでしょう!?　海水浴の時の変質者!!」

「ええっ!?　うそぉっ!?」

「なんじゃとっ!?　ほっ、ほんとうじゃっ!!　あの時の変質者じゃっ!!」

「あれぇ？　あんなのいましたっけぇ？」

「サナエ様を誘ゆう拐かいした連中ですよ」

『そういえばあんた、コス研に捕つかまってて助けに来てくれなかったんだっけ………』

　彼かれらは早苗を捕まえて売ろうとしていたゴーストハンター。その過程で変質者と勘かん違ちがいされた不幸な男達だった。

『孝太郎、もしかして、あいつらまた悪さをしようとしてるんじゃ？』

「里見君っ、あいつらが何かやったせいで、早苗ちゃんがおかしな事になったんじゃない？」

「あいつらー！　また性しよう懲こりもなくっ！」

　早苗を危険な目に遭あわせた事もあって、孝太郎達のゴーストハンターに対する感情は非常に悪いものだった。おかげで孝太郎と侵しん略りやく者しやの少女達は、ハンター達を今度こそ退治しようと殺気立っていた。

「ふふふふふふっ、再びわらわの前に姿を見せたのが運の尽き」

『やっちゃえっ、ティアッ！　あのロリコン共をぶっとばせっ！』

「殿下、深夜ですので威い力りよくと音は小さいものにしませんと」

「分かっておる。わらわも成長した！　『青あお騎き士し』、対人レーザー！」

　宇宙戦せん艦かんである『青騎士』に装備されたレーザーの中で、一番威力が弱いのが対人レーザー。そしてレーザーは元々音がしないので、夜間の攻こう撃げきにはうってつけの武器だろう。もはやハンター達の命は風前の灯だった。

「わあああああっ、ストップッ、ストップゥッ！」

「おいら達は何も悪い事してないっスー！」

　ティアの傍そばに剣けん呑のんな武器が出現した事に気付き、ハンター達は慌あわて始める。彼らもようやく自分達の命が危険に晒さらされている事を悟ったのだ。

「俺おれ達たちは早苗ちゃんには指一本触れてないっ！」

「おいら達はただ、早苗ちゃんの事を毎日見張ってただけッスー！」

「………完全に早苗ちゃん狙ねらいのストーカーですぅ」

『撃うって、ティア』

「うむ。安全装置解除、攻撃は任せる！」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

「あああぁっ、姐さんっ、まっ、まさかっ、まだ事情を説明してくれてないんですかぁっ!?」

「そうだった。………ティア殿どの、攻撃を待ってくれ」

　あとほんの僅わずかでティアのレーザー砲ほうが火を吹ふこうという時になって、キリハが一同を制止する。

「何故止めるのじゃ？」

「彼らは敵ではない。我われが雇って、配下として使っている」

「雇った!?　そっ、それはどういう事なんだ!?」

　キリハの口から飛び出してきた言葉は、孝太郎には受け入れがたい内容だった。

　―――何な故ぜ雇やとう必要がある!?　早苗に酷ひどい事をした連中なんだぞ!?

　孝太郎の言葉が詰きつ問もん口調になってしまうのは、これまでの経けい緯いからすると仕方のない事だろう。相手がキリハでなかったら、孝太郎は言う事を聞かなかったかもしれない。

「それも含ふくめて、まとめて説明しよう。目的地に着いた事だしな」

　キリハは孝太郎をなだめながら足を止めた。そして彼女の見上げた先には、吉祥春風市の中でも、一ひと際きわ背の高いビルがそびえ立っている。

　吉祥春風市立市民病院。

　この建物こそが、孝太郎達の目的地だった。










　いくら深夜とはいえ、病院が完全に無人になる事はない。巡じゆん回かいの看護師はいるし、当直の医師も、警備員もいる。だが病院に入った孝太郎達は、そういった病院の関係者には一度も出会わなかった。これは孝太郎達が一〇六号室から病院まで移動してくる間に、そうなるようにキリハが手配した為だった。おかげで孝太郎達は何の障害もなくその場所へ辿たどり着ついていた。

「よくやってくれた、二人とも」

「この時間で助かりました。昼間だったら、面会であの勘かんのいいお母さんが来ていた筈はずですから、多少厄やつ介かいな事になっていたと思います」

「ここッスー」

　一同を先導していた小太りのハンターが足を止める。そこは病院の最上階にある個室の病室で、病状が重かったり、長期入院を要する患かん者じやが入院している一角だった。

　カラカラカラッ

　小太りのハンターはドアを横にスライドさせる。個室のドアは密閉度の高いスライド式が採用されている。病びよう原げん菌きんやウィルスを外に出さない為の工く夫ふうだった。そしてハンターはドアを開けると脇わきにどき、一同に道を譲ゆずった。

　だが、誰だれも動こうとはしない。病室ともなると、流石さすがに気軽には入っていけなかった。また病室の明かりは消えていて暗い。その意味においても、病室に入るのが躊躇ためらわれたのだ。

「みんな、早く中へ入ってくれ。他の入院患者に見付かるとまずい」

　足を止めたままであった一行を、キリハが先へ進むように促うながす。

「あ、ああ」

　キリハの声に反応したのは孝太郎が最初だった。孝太郎は多少躊躇いがちに病室へと入っていく。そして残る全員がその後に続いた。結果的に孝太郎が先頭になって病室へ入っていく格好になった。

　―――病室なんだから、誰かが入院しているんだろうが………。

　病室へ入った孝太郎は、部屋の主あるじを求めてあたりを見回す。すると非常灯の弱い明かりが、奥おくにあるベッドに寝ねている人間の姿を浮かび上がらせている事に気が付いた。

　―――あの人がこの部屋の患者さんか………。

　理由は定かではないが、キリハはこの患者と引き合わせる為に、孝太郎達をこの場所へ導いた。孝太郎はその答えを求め、一歩一歩慎しん重ちように奥のベッドへと近付いていった。

　パチン

　そんな時、最後に病室へ入ったキリハが部屋の照明のスイッチを入れた。すると部屋は一気に明るくなり、ベッドで眠っている人物の姿が露あらわになった。

「まさかっ、そんなっ!?」

「えぇええぇっ!?」

『うそぉっ!?』

　孝太郎とその背中にいたゆりか、そして傍を飛んでいた早苗は、ベッドの上の人物を見るなり心臓が止まりそうなほど驚おどろいた。ゆりかに至っては、慌てて孝太郎の背中から飛び降りて、ベッドに駆かけ寄よったほどだった。

「どうしたのっ!?」

「ルース！」

「はいっ！」

　孝太郎達の驚きに誘さそわれて、静香とティア、ルースの三人もベッドの所へやってくる。こうしてベッドは孝太郎と五人の少女達によって取り囲まれた。そしてベッドに眠る人物の顔を見て、誰もが言葉を失っていた。

　そして部屋が沈ちん黙もくに包まれてからたっぷり十秒以上が経過してから、ようやく孝太郎と早苗が口を開いた。

「さっ、早苗、これは早苗だぞっ!?」

『あたしだっ、あたしが寝てるっ!!』

　驚いた事に、ベッドで眠っていたのは早苗だった。眠る早苗は、孝太郎の横にいる早苗よりも幾いくらか年上で、大人びて見えた。だがその容姿は紛まぎれもなく早苗であって、誰もが早苗で間ま違ちがいないと確信していた。

「そうだ。早苗なのだ。我も初めてここで早苗を見た時には驚いたものだ」

　そこへキリハがやってくる。キリハと二人のゴーストハンター達は初めからこの事実を知っていたので、落ち着いたままだった。
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「これはどういう事なんだ!?　どうしてここで早苗が寝ている!?　ただのそっくりさんって訳じゃないんだろうっ!?」

　孝太郎は既すでに霊れい視しの力で確かく認にんしている。眠っているのは間違いなく早苗だった。霊波の色も形も全く同じだったから。違ちがっているのは年ねん齢れいと霊れい気きの強さぐらい。他は幽霊の早苗とまるっきり同じだった。だからなおの事孝太郎には信じられない。早苗は死んで、地じ縛ばく霊れいになったのだと思い込んでいたから。

「理由は全すべて話そう。その為に汝なんじらをここへ連れてきたのだからな」

　興奮する孝太郎とは対照的に、ここでもキリハは冷静だった。

　だがその顔がほんの少しだけ悲しげなのは、この先に待ち受ける運命が過か酷こくなものである事を、彼女だけは知っていたからだった。










　キリハが病院で眠ねむる早苗を見付けたのは、半年以上前の事だった。

　孝太郎達が早苗を誘拐したゴーストハンター達を撃げき退たいした時、キリハはハンター達にある取り引きを持ちかけた。キリハは大金と引ひき換かえに、早苗にこれ以上ちょっかいを出さない事と、彼らが持っている早苗の情報の提供を求めた。ハンター達はこれに同意し、取り引きは成立した。

　この時にキリハが手に入れた情報の中に、もう一人の早苗が病院に入院しているという情報が含まれていた。彼かの女じよは数年前から原因不明の病気で身体が衰すい弱じやくし、病院での入院生活を余よ儀ぎなくされていた。つまり早苗は死し霊りようではなかったのだ。そして早苗の両親が一〇六号室に戻らないのは、衰弱した早苗を治療する為に、病院の近くにある実家へ引ひっ越こしたからだというのだ。

　当初はその情報を怪あやしんだキリハだったが、調査を進めるうちに早苗本人であることを確信。その後は早苗の治療に力を注ぎ始めた。

　キリハが早苗の治療を図はかった理由はただ一つ。それは単純に早苗に対する好意からだった。キリハは争いを好まず、また、愛する人を待ち続ける気持ちは痛いほど分かる。だから出来るだけ早く早苗を両親の下もとへ返してやりたかったのだ。

　もちろん六ろく畳じよう間まの支配権を巡めぐる争いの長期化を狙うキリハにとって、これは大きなマイナス材料だ。早苗が回復して一〇六号室から離り脱だつすれば、勢力バランスが変わり、大地の民たみの急進派を刺し激げきしてしまう。今こそ一気に、という安易な意見を抑おさえ込まなければならなかった。そこでキリハは実際に早苗が離脱する事を前提に、早い時期から根回しを始めていた。

　こうしてキリハは巧たくみに地底の急進派を牽けん制せいしながら、早苗の治療に地底の科学力を投入し始めた。

　だが調査を進めたキリハは大きな壁かべにぶつかる事となった。その壁というのは、病院にいる早苗が意識を持っているという事だった。

　幽ゆう霊れいの早苗が、病院の早苗から抜ぬけ出した魂たましいであるというのなら話は簡単だった。単に生せい霊れいだったという事なので、大地の民の霊子力技術で魂を身体と結び付けてやればよかった。そうした治療例はこれまでにも少なくなかった。だが病院にいる早苗は、一人の人間として活動していた。この事はキリハを大いに戸と惑まどわせた。

　だがその反面、納なつ得とくがいった事もあった。ハンター達たちが幽霊の早苗を狙ったのは、忘れ去られ宙に浮ういた霊だったからだ。本体が別に活動しているのなら、幽霊の早苗を捕まえても誰も困らない。彼らにとって早苗は捕まえても良心が痛まない、狙い目の美お味いしい標的だったのだ。

　そして引き続きキリハが調査を進めた結果、孝太郎達が知っている幽霊の早苗は、本来の早苗の魂から剥はがれ落おちた霊れい力りよくが、幽霊に変じたものだという事が分かってきた。

　数年前、早苗本体の魂から霊力の剥はく離りが始まり、それに伴ともない徐じよ々じよに身体の衰弱が始まった。やがて早苗の衰弱に気付いた両親は彼女を連れて実家へ。その後、早苗の本体は病院に入院する事になった。そしてこれに前後して、一〇六号室に残っていた早苗の霊力が、幽霊として活動を開始。何度か住人を追い出した後、孝太郎と遭そう遇ぐうした。早苗が一〇六号室に居たのは、こういう経緯だったのだ。

　魂から霊力が剥がれ落ちた理由はキリハにも分からなかった。生まれつきの体質か、あるいは過去に魂が何か大きなショックを受けたのかもしれない。その理由はともかく、今の早苗の状態は厄介だった。

　霊力の大半が幽霊として分ぶん離りしてしまった以上、早苗の本体は衰弱する一方だった。これまでの数年で、彼女は非常に危険な状態に陥おちいってしまっている。一刻も早く幽霊の早苗を、身体に戻してやる必要があった。

　だがそれが問題だった。早苗を元の身体に戻すには、幽霊の身体を霊力に還かん元げんした後、魂の剥離した部分に継つぎ足たしてやらなければならない。だがこうしたケースは大地の民でも初めてだったので、その為の技術を持っていなかった。だからその開発の為には多くの時間が必要となった。そこでキリハは孝太郎達に黙だまって準備を進めた。長い時間、余計な心配をかけない為の配はい慮りよだった。

　だがその準備が終わるよりも、早苗の衰弱の方が早かった。そして今夜ついに、生命の維い持じが難しい所まで来てしまった。早苗の本体が霊力不足で死にかけたから、幽霊の早苗も一いつ緒しよに消えそうになった。今夜の騒そう動どうには、そういう真実が隠かくされていたのだ。










「………厳密に言うと、我々の知る早苗は普ふ通つうの幽霊ではない。むしろここに入院している早苗が意図せずに霊れい能のう力りよくで生み出した、人工の幽霊という表現が近い」

　一通り説明を終えたキリハは、そこで一いつ旦たん言葉を切ると、病室の壁を指し示した。

「だからこそ早苗は幽霊なのに自由に着き替かえる事も出来たのだ。ただし、彼女の持っている服に限っては、だが………」

　病室の壁には、数多くの服が掛かけられていた。孝太郎達はその多くに見覚えがあった。私服に限らず、制服、パジャマ、水着。それらはどれも、幽霊の早苗が身に着けていた服だった。

『あっ………』

　その服を見た瞬しゆん間かん、早苗の耳に、自分ではない自分の声が響ひびく。

　―――元気になったら着るんだ………だから頑がん張ばらないと………。

　それはベッドで眠る少女の声だった。壁に飾かざられた服は、彼女がそんな風に思いながら毎日毎日眺ながめ続けた服なのだ。だから幽霊の早苗が身に着けていた。彼女の願った通り、元気な早苗が身に着けていたのだ。

『う、うそだ………そんなの………』

　早苗は大きく動どう揺ようし始める。

　これまでは半信半疑だった早苗だが、壁に並ぶ服を見た事で実感してしまった。キリハの言葉は全て真実だと。目の前で眠る少女は、もう一人の自分なのだと。

「早苗………」

　キリハは驚きよう愕がくに目を見開いたままの早苗に労いたわりの視線を送る。それは他の者達も同じだった。早苗がショックを受けているのは誰に目にも明らか。だが誰もそのショックを和らげてやる方法を持ち合わせていない。下手な励はげましは早苗を傷付ける。見つめている事しか出来ない事が、誰にとってももどかしかった。

『そんなのありえないよっ！　だ、だってっ、だってさぁっ、孝太郎っ！』

　早苗は孝太郎の所に飛んでいくと、両目いっぱいに涙なみだを溜ためて、大きな声で訴うつたえた。

『キリハの話ってさっ、一〇六号室にはっ、パパとママは帰ってこないってっ、そういう事なんでしょっ!?』

　早苗にとって最もショックだったのはそこだった。それに比べれば、自分がどうして六畳間に居たのかなど、些さ細さいな問題だった。

『嘘うそだよねぇっ、孝太郎ぉっ！』

「それは………」

『お願いだから嘘だって言ってよぉっ！　ねぇっ！』

　早苗はもう、それが真実だと知っている。だが、知っていても認められない。意図していなかったとはいえ、両親が自分を置いていったなどという事は、どうしても認められなかった。そしてもう帰ってこないという事も。

　それは早苗の存在意義に関かかわる問題だった。

　両親が帰らないと認める事は、これまでの事が全て無意味だったと認める事に等しい。それだけはどうしても早苗には出来なかった。

『うああぁぁっ、うああああぁぁぁぁぁんっ！　やだぁっ、やだよぉっ！　ひとりはやだぁっ！　やだよぉっ、孝太郎ぉっ！　ううぅぅっ、うああぁぁあぁぁぁぁんっ！』

　早苗は両目から大おお粒つぶの涙を流しながら、孝太郎に飛び付いた。そして両りよう腕うでをその首に回し、大きな声を上げて泣き続ける。自分が実はひとりぼっちだった事を知った今、早苗が頼たよれるのは孝太郎だけだった。

「早苗………どうしてひとりぼっちだなんて思う？」

『だって、だってさぁっ！　ぐっ、うぐっ、うあぁぁっ、だってぇっ！　パパとママが、パパとママがぁっ!!』

　早苗は懸けん命めいに自分の気持ちを訴えようとするが、上う手まく言葉にならない。感情が空回りして、嗚お咽えつ混じりの単語だけが孝太郎に向けられていた。

「お前の両親は、もう一人のお前を病院に入れたんだ。元気になって欲ほしいって。それはつまり、お前に戻ってきて欲しいって事だろう？」

　早苗の両親は、早苗が失ったものを取り戻して欲しくて、早苗を病院に入れた。だから決して早苗を切り捨てた訳ではないのだ。

『うぅっ、うぅうっ、でもぉっ、でもさぁっ、あ、あたしっ、なんねんもっ、なんねんもあそこでっ、あそこでぇっ、待ってっ、まってっ、ううっ、それがっ、全部無む駄だだったってっ、無駄ぁっ、ううぅぅぅぅぅぅっ!!』

　しかしそれは非常に理性的な考え方であって、何年も一人で過ごした早苗にはなかなか感情的に納得できる事ではない。だから早苗は泣き続ける。感情のやり場が何ど処こにも見付からなかった。

「なぁ、早苗」

　孝太郎は泣き続ける早苗をそっと抱だき締しめてやった。

「俺おれやみんながお前と出会ってから、大分時間が経たったけれどさ………」

『うぅ、孝太郎、こうたろぉっ！』

　早苗は必死に孝太郎にしがみつく。まるで失ったぬくもりを、孝太郎のぬくもりで埋うめようとするかのように。

「そんなにつまらなかったか？　俺達と出会った事は、全部無駄だったか？」

『あ………』

　その瞬間、早苗の動きが止まった。泣き声も少しずつ小さくなっていく。その代わり、孝太郎に抱きつく力が強まっていった。

「早苗ちゃんっ、早苗ちゃんは私の大事なお友達ですぅ！　一人だなんてとんでもないですぅ！」

　ゆりかは笑え顔がおでそう断言する。早苗はゆりかの友達。そうでなければ、魔ま法ほうの私的利用を禁じる戒かい律りつを破ってまで、助けはしなかっただろう。

「そうじゃぞ、サナエ。わらわはそなたと出会った事で少なからず成長した。それを無駄じゃと言われてしまうと、わらわは悲しい。山登りは山頂に立つ事だけが目的か？　そうではあるまい？」

　ティアも気持ちは同じだった。この一年、ティアと早苗は苦楽を共にしてきた。そして一緒に成長してきた。ティアはそれを無駄だとは思わない。それを早苗にも分かって欲しかった。

「殿でん下かの仰おつしやる通りですよ、サナエ様。楽しい事って、沢たく山さんあったじゃありませんか」

「うんうん、みんな良いい事言った！　それに大家と店たな子こは親子も同然ってね！　いいんだよ、理由なんかなくったってさっ！」

　ルースと静香、二人もそうだった。早苗と出会ってから、多少のトラブルはあったけれど、総じて楽しい毎日だった。これからもずっとそうあって欲しいと願うくらいに。

「早苗、誰も汝を不要だとは思っていない。たとえ汝がゲームに負けて部屋の支配権を失ったとしても、誰も出て行けとは言わないだろう。汝は誰からも必要とされているのだ。そしてそれは汝の両親も同じだろう」

　最後にキリハが話をまとめる。

　早苗には悲しむ必要なんてない。早苗は誰からも愛されているし、両親もそうだろう。多少の行き違いがあっただけで、両親は今も早苗を愛しているのだ。

『みんな………』

　早苗はその場に居る一同の顔を見回しながら、目を丸くしていた。これまで、ここまではっきりと他人から必要だと言って貰もらえた事などなかったから。

「早苗、お前自身はどう思うんだ？」

『………毎日面おも白しろかった。このままずっと面白いといいなって、そう思ってた………』

　凍いてついていた早苗の心に、再びぬくもりが広がり始めていた。それはあっという間に大きく広がって、彼女の心の氷を溶とかしていった。

「だったら、どうして泣いてる？」

『孝太郎だけ………まだラブな感じのやつを聞かせてくれてないから』

「お前、実はもう元気だろう？」

『ううん。へこんでる。孝太郎だけはラブな感じのやつを聞かせてくれないから』

　早苗が軽く微ほほ笑えんで、孝太郎に頬ほおを寄せる。その頬を涙が伝うが、それは先さき程ほど泣いていた名残なごりで、今現在泣いている訳ではなかった。

「この状じよう況きようで言う訳ないだろ」

『ケチ』

「子供は甘あまやかさない事にしてるんだ」

　孝太郎は結局、早苗の望むような言葉は口にしなかった。だが、その両腕に軽く力を込めてやる。

『へへ………』

　それで十分気持ちは伝わったから、早苗はそれ以上は何も言わなかった。早苗にとって言葉はそれほど大きな意味を持たないのだった。

「それでキリハさん、早苗はこのままだと危ないんだよな？」

　孝太郎は早苗を抱いたまま、キリハに尋たずねる。早苗は一度孝太郎の顔を見上げた後、黙ってキリハの顔を見つめる。早苗は自分の危機を理解していたが、ここは孝太郎に話を任せる事にした。

「そうだ。霊力を安定させる装置を使って急場をしのいでいるが、一時的なものだ」

　キリハは説明しながら、ベッドの横に設置してある装置を示した。それは一メートルほどの大きさの装置なのだが、基き盤ばんや配線が剥むき出しの無骨なデザインで、とても洗練されているとは言えない。彼女の言葉通り、急場しのぎの装置なのだ。

「この大きさの装置では一時間が限度。しかし大きなものは隠して設置という訳にもいかない。早苗達たちには根本的な解決が必要なのだ」

　衰弱が進んで意識がない早苗の本体。そして装置が本体を安定させてくれなければ形を保てない幽霊の早苗。その両方を救うには―――どちらも同じ一人の早苗なのだが―――やはり一つに戻もどる事が必要だった。

「そうは言っても、そんな事が出来るのか？　開発中だったんだろう？」

「今はまだ無理だ。今一歩という所までは来ているのだが」

　キリハは軽く眉まゆを寄せ、首を横に振ふった。

「実は早苗の身体を霊力に還元する際に、膨ぼう大だいな霊力が発生するのだが、我々の技術ではそれを安定させられないのだ」

「じゃあ、手て詰づまりじゃないか」

「いや。無理なのは、我々の技術だけでやろうとした場合の話だ」

　キリハは首を横に振ると、ゆりかを指し示した。

「先程の様子からすると、ゆりかが魔法でフォローしてくれれば、なんとかなる筈だ」

　大地の民たみの技術力でも、早苗を直接回復させるには至らない。だがその技術の不足をゆりかが魔法で補えば、早苗を救う事が出来る。これは魔法とゆりかが信しん頼らいを得た今だからこその、奥の手だった。そしてその為ために、キリハは意識がないゆりかをこの場に連れて来させたのだ。

「また私ですかぁ!?」

　ゆりかは自分の顔を指さして、目を丸くする。彼女は再び自分に出番が回ってくるとは思っていなかったのだ。

「頼たのむ、ゆりか。今の我々に必要なのは、霊力の微び細さいなコントロールなのだ」

「でもでもぉ、あんまり自信がないんですけどぉ………」

　疲つかれ果はて、完全に気が緩ゆるんでいたゆりかは、しばらく前の迫はく力りよくの欠かけ片らもなかった。

　―――さっきのあれをもう一回やる………無理無理、絶対に無理ですぅっ!!

　今のゆりかは、日ひ頃ごろの後ろ向きな少女に戻ってしまっていたのだ。

「汝に出来ねば、早苗は死ぬ。自信がどうあれ、やるしかないのだ」

『お願い、ゆりか』

「そっ、そんな事言ったってぇっ！　里見さん里見さんっ、助けて下さいっ！　私じゃ無理ですよねっ、ねっ？」

　ゆりかは半泣きになって孝太郎に助けを求める。ゆりかは孝太郎に、ゆりかでは駄だ目めだと言って貰って、楽になりたかったのだ。

「コータロー、ユリカがあんな事を言っているが」

「里見君、なんとかならない？」

　ティアと静香が孝太郎に話を振る。二人とも、孝太郎ならゆりかをなんとかできると思っているのだ。

「そうですねぇ………」

　孝太郎にもゆりかの気持ちは分からないではない。さっきのゆりかは本当に頑張っていた。そのゆりかにもう一度同じように頑張れというのは酷こくな話なのだ。

　―――だが………ゆりかは多分………。

　そして孝太郎はしばらく腕うで組ぐみをして考え込んだ後、ゆりかに切り出した。

「ゆりか」

「やっぱり私じゃ無理ですよねっ、里見さんっ！」

　ゆりかはすっかり孝太郎が味方をしてくれると思い込んでいる。彼女はその期待に瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「………本当に無理か？」

　そんなゆりかに対し、孝太郎はその瞳を正面から見つめて、一言そう言った。

「あ………」

　ゆりかの心に、孝太郎の視線が飛び込んでくる。孝太郎の真しん剣けんな瞳。そこには先程と同じく、強い信頼と期待が輝いている。その輝きを胸の奥おくで受け止めた瞬間から、ゆりかは自分の心から不安や弱気が消えていくのを感じていた。

　―――これを、裏切っちゃいけない………私の大切なお友達が、期待してくれているんだから………。

　そして消えた不安と弱気の代わりに、強い自信と勇気が胸の中で燃え盛る。

「やります。やってみせます」

　ゆりかは力強く頷うなずく。ゆりかは再び、魔法少女としての力を取り戻していた。

「頼む」

「はいっ」

　愛と勇気を取り戻したゆりかの姿を横目に眺めながら、キリハは握にぎり拳こぶしを作り、そこから二本の指を立てた。人差し指と中指。丁度じゃんけんのチョキの形だった。

「これで一つ目の問題はクリア。残る問題はあと一つ」

　そしてキリハは中指を折り曲げる。すると人差し指が一本残った。

「まだ問題があるのか？」

「ある。といっても、これは成功した後の話なのだが………」

　キリハはそう言いながら、その人差し指で自分の頭を指し示した。

「問題は記き憶おくだ」

「記憶？　それはどういう事だ？」

　孝太郎の胸に嫌いやな予感が広がる。この時のキリハの顔は、孝太郎にそう感じさせるくらい、痛々しげだった。

「ほぼ間ま違ちがいなく、早苗は幽霊として過ごした期間の記憶を失うだろう」

『ええっ!?　ちょ、ちょっと待ってよっ、それってどういう事ぉっ!?』

　命の危機が迫せまっていた早苗。しかし幸いな事にその解決方法はあった。だから早苗は少しだけ安心していた。だがそこへ突とつ然ぜん、記憶を失うという問題が降ふって湧わいた。安心していた分だけ、早苗の驚おどろきは大きい。だからこれまで話は全すべて孝太郎に任せてきたにもかかわらず、早苗は思わず身を乗り出して口を挟はさんでしまっていた。

「今の汝なんじの記憶は霊れい体たいに直接蓄ちく積せきされたものだ。それを霊力に還元して本体に戻したとしても、本体の脳に記憶が書き込まれる訳ではない」

『それじゃ良く分かんないよぉっ、もっと簡単に教えてっ！』

「つまり、今の記憶は前世の記憶と同じような状態になる。目覚めた早苗が、我々の事を思い出す可能性は極きわめて低いだろう」

　幽霊の早苗が本来の身体に融ゆう合ごうした場合、その記憶は本体の魂に直接書き込まれる。だが早苗の脳を構成する神経ネットワークまで書き替える訳ではないので、脳に記憶は書き込まれない。だから早苗が孝太郎達を思い出す為には、魂の記憶を呼び起こす必要があるのだ。しかしそれはとても難しい。魂の記憶を呼び起こすという行こう為いは、キリハが言うように前世の記憶を呼び起こすのに等しい。それが出来る人間は極めて少ない。つまり早苗がそれに成功する可能性も極めて低いという事になる。

『じゃ、じゃあっ、あっちのあたしとくっついたらっ、孝太郎やみんなの事が分からなくなっちゃうってことぉっ!?』

「残念ながら、そういう事になる。済まない早苗、どうしても記憶の方にまでは手が回らなかった」

　キリハは申し訳なさそうに詫わびた。

　もちろんキリハも記憶の復元を考えなかった訳ではない。しかし開発期間の問題で、どうしても命の安全が優先となり、記憶は後回しになった。また、早苗が幽霊であった期間が複数年に亘わたっている事も障害となった。脳に複写しなければいけない情報量が多過ぎたのだ。命の安全を優先する事と、大き過ぎる脳への負担、二つの問題が重なって、現段階では記憶を復元する所までは至らなかった。

『そっ、そんなぁっ』

　早苗は髪かみを振り乱して首を横に振った。

『やだぁっ、そんなの絶対やだぁっ！　記憶をなくしてっ、別の人になるのなんて絶対にやだよぉっ!!』

　早苗にもキリハの言っている事が分かってきていた。

　生き延びる為には、想おもい出でを捨てなければならない。

　キリハはそう言っているのだった。

『だってぇっ、だってさぁっ、わからなくなっちゃうもんっ！　孝太郎がどれだけあったかいかとかっ、みんなと一緒がどれだけ楽しいかとかさぁっ！』

　早苗は泣いていた。

　彼かの女じよには記憶を失うという事が、どうしても受け入れられなかった。

『あたし馬ば鹿かだからさっ、絶対にまた酷ひどい事をするんだよっ！　孝太郎に辞書をぶつけたりさっ！　せっかくみんなと仲良くなったのにさっ、また子供みたいに駄だ々だをこねたりしてさっ！　せっかくっ、せっか………う、うぅぅっ、あたしぃっ、あたしぃぃっ!!』

　記憶を失うという事は、これまで培つちかってきた絆きずなを失うという事。楽しい毎日が、安らげるぬくもりが、失われるという事なのだ。それだけは、早苗にはどうしても受け入れられなかった。

「しかしサナエ、そなたは身体に戻らねば死んでしまうのじゃぞ!?」

　早苗が受け入れられないとしても、ティアはそうは考えなかった。ティアとしては、たとえ記憶がなくなろうとも、生きていて欲しかったのだ。

『そんな事わかってるっ、わかってるんだよぉっ!!』

　このまま想い出と共に死ぬか、それとも想い出を失って生きるか。

　早苗はその二に者しや択たく一いつを迫られていた。

『でもさぁっ、えらべないよぉっ!!　死ぬのは困るけどさぁっ、記憶がなくなったらあたしじゃなくなっちゃうんだよっ!?　それじゃあ死ぬのとおんなじだもんっ!!』

　その二者択一は、早苗にとって同じ結末をもたらす。

　生き延びるのは目の前で眠ねむっている早苗の本体。幽ゆう霊れいの時の記憶は受け継がれないのだから、孝太郎達たちの知る早苗は消しよう滅めつすると言えるだろう。それはある意味においては死と等しい。

　このまま死んでも、融合して生き延びても、孝太郎達と共に歩んできた早苗という少女は失われる。これでは早苗には選びようがない。非情な運命だった。

『ずるいよこんなのぉっ!!　これじゃあっ、どっちを選んでもみんなと二度と会えないじゃないっ!!』

　早苗はそう絶ぜつ叫きようすると、孝太郎に強くしがみついた。

『やだぁっ、あたしはここに居たいんだよぉっ!!　孝太郎とっ、みんなと一いつ緒しよが良いいんだよぉっ!!』

　早苗が手放したくないもの。それは今の生活。一〇六号室で出来た絆。中でも一番大切なのは、今、両腕で抱き締めているぬくもり。

『なのにぃっ、こんなのってないよぉっ!!』

　このぬくもりだけは、断じて失う訳にはいかない。それは早苗が命と引ひき換かえにしたって構わないくらい、大切なものだった。

　そして、だからこそ、それが起こってしまった。

「ぐがっ」

　突然、孝太郎が口から血を吐はいた。同時に孝太郎は意識を失い、床ゆかに倒れ込みそうになる。

『孝太郎っ!?』

　間近にいた早苗は慌あわててそれを抱き止める。孝太郎の身体は力を失っていて、まるで人形のように早苗にもたれかかった。

『どうしたんだろうっ、これっ!?　このままじゃ孝太郎が死んじゃうよぉっ!!』

　幽霊の早苗だから、触ふれているだけですぐに分かった。孝太郎の身体からは信じられない勢いで霊れい力りよくが失われていた。このままでは遠からず孝太郎は死んでしまうだろう。

『なんでぇっ、どうしてぇっ!?　孝太郎っ、こーたろぉっ!!』

　だが、早苗にはその理由が分からない。誰だれよりも大好きな孝太郎が死にかけているのを、無力に見つめている事しか出来なかった。







想い出と命と　三月十七日（水）







　孝こう太た郎ろうを一通り調べたクランは、眼鏡の位置を直しながら、近くで固かた唾ずを呑のんで見守っているティア達に結果を告げた。

「血圧、脈みやく拍はく、体温、どれも下がっていく一方。それだけでなく、ありとあらゆる生命活動が低下していますわ。医学的に見て………このままではコータローは間違いなく死にましてよ」

　クランは孝太郎が倒たおれて幾いくらもしないうちに姿を現した。孝太郎が身に着けている腕うで輪わが、彼女に孝太郎の生命の危機を伝えたのだ。そしてクランは倒れた孝太郎を目にすると、治ち療りようの為に『揺ゆり籠かご』へ運び込んだ。研究用の船なのでティアの『青あお騎き士し』よりも細かな診しん断だんが可能だからだ。その時、ティアとクランの間でひともんちゃくあったのだが、これはルースとキリハが間に入って事なきを得た。そうした経けい緯いから、今は六畳間の関係者全員がクランの『揺り籠』へやってきていた。

「今は医学的な処置によって辛かろうじて持ちこたえておりますけれど、そう長くは持ちませんわ」

　クランはティア達にそう説明しながら、内心で胸を撫なで下おろしていた。

　―――間かん一いつ髪ぱつ、という所ですわね………。助かりましたわ、アライアさん………。

　孝太郎は『揺り籠』の研究室にあるベッドに寝ねかされ、その身体には呼吸器や点てん滴てきが繋つながれている。またそれに限らず、これまで多くの医学的な処置が施ほどこされていた。

　だが、実際に孝太郎の命を支えているのは、クランがベッドの下にこっそり置いたシグナルティンの力だった。孝太郎の体力の低下は、通常の医い療りようの範はん疇ちゆうを超こえている。シグナルティンがなければ、この時点で孝太郎は死んでいたかもしれなかった。

『孝太郎はどうしちゃったの!?　ねえっ、教えてよキリハッ、知ってるんでしょうっ!?』

　誰もが孝太郎の身を案じ、大きく動どう揺ようしていた。中でも一番動揺していたのは早さ苗なえだ。ただでさえ自分の命が危ないというのに、一番大事な人間が目の前でいきなり死にかけたのだから、そうなるのも当然だろう。

「これまでの事を総合すると、ほぼ間違いない」

　霊れい子し力りよく、魔法、科学。それら三つの方法で孝太郎の身体は調べられた。そしてその三つの検査結果は、ある一つの事実を浮うかび上あがらせた。

「孝太郎は………」

　キリハはそこで一度口ごもった。あらかじめこの状況を予想していたキリハにしても、あまり安易には口に出せない内容だった。だが、この状況においてはそうも言っていられない。キリハは意を決すると、その辛つらい事実を口にした。

「………孝太郎は、早苗、お前に霊力を大量に奪うばわれているのだ」

『あたしがっ!?　嘘うそだよそんなのっ、あたしそんな酷い事してないっ!!』

「そうじゃぞキリハ！　そんな事を言われても到とう底てい信じられん！　早苗が孝太郎を殺す筈はずがなかろうっ！」

　キリハの結論は誰にとっても受け入れにくいものだった。直接口に出して反発したのは名指しされた早苗と、気の強いティアだけだったが、心の中では誰もが間違いだろうと考えていた。

「これは早苗の意思とは関係ない。幽霊という存在そのものが、孝太郎を殺そうとしているのだ」

　キリハとて、出来れば信じたくない話だった。だが、信じなければ孝太郎が死ぬ。キリハは悲痛な面おも持もちで、その先を説明していった。

「早苗は当初、一〇六号室の地じ縛ばく霊れいだった。その身体を維い持じしていたのは二種類の霊力。本体から供給されている霊力と、一〇六号室周辺の地脈から得られる霊力だ」

　早苗は生いき霊りようと地縛霊の中間の存在として一〇六号室に居た。身体を維持する為に必要なエネルギーの半分は本来の身体から、もう半分は地縛霊と同じく取り憑ついている土地から得ていたのだ。

「だが、この一年で早苗には変化が起きた」

『変化!?　あたし、何も変わってないよっ!?』

「早苗は一〇六号室の地縛霊から、徐じよ々じよに孝太郎の憑ひよう依い霊れいへと変化していったのだ」

「憑依霊じゃとっ!?」

　ティアはこの時点でキリハの話の内容を理解したようだった。ティアは目を丸くしたまま、絶句してしまう。

「これに伴ともない、霊力の供給源も少しずつ孝太郎にシフトし始めた。これまではごく僅わずかだったから、孝太郎に肩かた凝こりが起こるぐらいで済んでいたのだが………」

「そういえばサトミ様は、しばらく前から肩凝りがするって………」

「私、何度も肩かた揉もみさせられましたぁ」

　幽霊に取り憑かれて霊障が起こった場合、初期症しよう状じようは大たい抵てい肩かた凝こりや血行不良として現れる。孝太郎はしばらく前から実際に肩凝りを訴うつたえていたので、六畳間の関係者には実感のある話だった。

「しかし先さき程ほど、それが完全に孝太郎に切きり替かわった」

『どうしてっ!?』

「それは早苗、汝にとって一〇六号室よりも、孝太郎の方がずっと大切な存在になってしまったからだ」

　一〇六号室は早苗にとって両親を待つ為の重要な場所だった。だが、早苗は両親が一〇六号室には帰ってこないと知った。これにより、早苗にとって一〇六号室は、そこに住む住人以上の価値を持たなくなった。そして一〇六号室の住人の中で、早苗にとって最も重要なのは孝太郎だった。

『そりゃあ確かにあたしは孝太郎が大好きだけどさっ、大好きなんだからっ、孝太郎を殺す筈なんてないじゃないっ!!』

　早苗にも孝太郎が一番好きだという自覚はある。だが、早苗は孝太郎を殺そうだなどとは考えていない。早苗には納なつ得とくできない話だった。

「早苗、汝の意思は関係ない。幽霊は自分にとってもっとも重要な物や人に取り憑く。だから汝は今、孝太郎に取り憑いた状態にあるのだ。孝太郎が死にかけているのは、それが理由だ」

　早苗自身の意思は関係なかった。幽霊というもの自体が、そのようにしか存在できない事が問題なのだ。

　幽霊は愛情や執しゆう着ちやく、憎ぞう悪おといった理由で他人や物に取り憑く。それは自分の意思でコントロール出来るものではない。人間が呼吸をするのと同じように、取り憑いて霊力を奪ってしまうのだ。

　普ふ通つうの霊ならそれでも問題はなかった。取り憑かれても多少疲れたり肩かたが凝こったりという程度で済む。だが、早苗の霊力はあまりに強大だ。それゆえ早苗が身体を維持する為に必要な霊力が、孝太郎の生み出す霊力を上回ってしまった。特に今は早苗の本体からの霊力供給が不安定なので、孝太郎に対する依い存そん度どが増している。これでは並みの霊力しか持たない孝太郎では、到底支えられる筈もなかった。

　そしてこの事もキリハが事実を伏ふせていた理由の一つだった。早苗が両親は一〇六号室には戻もどらないと知れば、彼女の中の優先順位が入いれ替わり、孝太郎に取り憑く可能性が極めて高かった。だから可能な限り、この事実は伏せておかねばならなかったのだ。

『じゃ、じゃあっ、このままじゃあたしが孝太郎を殺しちゃうって事っ!?』

　早苗は両目からぽろぽろと涙なみだを溢あふれさせながら、意識を失った孝太郎を示した。

「そうだ」

　それに対するキリハの返事は短い。しかしその一言には、語り尽つくせぬ苦く悩のうが滲にじんでいる。キリハとて、早苗を悲しい目に遭あわせたい訳ではないのだ。

『このままじゃあたしも孝太郎も死ぬ………そんなの絶対やだっ！　………でもぉっ、元の身体に戻ったら、孝太郎やみんなの事が分からなくなる………それもやだぁっ！』

　どうすればいいのかは既すでに明らかだった。しかしその正しい事を選ぶのも怖こわいのだ。今の早苗にとって、何ひとつ希望を見み出いだせない未来を、選ばねばならないのだから。

『教えてよ孝太郎っ、あたしっ、どうしたらいいのぉっ!?』

　早苗は孝太郎に飛び付き、答えを求めて訴えかける。どうしようもなくなった早苗が、最後に頼たよったのもやはり孝太郎だった。だからこそ、早苗は孝太郎を殺しかけている。良くも悪くも、早苗には孝太郎が必要なのだった。

「さ、早苗………」

　するとそんな早苗の声に応こたえ、孝太郎がその両目を開けた。孝太郎は意識を取り戻していたのだ。だがその口から漏もれる言葉は弱々しい。風か邪ぜをひいた時ですら、もう少し言葉に力があった。

『孝太郎っ!!　目が覚めたのっ!?』

「ああ………少し前からな………だから、事情は分かってる………」

　孝太郎が意識を取り戻したのはクランによる診断が終わった頃ころだ。だが苦痛が酷く、身体には力が入らなかったから、これまでは動かずにいた。しかし早苗の悲痛な叫さけびを聞いて、黙だまっていられなくなったのだ。

『孝太郎っ、あたしどうしたらいいっ？　孝太郎を殺すのはやだけど、記憶がなくなるのもやなんだよぉっ！』

　孝太郎なら答えを知っている筈。まるで子供が親なら何でも知っていると思い込んでいるかのように、早苗は孝太郎に問題の答えを求めた。

　―――早苗………それは、お前が決めなくては………。

　だがこの問題の答えを知っているのは孝太郎ではない。だから孝太郎は答えではなく、質問を早苗に返した。

「さ、早苗………お前はどういう未来が欲ほしい？」

　口を動かす僅かな間にも、孝太郎の顔は苦痛に歪ゆがむ。早苗は今も孝太郎から霊力を奪い続けている。孝太郎はシグナルティンの守りがあってなお、意識を保っているだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

『そんなの決まってるよっ！　これまで通りみんなでワイワイしてさっ、ごはん食べてゲームしてさっ！　それでパパとママにも会って！　あたしはそういう未来が良いいんだよぉっ!!』

　早苗の望みは決まっている。これまで通りの日々が続く事。そして両親にも会いたい。だが、どうやってもその望みが同時に叶かないそうもないから、早苗は泣いていたのだ。

「だったら………か、身体に戻れ、早苗………」

『それをしたら、記憶がなくなっちゃうんだよぉっ！　あたしっ、みんなの事が分かんなくなっちゃうっ！』

　早苗は首を横に振ふりながら、両目から大おお粒つぶの涙を零こぼす。この一年の想い出は、早苗にとっては何事にも換えられない大切なもの。そしてその大切な想い出を失い、続きが得られないのは耐たえ難がたい苦痛だった。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　だが孝太郎は首を横に振った。そして苦痛を必死に堪こらえながら、泣き続ける早苗に笑いかける。

『どうしてっ!?』

「か、仮に、お前の記憶がなくなっても、俺おれは………俺おれ達たちは、必ずお前の友達になってやる………これまで通りの未来になるように、して、やる、から………」

　早苗の記憶がなくなったとしても、これまで通りの未来を。

　早苗と友達になって、一〇六号室へ案内して、みんなでゲームをして食事をして。そうすれば記憶が戻らなくても、早苗の望む未来が続いていく筈だった。

『孝太郎………』

　孝太郎の答えは、早苗には思い付かなかったものだった。呆あつ気けに取られた早苗は、目を丸くして孝太郎の顔を見つめる。孝太郎は辛そうにしながらも笑っていた。

「そうだろう、みんな？」

　そうして孝太郎は成り行きを見守っていた一同に意見を求めた。

「そうじゃぞ早苗っ！　この期ごに及およんで、記憶を失なくしたぐらいでゲームから抜ぬけられると思うでないぞっ！　そなたには始めた戦いを最後まで全まつとうする義務があるのじゃ！」

　ティアがすぐに孝太郎の言葉に同調する。その内容は勝負に拘こだわるティアらしいものだったが、そこに込められた意思は早苗の求めるものと同じだった。

「早苗ちゃんっ、ラブラブハートの続き、ちゃんと一緒に見ようねっ！　早苗ちゃんが見忘れてそうな時期は、コス研の皆みなさんに頼たのんで、きちんと録画しておいて貰もらいますからぁっ！」

　ゆりかは早苗と同じように泣きながらそう訴えた。この一年、ゆりかと早苗はずっと一緒に魔ま法ほう少女のアニメを見続けていた。その最後の部分を、ゆりか一人だけで見るのは寂さびしかった。なんとしても、早苗と一緒に最後まで見届けたかったのだ。

「早苗、食べたいメニューがあったら聞いておこう。汝なんじが再び一〇六号室に来た時に備えて用意しておく」

　キリハは早苗の好きなメニューは知っている。早苗はハンバーグやカレーといった、子供や孝太郎が好きなメニューが好きだった。だがあえて早苗にメニューを尋たずねる。キリハも早苗との約束を持っておきたかったのだ。

「サナエ様、皆みな様さまの仰おつしやる通りです。なくなるのは記き憶おくだけ。わたくし達と出会った事が、消えてなくなる訳ではないのです」

「そうよ早苗ちゃんっ！　みんなが尻しり込ごみしてたら、私が無む理り矢や理りにでも話しかけるようにさせるから、安心してっ！」

　ルースと静しず香かも同じだった。その目に涙を滲ませながら、早苗の願いを叶えようと、孝太郎の意見を支持する。やはり二人も、早苗の事が大好きだったから。

『ホー、待ってるホー！』

『オイラ達も早苗ちゃんが大好きだホー！』

　埴はに輪わ達たちも陽気に口を挟はさむ。

「………あなた達は黙ってらっしゃい」

『モガモガ！』

『フガフゲ！』

　雰ふん囲い気きを乱しそうだったので、二体の埴輪はクランに口を塞ふさがれ、部屋の隅すみへと連れて行かれる。

　―――あの子を羨うらやましいと思うのは、わたくしが成長したからなのでしょうかね？

　クランは二体の埴輪を黙らせながら、優やさしげに目を細めて一同を見守っていた。

『ありがとう、みんな………』

　早苗は涙を拭ぬぐいながら微ほほ笑えんだ。早苗は皆からこんな風に言って貰えた事が嬉うれしくて仕方がなかった。そして近付く別れが悲しくてならなかった。だから、涙は何度拭ぬぐっても溢れ続けた。

『あたしも、みんなが大好きだよ………』

　早苗の身に危機が迫せまった事で初めて表面化した、六畳間の関係者に共通する想おもい。孝太郎と少女達は、誰もが互たがいを愛している。その愛し方は様々だろうが、愛しているという点においては、誰もが共通していた。そしてその事を今、この場に居る誰もが認にん識しきしていた。

『ティア、ゲームの続きには必ず参加するから』

「待っておるぞ」

　もはや誰が勝とうと関係ないかもしれない。もはや彼かれらの続けるゲームは、対外的な建前と、彼らを繋げる絆きずなの一つでしかないのだ。

『ゆりか、ラブラブハートのグッズ、あんたに貸しといてあげる』

「また会えたら、すぐに返しますからぁ」

『うん、おねがい』

　そして絆は一つではない。それぞれがそれぞれと、様々な方法で絆を築いていた。一緒に見続けたアニメですらそうだった。

『キリハ、あたし、あんたの一番得意な料理が食べたい』

「そんなものでいいのか？」

『うん。食べ慣れた物の方が、きっと口に合うと思うから』

「分かった。準備しておこう」

　早苗との別れに直面した時、誰もが気付いた。自分達は既に、互いの事をかけがえのない存在だと考えている事を。普ふ段だん通りの毎日が、そのまま続いてくれる事を祈いのっているのだという事を。

『ルース、静香、あたしが居なくなったら、孝太郎の事をお願いね？　あれで結構抜けてるからさ。意外と寂しがりだし』

「お任せ下さい、サナエ様」

「大家として、責任を持って承うけたまわるわ」

　そして誰もが祈り、待っている。

　早苗が再び一〇六号室へ帰ってくる日の事を。

『カラマちゃん、コラマちゃん、あたしも二人が大好きだよ。また一緒に遊ぼうね？』

『ホー！　やったホー！』

『嬉しいホー！　約束だホー！』

「だから、静かになさいっ」

『フゲゲゲ』

『モガッフ』

　一通り別れの挨あい拶さつを済ませた早苗は、最後に孝太郎の傍そばへやってきた。早苗は横になったままの孝太郎に一度しっかりと抱だき付ついてから、僅かに身体を離はなして孝太郎と向き合った。

『孝太郎、辛いのにごめんね、長く待たせちゃって………』

「お別れを手軽に、済ませるような、失礼な子に、育てた覚えは、ないぞ………」

『あたしだってないよ、そんなの』

　早苗は孝太郎に囁ささやきながら、両手で優しくその顔を撫でる。そうしていると早苗の心に今日までの出来事が走そう馬ま灯とうのように浮かんでは消えていく。

　出会ってすぐ、孝太郎と引っ越しの荷物を投げ合った。しかしゆりかが来て、孝太郎との争いはうやむやになった。そしてキリハやティアが次々と現れ、話はややこしくなり、みんなで一いつ緒しよに暮らすようになった。そこからは本当に色々な事があった。早苗がさらわれたり、ティアが演劇の台本を書いたり。地底人が攻せめてきた事もあった。孝太郎が居なくなって、すぐに帰ってきたりもした。

　早苗はそんな毎日が本当に楽しかった。孝太郎と出会った日からの一年は、毎日が輝かがやいていた。それを失うと考えただけで、身を裂さかれるほど悲しくなるくらいに。

『格調高い、大和やまと撫なで子しこな守しゆ護ご霊れいになるつもりだったもの』

「ちゃんと、なれたじゃないか」

　孝太郎は早苗には何度も助けられてきた。その霊れい能のう力りよくでも、その存在そのものにも。だから孝太郎にとっては、早苗は十分に格調高い守護霊だった。

『ううん。あたし、結局悪あく霊りようだった。こうして孝太郎を殺しかけてるもの』

「悪霊ってのは、そんな風に泣きながら笑ったりは、しないんだぞ」

　孝太郎の額には汗あせが滲んでいる。早苗はそれを拭ってやろうとしたが、幽ゆう霊れいの身体ではそれが出来ない。彼かの女じよは残念そうに眉まゆを寄せ、苦くし笑ようした。

『あはは、悪霊にもなり切れなかったみたい。結局、あたしは、あたしにしかなれないんだね？』

「そうだ。だが、なりたいお前になれ」

『………うん』

　これまで早苗は幽霊だった。その未来は閉ざされていたと言っていい。だが、早苗は自分の人生を取り戻す。なりたい職業に就く事が出来る。望めば家庭を持つ事も出来る。悪霊と守護霊以外の人生が、そこには広がっていた。

『そうだ、孝太郎。これ、返しとく』

「うん？」

『お守り。大事なやつなんでしょ？』

　早苗は普段首から下げていたお守りを外し、孝太郎の手に握にぎらせた。それはゴーストハンターに誘ゆう拐かいされて、悪霊に襲おそわれたあの日から、ずっと身に着けていた『家内安全』のお守りだった。

「これはお前にやったもんだ」

『かもしれないけど………これは持っていけないから』

　早苗は霊れい力りよくに還かん元げんされて身体に戻る。その時、お守りまでは霊力に還元されない。だから早苗はお守りを孝太郎に返したのだ。

『だから、また会えた時に渡してくれる？』

「約束だ」

『うん』

　孝太郎は早苗の手ごと、お守りを握り締しめる。孝太郎だって、早苗がいなくなるのは嫌いやだった。だからこの手は離したくなかった。だが、早苗が死んでしまうのはもっと嫌だった。たとえ記憶がなくなったとしても、早苗が幸せに生きているなら、寂しさは我が慢まんできる筈だった。だから孝太郎は、早苗の手だけを解放した。離さないのは、お守りと想い出だけで構わない。

『孝太郎、もう一つ約束して貰っても良い？』

　早苗はそう言いながら涙を拭った。ここでようやく涙が完全に拭い去られる。早苗の涙は止まっていた。

「いいぞ」

『もし………もしもだよ？　人間に戻ったあたしが、また………孝太郎の事を好きになったら、さ』

「ああ」

『あたしの事を、およ―――』

　もう一つだけ約束して欲しい事があった早苗。しかし彼女はそれを最後まで言う事はなかった。

「どうした？」

『やっぱり止やめとく』

　その代わり、早苗は笑った。

『こういう時にお願いするのは、とってもズルい気がするから………』

　この時の早苗の笑え顔がおは、特別なものでも何でもない、いつもの彼女の笑顔だった。

　けれどそれは、見守る誰だれの心にも、色濃く焼き付いたのだった。
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　幽霊の早苗と、彼女の本体との融ゆう合ごうは、孝太郎の診察と同じく『揺ゆり籠かご』で行われた。電源などの問題もあって、病室に機材を運び込むのが難しかったのだ。また、シグナルティンの傍の方がいいという保険の意味もあった。このあたりは、クランとルースが上う手まく一同を丸め込んだ格好だった。

「準備はいいか、早苗」

　キリハが最後の確かく認にんをすると、早苗は迷わず首を縦に振った。

『うん。本当はよくないけど、だらだらしてると孝太郎が危ないから、すぐにやっちゃって』

　早苗の本体は孝太郎の隣となりのベッドに寝ねかされていて、幽霊の早苗はその傍に置かれた大きなガラス製の筒に入っていた。ベッドとガラスの筒は多くのケーブルで繋つながれていて、その間には無骨な装置が置かれている。この装置が二人に分かれた早苗を一つに融合させてくれる。この装置も急ごしらえなので、デザインは洗練されたものではない。また大量のエネルギーを扱あつかうので、動作が不安定になりがちだった。

「姐あねさん、試運転は良好。霊れい子し力りよくジェネレーターは規定の出力を確保」

「ゆりかちゃん、手順は大丈夫っスか？」

「大丈夫だと思いますぅ」

　そしてその不安定な状態を安定させるのが、ゆりかの役割だった。早苗がガラスの筒の中で霊力に還元された時、漏れ出したり拡散したりするのを防ぐのだ。ゆりかに求められている役割は、極きわめて重要だった。

　装置はハンター達が操作していて、ゆりかはその傍で杖つえを構えている。彼らの準備は既に整っていた。

「分かった。それでは始めよう」

「了りよう解かい。ジェネレーター接続、コンバーター始動」

　キリハの合図で二人のハンター達が装置のコントロールパネルを慌ただしく操作し始める。それに伴ともない、装置の至る所で作動中を示すランプが点灯し、取り付けられたメーターが針を上下させ始めた。

「スタビライザー、制せい御ぎよ強度二十で安定動作中！　ゆりかちゃん、強度が六十五まで上がったあたりから頼むッス！」

「はいですぅ！」

　ゆりかは杖を握り締めながら、メーターの一つに注目する。そのメーターの針が半ばを過ぎたあたりからが、彼女の出番だった。

『それじゃね、みんな』

　ガラスの筒の中で、早苗が手を振る。そんな早苗の身体を、装置が作り出す黄色い光が取り巻いていった。

「早苗ちゃん、あとは任せて下さいっ！　早苗ちゃんは、絶対に守りますからぁっ！」

　ゆりかは杖を固く握り締め、堂々とそう宣言する。だが、その瞳ひとみはメーターを見つめたままだ。ゆりかは自分が今、どれだけ重要な役目を負っているのかを理解していた。

『ありがとう、ゆりか。頼むね？』

「はいぃっ！」

　早苗はゆりかを頼もしく思っている自分が少しだけ不思議で、しかしその何倍も嬉しかった。日ひ頃ごろ駄だ目めなゆりかだから、自分の為ために懸けん命めいになってくれている姿を見ていると、早苗は不思議な感動を覚えるのだ。

「早苗ちゃん、お別れは言わないわよ？」

「またお会いしましょう、サナエ様」

　ゆりかに続き、静香とルースが早苗に言葉をかけた。涙もろい二人だから、その頬ほおには涙がにじんでいる。二人は声を上げて泣きたい気持ちを抑おさえ、早苗に笑いかけていた。

『うん。絶対に会いに来て。あの子の中で、ずっと待ってるから』

　霊波が見える早苗だから、二人の気持ちは伝わっている。早苗も同じようにして笑いながら、二人に頷うなずき返した。

　ウウゥウゥゥゥゥゥゥンッ

　早苗を取り巻く光は装置の唸りと共に強くなり、やがて彼女の身体自体が発光し始める。早苗の身体が霊力へと還元され始めた証しよ拠うこだった。

「済まない早苗。十分な準備が出来なかった」

　キリハは申し訳なさそうにガラスの筒の中にいる早苗を見上げる。普段はあまり感情を見せないキリハだが、今は感情を隠そうとしない。それだけ真しん剣けんで、また、それだけ早苗を大切に想っているという事なのだ。

『仕方ないよ。キリハがいなかったら、ある日突とつ然ぜん消えたんだと思うし』

　早苗はキリハを責めるつもりはなかった。キリハが全力を尽くしてくれた事は分かっている。むしろキリハには感謝したいくらいだった。

『だから気にしないで。気にするのは、次会った時の献立ね？』

「そうしよう」

　そうやって二人が笑い合った時、キリハの隣にティアが歩み出た。

「サナエ」

　ティアの表情は悲しげだったが、その瞳には強い意思が輝いている。彼女はこの逆境にあっても、希望を捨てていないのだ。

「わらわには、自分が異星人である事に悩んでいた時期があった」

　ティアと孝太郎は異星人同士。普ふ通つうのカップル足り得ないという現実は、かつてのティアを苦しめていた。

「じゃが、わらわはそんな事は無理矢理にでも踏ふみ越こえる事に決めた。運命だなどという言葉で負け犬の自分を慰めるのは、皇女のするべき事ではないと悟さとったのじゃ」

『ティア………』

「じゃからそなたも幽霊や記憶などという運命を無理矢理に踏み越えて、あの部屋に戻もどって来くるがよい。わらわはあそこでそなたが帰るのを待っている」

　ティアは異星人。早苗は幽霊。二人の悩なやみは本質的には同じ物。だからティアは早苗に対して仲間意識を持っていた。そして自身と同じ道を歩んで欲しいと願っていたのだ。

『ありがとう。頑がん張ばってみるよ』

　早苗にとってもそれは同じだった。だからこの時のティアの言葉は、十分に早苗を勇気付けてくれていた。

「その意気じゃ」

『うん』

　そして二人の少女は笑い合う。丁度その時だった。

「いくよっ、エンサイクロペディアッ！　エナジースタビライザー・モディファー・エフェクティブタイムフォータイムスッ！」

　杖を構えたゆりかが魔法の詠えい唱しようを開始する。装置のメーターの針が、制御が不安定になる領域に差し掛かかったのだ。

　この頃ころになると、早苗の身体の発光は強くなり、その輪りん郭かくが薄うすれ始めていた。既すでに身体の大部分が、霊力に変換されていたのだ。だが早苗に苦痛はない。装置とゆりかの力が、早苗の事を最大限に守っていたのだ。

『孝太郎、もう時間みたい』

「………あっという間だったな、この一年」

　孝太郎は何とか身体を起こし、早苗と向かい合う。

『うん、楽しかった。最初はどうなる事かと思ったけど』

　孝太郎と早苗の脳裏に、出会った日の事が思い出される。

　孝太郎が部屋に戻ったら、そこには早苗がいて。早苗が勝手に入り込んだと勘かん違ちがいした孝太郎が外につまみ出して。そこから先は滅茶苦茶だった。

　それはまるで昨日の事のように鮮やかに思い出す事が出来る。それぐらい、印象的な出会いだった。

『またああいう一年になるといいけど』

「なるに、決まってる、だろう？」

　孝太郎は苦痛を堪こらえながら早苗に笑いかけた。早苗が本体へ融合し始めているからか、孝太郎の苦痛は少しずつ薄れている。ありがたい事だが、それは同時に早苗との別れが近い事を意味していた。もう少しだけ、そんな風に思ってしまうのは、絆の大きさ故だろう。

『うん、信じてる。だから絶対に会いに来て………』

「ああ」

　孝太郎が頷くのと同時に、これまでずっと泣かないように我慢していた早苗の瞳から涙なみだが零こぼれ落おちる。早苗も感じているのだ。もう殆ほとんど時間が残されていない事を。早苗が今の早苗のままでいられる時間が、終わろうとしている事を。

『みんな、今日までありがとう。そして―――』

　やがて、その時が訪れる。光が強まり、全すべてが真っ白い光の中へ溶とけていく。

『大好きだよ、孝太郎………』

　その光の中で早苗が最後に想っていたのは、光が与えてくれるぬくもりよりも孝太郎の背中の方があったかかったな、という事だった。










　霊力に還元された早苗は、ゆりかの魔法に守られながら、キリハの装置の回路を駆け抜ぬけていった。だがこの時の早苗の主観では、真っ白い空間をただ真まっ直すぐ飛んでいるような感覚だった。そしてその果てに、本来の自分が待っている。早苗は重力に引かれて飛ぶ流星のように、真っ直ぐにそこを目指していた。

　早苗が白い空間を幾いくらか進んだ頃。飛び続ける彼女の周りに、次々と映像が浮かび始めた。それらは全て、孝太郎達たちとの想い出だった。

　―――いろんな事があったんだな………。

　白かった空間は、あっという間に多くの想い出で埋うめ尽くされる。それはまるでレイアウトを無視して雑然と写真を張り付けたアルバムのようだった。

『もっとラブな感じで！』

『だからそれはどんなんだ？』

　早苗が映像に意識を向ければ、その時の事が感覚を伴って思い出される。そこに浮うかんでいる映像の一つ一つが、早苗にとってかけがえのない宝物だった。

　―――あれ？

　だがある時から、意識を向けても何も思い出す事が出来ない映像が混じり始めた。その映像にも早苗自身の姿があるというのに。

　―――もしかしてっ、記き憶おくがなくなるって、これの事っ!?

　内容を思い出す事が出来なくなった映像は、まるで砂で作った山のように崩れて消えていく。そして早苗は映像が崩れて消える度たびに喪失感を覚える。崩れ去ったものが、崩れてはいけない物であった事を、彼女は知っているのだ。

　―――やだぁっ、やだやだぁっ、返してぇっ！　それは大事な物なのっ！

　次々と崩れていく想い出達たち。早苗は残っている想い出に手を伸のばして、必死に捕まえようとする。せめて一つだけでもと、その一心だった。

　―――なんでぇっ、どうしてぇっ!?

　しかし想い出はどれも指の間をすり抜けて行ってしまう。そうしていく間にも、次々と想い出は崩れ、消えていった。

　―――消えないでよぉっ、みんながわかんなくなっちゃうよぉっ!!　ずっと一緒にいてよぉっ!!

　早苗は想い出の中の孝太郎に手を伸ばす。だが、その想い出も崩れて消えていく。今の早苗に残された想い出はほんの僅わずかだった。あれだけ沢たく山さんあった想い出も、今はもう数えられるぐらいしか残されていない。周囲は再び白い空間に戻りつつあった。そしてその現実が、早苗を恐きよう怖ふさせる。自分が自分でなくなる感覚。それは死ぬよりも恐ろしい恐怖だった。

　―――こんなのやだぁっ、助けてぇっ、孝太郎っ、孝太郎ぉっ!!

　消えていく想い出を、心に刻み込もうとするかのように、早苗は何度も孝太郎の名前を呼ぶ。もはや彼女が思い出せる六畳じよう間まの住人は孝太郎一人きり。だが、その姿さえもうはっきりとは思い出せなかった。そして目の前に残っていた最後の想い出が崩れ始める。

　―――いやあああぁああぁぁぁぁあぁぁぁぁぁっ!!

　早苗は絶ぜつ叫きようした。想い出の喪失は、早苗の内なる世界の崩壊を意味する。それは耐たえ難がたい恐怖だった。

　そんな時。

『………』

　早苗の耳に、誰かの声が届いた。

　―――えっ………だ、誰っ………？

　それはどこか懐かしさを感じさせる声だった。そして不思議と気持ちの落ち着く優やさしい声。だがそれは、早苗がこれまで聞いた事のない声だった。早苗はその声の主を求めて、あたりを見回した。

『………』

　声の主を見付ける前に、再び声が届く。

　―――大丈夫？　大丈夫って、どういう事っ!?

　聞こえてきたのは怯える早苗を勇気付ける言葉だった。そしてその言葉が聞こえた時から、不思議と早苗の恐怖は薄らいでいた。

　―――あっ!?

　そして何度目かに早苗が首を巡めぐらせた時だった。早苗の進行方向上、そのずっと先に、赤く輝く光があった。それはまるで昇ってくる朝日を思わせるような優しい光だった。

　―――誰かいる………あれは………？

　その光の中心に、一人の少女がいた。

　早苗はその少女の顔を見た瞬しゆん間かん、知っている人間のような気がした。だが、早苗にはこの少女と会った記憶はない。声同様に、覚えのない人物だった。それは記憶が消えてしまったからなのか、それとも最初から知らないだけなのか、今の早苗にはその区別はつかなかった。

　少女は胸の前で両手を組み合わせ、祈いのるような仕草をしている。着ている物は着物や巫女の装束に近いものだが、日本のそれとは違ちがう、どこか異国情緒の漂う独特のデザインだった。その衣装以上に目を引くのが彼女の髪かみだろう。髪は純白なのだが、時折そこに色しき彩さいが躍おどり、虹色に輝くのだ。

　そしてそんな少女の周りを、宙に浮かんだ幾つかの球体が取り囲んでいる。球体はどれもバレーボールほどの大きさで、ガラスに似た透き通った素材で出来ていた。そしてその一つ一つが、それぞれ別の色で輝いている。それを見た早苗は、小学校の頃に使っていた十二色セットの絵の具を思い出した。数は若干少ないようだが、ちょうど絵の具のセットを思わせるような、鮮やかな色ばかりが宙を舞っていたのだ。

　―――ねぇ、大丈夫って、どういう事？

　早苗はその不思議な少女に向かって呼び掛ける。早苗は少女の奇き妙みような外見より、今は自身の未来の方が気になっていた。

『………』

　少女は早苗に応こたえて口を動かしたが、遠過ぎて声は届かない。だが、その意思は直接早苗の心に飛び込んできた。

　―――集積型の霊基構造に記録された情報の読み出しには複数のアプローチが………って、そんな言い方じゃ全然分かんないよぉっ！　もっと簡単に言ってっ！

『………』

　早苗の求めに応じ、少女は至極簡単な表現を使った。

　―――らぶ・いず・おーる？　うん、それなら分かる。でも、そんなの最初から知ってるもんっ！

　残念ながら、早苗に分かる言葉では、少女にも明快な説明が出来なかった。結局、早苗は少女が大だい丈じよう夫ぶだと言った理由が分からないままだった。けれどその少女とのやりとりは、不思議と早苗の気持ちを和らげ、恐怖を弱めてくれた。どんな状じよう況きようでも、話し相手がいるというのは心強いものだった。

　―――でもありがとね？　あんたのおかげで、なんだかちょっと楽になった。

　早苗が礼を言うと、楽しそうに笑っている感情が返ってくる。その優しげな感情を感じて気持ちが落ち着いた早苗は、ようやく少女が何者であるのかが気になり始めた。

　―――ところでさ、あんただぁれ？　新手の幽霊か何か？

　この時の早苗には、相手の正体を知りたいという明確な意図があった訳ではない。世間話の一つぐらいのニュアンスだった。

『………』

　だがそんな質問に対して返って来た答えは、早苗の想像を遥かに超こえるものだった。

　―――六畳間の侵しん略りやく者しや!?　それも最初で最後のってっ!?　ちょっ、ちょっと待ってよぉっ、それって一体どういう意味っ!?　ねぇっ、ちょっとぉっ!!

　孝太郎達との記憶が殆ど消えかけていても、それがどれだけ奇妙な言葉なのかは早苗にも分かった。詳くわしい説明を求め、早苗は声を張り上げる。

　しかしそれに対する答えが届く前に、早苗は白い空間を対岸まで渡り切ってしまった。すると僅かに残っていた記憶も完全に失われ、彼かの女じよの意識はその空間の向こう側にあるものへと溶けていく。早苗の恐怖が薄れていたおかげで、それらは非常にスムーズに進行していった。

『………』

　早苗の様子を最後まで見届けると、不思議な少女は再び小さく微ほほ笑えんで、その空間を去っていった。これ以上の助力は必要ない。受けた干渉を補正するだけの干渉に留めるべきなのだ。後は早苗達たち次第。必要以上の過度の干渉は、決してよい結果を生まない事を、彼女はよく知っていた。




　こうして早苗は多くの困難を乗り越え、無事に本体との融合を果たしたのだった。







編入生・東本願早苗　四月五日（月）







　東ひがし本ほん願がん早さ苗なえという生徒は、元々孝こう太た郎ろう達たちと同じ一年Ａ組に在籍していた。しかし入学式を迎える前の時点で持病が悪化し、吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうに通えない事が明確になった。おかげで出席簿からも名前は削除され、その存在は教師達が知るのみとなっていた。

　だが最近になって彼女は病状が回復し、吉祥春風高校へ通えるようになった。そこで学力到達度の検査を行ったところ、一年生のうちに習得すべき学力を十分に備えている事が分かった。そんな訳で彼女は留年する事もなく、本来予定されていた通りに孝太郎達と同じクラスに編入されたのだった。

「………という訳でぇ、早苗さんは無事に我わがクラスへ戻ってくる事が出来ました。みんな、仲良くしてあげてね？」

　事情の説明を終えた担任がそう言ってにっこりと微笑んだ瞬間、教室は興奮の渦に包まれた。

『うおおおおおおおおっ!!　また可か愛わいい子がきたあぁあぁあぁあぁぁぁぁっ!!』

　その興奮は大半が男子生徒によるものだった。東本願早苗という少女は、長い間入院生活を送っていた為に、小柄で線が細く儚げな印象があった。クラスにはこれまでそのようなタイプの少女はいなかったので、男達は彼女の登場に気持ちを大きく昂たかぶらせていた。

「え、えと、東本願早苗です。よろしくお願いします」

　そんな男達に面食らいながらも、早苗は丁寧に頭を下げた。東本願家は、古くから続く神社を守ってきた伝統ある名家。礼儀作法は自然と身に付いていた。

「か、かわいい！」

「ウチの女子とは違うタイプ！」

「これは期待が高まるぅっ！」

　そんな控え目で落ち着きのある早苗の様子に、男子生徒の興奮は更さらに高まる。だが男子生徒達の興奮とは裏腹に、女子生徒達は彼らに冷ややかな視線を送っていた。

「ほんと失礼しちゃうわよねっ！」

「まったくぅ、転校生とか編入生が来る度たびにこうなんだからっ」

「新しい女の子なら何でも良いいのよ。少し前の真ま希きちゃんフィーバーと同じでしょ」

　早苗がやってきた代償に、どうやら男子生徒と女子生徒の間には、大きな亀裂が入ったようだった。

「はーい、みんな落ち着いてー」

　早苗の挨あい拶さつが終わったのを見計らい、担任の女教師が両手を打ち鳴らしてクラスの鎮静化を図はかる。そしてクラスの視線が自分に戻るのを待って、彼女は再び口を開いた。

「さっきも言ったように早苗さんは退院したばかり。この学校には不慣れでしょうし、体力的な問題もあるわ。そこで男女から一人ずつ、早苗さんのサポートメンバーを決めようと思いまーす！」

　ずっと入院生活を送っていた早苗は、吉祥春風高校の事を知らない。本来は一年のうちに受ける筈はずの説明などもされていないのだ。教室の場所も、高校にまつわるルールも、殆ど何も知らない状態だった。

　また、長い間ベッドの上で生活していた早苗は体力的な問題も抱かかえていた。退院から僅かな時間しか経たっていない彼女は、まだ低下した体力が回復していなかった。階段を上るだけで少し息切れをしてしまう状況なのだ。

　この両方の意味から、担任の教師は早苗の生活にはサポートが必要だと考えていた。

「えーと、誰だれに頼もうかなぁ………」

　女教師はクラスの顔かお触ぶれを順番に眺ながめていく。すると一部の男子生徒が熱烈なアピールを開始した。

「はいはいはいっ！　男の方は俺おれがやるっ！」

「馬ば鹿か野や郎ろうっ、早苗ちゃんのお世話は俺がするっ！」

「着替えとかっ、トイレとかっ、手取り足取りお世話させて頂きますっ!!」

　しかし女教師はそんな男子生徒達の懸けん命めいなアピールをあっさりと無視した。

「そうねぇ………うんっ、里さと見み君っ、お願いね？」

「俺っすか？」

　急に話が回ってきた孝太郎は目を丸くする。そんな孝太郎に、女教師はにこやかに頷いた。

「そうよ。こっちから見てるとね、よく分かるの。ある程度力持ちの子の中で、一番落ち着いて座すわってるのが君だったから。駄だ目めかしら？」

　クラスの男女が少なからず動どう揺ようする中、比ひ較かく的てき普ふ段だん通りにしていたのが孝太郎だった。孝太郎は身体からだが大きく腕わん力りよくもあったので、女教師は適任だと考えていた。

「駄目です!!」

「何で裏切り者の孝太郎なんスかっ!?」

「先生っ、こういう時こそ、俺おれ達たちに美お味いしい役目を回してくれてもいいじゃないっスか!!」

　もちろん男子生徒達からは不満が噴出。

「任せて安心の青あお騎き士し様か」

「んー、まあ、里見君ならＯＫか」

「同じバカでも、その辺のに任せるよりは百倍安心よね」

　女子生徒達の反応は概ね肯こう定てい的てきだった。

　そして当の孝太郎はというと、もちろん早苗の世話をする事に異論はなかった。

「分かりました、頑張ります」

　孝太郎は女教師の要よう請せいに同意し、大きく頷うなずいた。

「ありがとう、里見君」

　担任の女教師は孝太郎が頷くのを見て笑え顔がおを作ると、再びクラスを見回し始める。

「それじゃあ女の子は………えっと、そうね、藍あい華かさんにお願いしようかしら」

　女教師の目に留まったのは、藍華真希だった。

「藍華さんも元は転入生だし、早苗さんが苦労しそうな事の想像がつくと思うの。やって貰もらえるかしら？」

　この人選は真希が転入生であったというだけでなく、孝太郎とも仲が良い事が考慮されている。女教師はサポートメンバーのチームワークも、早苗の円滑な学校生活には必要な事だと考えていた。

「構いませんよ。どうせ手伝う事にはなったでしょうから」

　真希は笑顔で請け負った。女教師の考えている通り、真希は孝太郎と仲が良い。頼たのまれなくても、恐おそらく真希は孝太郎を手伝っていただろう。だが、その動機は純じゆん粋すいに好意だけから来るものだけではなかった。

　―――よし………これで里見君の状況が少し分かるかもしれない………。

　真希は一〇六号室に何かの変化が起こった事を察知していた。そして孝太郎がいつも連れていた幽ゆう霊れいが、生身の身体を備えて姿を現した。一〇六号室の力を狙ねらうダークネスレインボゥの幹部としては、見過ごせない状況だった。

「助かるよ、藍華さん」

　孝太郎は真希が単純に手助けしてくれるものと思い込んでいるので、特に疑う事もなく呑のん気きに彼女に笑いかけた。孝太郎も早苗の世話係は元転入生の真希が適任だろうと思っていたので、心強かった。

「私の手助けは高いですよ、里見君」

「俺が頼んだんじゃないのに？」

「ふふっ、今回はツケでいいですよ」

　真希は笑顔で応える。実はこの時既すでに、真希の頭の中からはダークネスレインボゥの都合はどこかへ追いやられていた。今の真希にとって、ダークネスレインボゥ云うん々ぬんはただの言い訳に過ぎない。真希は立場からも、性格からも、動機が百パーセント好意であると認めたくないだけなのだ。そんな少しひねくれた性格の持ち主、それが藍華真希という少女なのだった。

「それじゃあ早苗さん、席に着いてくれるかな？　あなたの席は今の二人の間よ」

　サポートメンバーの人選も済み、用件は一通り片付いた。担任の女教師は、後の事は生徒達に任せるつもりだった。

「はい」

　早苗はこくりと頷くと、孝太郎達の方へ歩いてくる。

　―――早苗………。

　その時の頷き方が記憶の中の少女と全く同じだったので、孝太郎は懐かしい気持ちになる。だが、近付いてくる早苗は孝太郎の知る早苗ではない。

「あの、初めまして。里見さん、藍華さん、これからよろしくね？」

　結局、早苗の記憶は戻もどらなかった。










　二つに分かれていた早苗が一人の人間に戻ってから、およそ二週間の時間が経過していた。その間ずっと、孝太郎と少女達は、早苗が一〇六号室へやってくるのを待っていた。しかし新学期が始まる今日に至るまで、結局早苗は姿を見せなかった。

　追つい跡せき調査にあたっていたゴーストハンター達の報告によると、目覚めた早苗には幽霊だった早苗の記憶が受うけ継つがれた形跡はなく、完全にもう一人の早苗のまま目を覚ましたという話だった。

　六畳間の関係者は、早苗の記憶がなくなると分かってはいても、もしかしてという期待が捨てられずにいた。少しだけで構わないから、六畳間にいた早苗の片鱗を残していてくれないものかと思っていたのだ。

　だが、その期待は裏切られた。

　早苗は六畳間での記憶を全すべて失い、何の変哲もない普ふ通つうの少女として、孝太郎達たちの前に姿を現したのだった。










　休み時間、真希が早苗を案内したのは女子トイレだった。

「ここが女子トイレ。別のフロアも同じ位置にあるから」

「ありがとう。覚えておく」

　学校で生活する上で、緊きん急きゆうで必要になるケースが多いのがトイレという場所だ。他はのんびり探せばいいが、ここはそういう訳にはいかない。ここへ最初に案内したのは、転入生だった真希ならではの気遣いと言えるだろう。

　そしてもう一つ先にトイレを案内しておきたい理由があった。それはもうすぐ孝太郎が戻ってきてしまうからだった。彼かの女じよ達たちぐらいの年代だと、男性が傍そばにいる時は、トイレは案内する方もされる方も気まずい。だから真希は孝太郎が不在の間に、ここの案内を済ませておきたかったのだ。

　続いて真希は水飲み場や視聴覚室など、二年Ａ組のすぐ近くにある施設や教室を順番に案内した。休み時間は短いので、真希は今の段階ではその程度の案内に留めておいた。

「おーい、貰ってきたぞー」

　真希が一通り近場の案内を終えた時、両手で段ボール箱を抱えた孝太郎が、廊下に姿を現した。孝太郎は下の階から階段で昇ってきた所で、二人の姿を見付けると笑顔で駆かけ寄よってきた。

「御苦労様、里見君」

「ありがとう、里見さん」

　真希と早苗も笑顔で孝太郎を迎える。二人が孝太郎に労ねぎらいの言葉をかけるのには訳がある。実は孝太郎はこの時、早苗に代わって彼女の為ための教材を取りに行っていたのだ。

　早苗は本来一年生の時に貰っている筈の教材を持っていない。社会科の地図や、音楽で使う楽器などがそれだ。一年生の時から継続して使われる教材は少なくないので、かなりの量になる。そこで力のある孝太郎の出番、という事になったのだ。

「二人で何してたんだ？」

「近場を案内していたんです」

「まだ右も左も分からないから」

「もちろん最初だからタダでですよ？」

「おい、早苗さんはずっとタダにしろよ」

「いいですよ。その分を里見君が払はらってくれるなら」

「払うかっ！」

「だからツケでいいですってば」

　真希は孝太郎からお金を取る取らないという話をしながらも、孝太郎の段ボール箱から突き出ていたバドミントンのラケットと辞書を一冊取り出した。ラケットは孝太郎の視界を塞ふさいでいて、辞書はバランスが悪くて滑り落ちそうになっていたのだ。

「金に汚きたない奴やつめ」

「ふふ、お金の縁えんって絶対に切れないから大好きです」

「………もしかして、二人は恋こい人びと同士？」

　不意に早苗が口にした、そんな一言。すると孝太郎と真希は、全く同時に目を丸くした。そして二人は同時に早苗の言葉を否定する。

「俺が!?　藍華さんと!?」

「私が!?　里見君とっ!?」

『ないないっ、そんなの絶対にないって』

　前半は違う言葉を口にした二人だが、後半の言葉は綺麗に重なっていた。

「そう………なの？」

　早苗は不思議そうに首を傾かしげる。この時の二人のやりとりは、早苗には恋人同士のそれにしか見えなかったのだ。

　二人は憎まれ口を叩たたき合いながらも、どこかさり気ない気遣いがあった。そしてぴったり合っている呼吸。どれも普通のクラスメイトにはない空気だった。

　また、それ以外にももう一つ、早苗が二人の関係を恋人同士だと考えた訳があった。それは最近になって早苗に芽生えた、ある不思議な力が原因だった。

　―――おかしいな、この感じだと、恋人同士の筈なんだけど………？

　早苗はおよそ半月前、長年抱えてきた原因不明の病気から突とつ然ぜん回復した。その反動からか、早苗には奇妙なものが見えるようになった。人間の身体を白く輝くもやのようなものが取り巻いているのが見えるようになったのだ。

　早苗は最初、それを病気の後こう遺い症しようだと思った。医師に相談すると、病気が長かったので色々な原因が考えられるから、少し経過を見ようと言われた。だから早苗はすっかり病気の後遺症のつもりでいたのだが、数日が過ぎた頃ころ、早苗は自分の意思でもやを見るかどうかをコントロールできる事に気が付いた。

　それ以降、早苗はその力を使って多くの人々を観察してきた。それは病み上がりであまり体が動かせない彼女にはうってつけの暇ひま潰しだった。その結果、早苗には自分が見ているもやが命や心と密接に関かかわるものだという事が分かってきた。

　もやは若い人間の方が濃く、歳としを取るにつれて薄うすくなっていく。また、強い感情と共に濃くなり、落ち着くと弱まる。また、このもやには注意を向けているものを取り巻く性質があった。格かく闘とう技ぎやスポーツを見ているとよく分かる。もやが取り巻いている場所に、パンチやボールが当たるのだ。

　人間が注意を向けているものを、もやが取り巻くという性質が、間接的に早苗に人間関係を教えてくれた。例えば恋人同士や親子ならば、それぞれのもやが常に相手の事を濃密に取り巻いている。そして孝太郎と真希はそういう状態にあったから、早苗は恋人同士だろうと考えたのだ。

　―――もやが見えるようになって日が浅いし、もしかしたら何か違いがあるのかもしれないな………。

　早苗はそれ以上深くは考えなかった。

　もやを見る力は元々奇き妙みようなものだし、分かっていない事も多い。例えば時々、誰もいない筈の場所にもやが集中しているのが見えたりする。この時点で明確に結論が出せるほど、早苗は明確にこの力を理解している訳ではなかった。

　それに今の早苗には、その力よりももっと気になる事があった。

「藍華さんを彼女にしたら絶対にお金がかかる」

「お金のかからない女の子なんていませんよぉ、もぅ………」

「根気よく探すからいい」

「………里見君、将来沢たく山さん稼かせぐって言ってくれればいいのに………ツケでいいって言ってるんですから………もぉ………」

「ん？　なんか言ったか？」

「なんでもありませんよー♪」

　軽口を叩き合いながら、孝太郎と真希は肩かたを並べて歩いていく。その後ろ姿を眺めていると、早苗は何な故ぜか孝太郎の背中から目が離せなくなる。

　―――なんでこんなに気になるんだろ………？

　そしてじっと眺めていると、早苗は孝太郎の背中に抱だき付つきたい衝しよう動どうに駆られる。気を抜ぬいていると、本当にそうしてしまいそうなほどだった。

　―――背中に一目惚れだなんて、聞いた事ないけど………。

　先さき程ほど孝太郎は、真希は恋人ではないと言っていた。だったら自分がそうなるのも悪くないかもしれない。そんな風に考えた早苗は、孝太郎の背中に抱き付いている自分の姿を夢想しつつ、ひっそりと胸を高鳴らせるのだった。







遠き日々　四月十二日（月）







　早さ苗なえが二年Ａ組にやってきてから一週間が過ぎた。その頃になると、早苗は既にクラスの一員として受け入れられ始めていた。

「早苗ちゃんのうちって、何をやってるの？」

「えと、うちは昔から続く神社の家で………だからパパは宮ぐう司じをやってるの」

「じゃあ、名家のお嬢じよう様さまなんだ!?」

「お嬢様っていうほどじゃ………そんなに有名な神社じゃないし………」

　クラスへやってきた当初は孝こう太た郎ろうや真ま希きとしか話さなかった早苗だが、時間の経過と共に様々な人間とコミュニケーションが取れるようになってきていた。おかげで休み時間になると、早苗の周りにはこうして人が集まるようになった。早苗の幼さを残した容姿と、純粋さを感じさせる性格が、多くの者達たちの保護欲をくすぐったようなのだ。

「早苗ちゃん、結局記き憶おくが戻りませんでしたねぇ………」

　多くの人間に囲まれている早苗の姿を眺めながら、ゆりかは誰にともなく呟つぶやいた。

　ゆりかの傍には六畳間の関係者達の姿があった。彼かれらは休み時間に集まって他愛ないお喋しやべりに興じていたのだが、近くに無関係の人間がいなくなった事で、その話題が自然と早苗の事へシフトしていた。

「済まない。我らの力が及およばなかった」

　キリハも早苗に視線を送りながら、悲しげに眉まゆを寄せる。キリハは長い間早苗の治ち療りように力を尽つくしてきたが、それでも早苗の記憶を守る事が出来なかった。客観的に見ればどうしようもない状じよう況きようなのだが、それでもキリハは強く責任を感じていた。だから恐らく、誰よりも強く早苗の記憶の回復を願っていたのは彼かの女じよだっただろう。

「キリハさんが責任を感じる事はないわよ。あなたがいなかったら、早苗ちゃんは助からなかったに違ちがいないんだから」

　落ち込むキリハを静しず香かが慰める。実際、早苗を救ったのはキリハだった。

　キリハがゴーストハンターから情報を引き出し、適切な判断で情報を伏せつつ、内々に治療法を開発していたからこそ、早苗は無事で済んだ。どれか一つでも判断が間ま違ちがっていたら、早苗は死んでいただろう。あるいは、早苗は孝太郎を殺していただろう。それぐらいギリギリの判断が必要とされていたのだ。

　だからキリハを称しよう賛さんする声こそあれ、責める声は一つもなかった。

「まだ記憶が戻らないと決まった訳ではない。悲しむには早い」

「わたくしもそう思います。まだたった三週間ではありませんか」

　他の面々に比べ、ティアとルースは幾いくらか前向きだった。彼女達も早苗の記憶が戻らない事を寂しく思っていたが、早苗の記憶は戻ると固く信じていた。その強い信念は、彼女達自身が選せん択たくした困難な生き方から生じてくるものだった。

「早苗ちゃんの記憶、戻りますかねぇ？」

「わらわ達がそれを信じずして何とする。このまま放置しては、あの時泣いていた早苗が浮かばれぬ」

「そうだな。少し弱気になっていた。目が覚めたぞ、ティア殿どの」

「うむ。結構」

「そうよね、何としても、早苗ちゃんには記憶を取り戻して貰わないと！」

「ユリカ様も協力して下さいませ」

「わかりましたぁっ！　不肖、虹にじ野のゆりか、粉骨砕身して励みますぅっ！」

　ティアの前向きな意志が周囲に広がり、一同の顔に笑顔が戻ってくる。ティアの指導者としての資質は、正しく開花し始めていた。

「でもでもぉ、具体的に何をすればいいんですかねぇ？」

　ゆりかが首を傾げる。幽霊時代の記憶を呼び覚ましたいのは分かるのだが、実際に何をすればいいのかはゆりかには分からなかった。

「電気を流したりぃ、薬を飲ませたりとかですかねぇ？」

「ゆりかちゃん、それは漫まん画がの読み過ぎよ」

　ゆりかのいささか過激なアイデアに、静香が苦く笑しようする。

「じゃあじゃあ、どうすればいいんですかぁ？」

「えっと………それは………」

　だが、その静香にしても、実際にどうすればいいのかは分からなかった。

「………これをしなきゃいけないって事はないさ」

　ゆりかの疑問に答えたのは、これまで黙だまって話を聞いていた孝太郎だった。

「それはどういう事じゃ、コータロー？」

　ゆりかに代わって、ティアが尋たずねる。すると孝太郎は少女達に向かって微ほほ笑えんだ。

「これまで通りで構わないんだ。早苗とお喋りをして、一いつ緒しよに馬ば鹿かをやって。そういった事があいつの記憶を呼び覚ますきっかけになるだろう」

　記憶を呼び戻そうというなら、似た環境に置いてやるしかない。似た環境の中に居るからこそ、同じ事があったと気付く事が出来るのだ。

「とはいっても、今は難しいな。もう少し、あいつの周囲が落ち着いてからだろう」

　孝太郎はそう言いながら早苗の方を示す。早苗は今もクラスメイト達に囲まれていて、孝太郎達と一緒にいる時間を持つ余よ裕ゆうはなかった。もう少し時間が経たって、クラスが落ち着きを取り戻した後になら、その為の時間を持つ事も出来る筈はずだった。

「それに、あいつの望みはそうやって暮らす事だったんだ。記憶があるかどうかなんて、実際はあまり関係ないんだよ」

　早苗の望みは、これまでのような毎日を送る事だった。だったら記憶があろうとなかろうと、そうやって暮らしていればいい。重要なのは、孝太郎達の方がその約束を守ってやる事―――孝太郎はそんな風に考えていた。

「里さと見みくーん、ちょっとー！」

　ちょうど孝太郎が説明を終えた所で、早苗の傍にいた真希が孝太郎を呼ぶ。

「なんだー!?」

　何か用事があるのだろうと、孝太郎は迷わずそちらへ近付いていく。

「………見事な、男よの………」

　離はなれていくその背中を眺ながめながら、ティアが孝太郎を称賛する。孝太郎は早苗を囲む輪に加わると、そこにいる者達と何事か言葉を交わし始めた。するとすぐに孝太郎と真希の顔に笑え顔がおが浮かび、早苗もそれに同調して笑い始める。早苗の笑顔は明るかった。

「自分が進むべき道を理解し、迷わず進んでいる。我らが来てからの日々が、あやつをそのように鍛え上げたのかもしれぬ。じゃが、しかし―――」

　早苗の望みも分かる。孝太郎がそれを叶かなえようとしているのも分かる。

　なのに、ティアの表情は暗い。まるで悲しいものでも見ているかのように、孝太郎の背中を見つめていた。

「しかしそれでも、早苗を求めない、か………」

　途と中ちゆうで切れたティアの言葉を継いだのはキリハだった。この時のキリハもまた、ティアと同じような表情で孝太郎を見つめていた。

「うむ………」

　そしてキリハの言葉は、ティアの想おもいを正確に言い当てていた。

「あやつは誰だれにでも優やさしい。伝説に語られる青あお騎き士し以上に、万人に等しく愛を注ぐ」

「殿でん下か………」

　ティアの言葉に反応して、ルースが僅わずかに目を細める。

　伝説に語られる青騎士以上に。

　この主従にとって、その言葉に込められた感情は計り知れない。

「そして決して見返りを求めぬ。多くの者にとってはそれで良いのかもしれぬ。騎士の博愛とは本来そういったものなのじゃからな」

　ティアの言葉は孝太郎を称賛するものの筈だった。だが何故かそこで、ティアの表情と声のトーンが更さらに一段落ちる。まるで悲しい物語を詠うたう詩人のようだった。

「じゃが………わらわ達のような、身近な者にまで何も求めぬのは、とても悲しい事じゃ………」

　ティアはそこで言葉を切ったが、実はその先には続きがあった。ティアは豊かな金きん髪ぱつを指先でいじりながら、その続きを胸の内で呟いた。

　―――特に女の身では、なおの事な………。

　好きになった相手には、必要とされたい。求められたい。それはいつの世でも、どこの星でも、普ふ遍へん的てきな願いだった。そしてティアは、孝太郎を囲む多くの少女達が、その事を感じているだろうと思っていた。しかし今はその事は重要ではない。ティアはその想いを頭の片かた隅すみに追いやると、話を続けた。

「あそこにいるのは、わらわ達の早苗でもあった筈の人間じゃ。なのに何故あやつは、早苗にわらわ達の早苗である事を求めない？　わらわには………あやつは自分さえ約束を果たしていれば、早苗が戻らずともよいと考えているように見える」

　重要なのはそこだった。ティアから見ると、孝太郎の行動はとても奇妙だった。

　孝太郎は早苗との約束を果たす事に並々ならぬ熱意を傾けている。だが、早苗の側が約束を果たす―――つまり、記憶を取り戻すかどうかにはさほど執しゆう着ちやくしていない。

　それでは関係が等価ではなく、孝太郎が早苗を必要としていないかのように見えてしまう。そこがティアには納なつ得とくできない。孝太郎がそんなに冷たい男だとも思えないのだ。

「あやつは何な故ぜ早苗との別れを諾だく々だくと受け入れる？　何故他人を求めようとせぬ？　何故戻もどって来いと乞わぬ？　一体何を恐れておるのじゃ、あやつは！」

　そこには何か理由がある筈だった。だがその理由が見えないから、ティアはやり場のない感情を抱かかえて苦しんでいた。怒る事も、許す事も、共感する事も出来ない。宙ぶらりんで、もどかしさだけが募っていた。

「我には一つ、思い当たる事がある」

　そんなティアの疑問に答えたのはキリハだった。

「本当か？」

「ああ。我の知る孝太郎の過去と、これまでの孝太郎の行動から、おおよそな」

　それは本来、軽々しく他人に話していい内容ではなかった。だが六畳間の少女達の多くが自分と同じ想いを抱えていると信じるから、キリハはあえて話す事に決めたのだ。

「ティア殿の言っている事は分かる。我もずっとそれが気になっていた。そしてどうしてゆりかだけがその例外なのか、という事も」

「ええっ、私ですかぁ？」

　ゆりかは驚おどろいて目を丸くする。ゆりかには、こういう真ま面じ目めな話に自分が絡からんでくるという事自体が想定外だった。

「孝太郎は誰にも要求しないが、ゆりかにだけは不思議と要求する。一緒に台本を書いたり、宿題をしたり、プロレス技わざの実験台にしたり。覚えはあるだろう？」

「………そういえばぁ………なーんか、痛い事や辛つらい事、面めん倒どうな事はみーんな私だったようなぁ………」

　ゆりかが口元に指を添そえながら考えてみると、確かに覚えがあった。孝太郎が面白半分で何かを始める時は、決まってその相手に選ばれるのはゆりかなのだ。先日のプロレス技などがその好例だった。

「でもでもぉ、それってぇ、単に私が里見さんにいじめられてるだけじゃないですかねぇ？　大事にされてないって言うかぁ。あっ、あと、ごはんたかったりするから！」

　ゆりかはそれを罰ゲームぐらいに考えていた。怒られそうな事なら、常に複数心当たりがあったから。

「我も最初はそう考えていた。だが………最近になって孝太郎の過去を改めて考え直してみた時、ゆりかだけが特別である理由が分かった気がしたのだ」

　キリハが知っている孝太郎の過去と、キィが知っているおにいちゃんの行動を突き合わせると、別の理由が浮かび上がってくる。キリハは最近になってその事に気が付いた。

「里見君の過去？　そういえば、里見君ってあんまり自分の事って喋らないわよね？」

　普ふ段だんはゴシップ好きの静香だが、茶化してはいけない領域は弁わきまえている。早苗と孝太郎に絡んだ話に関しては、彼女は常に真しん剣けんだった。この時もそうで、問題の解決に役立てばと、真面目に議論に参加していた。

「話さないのではない。話したくないのだ。何せ………母親が交通事故に遭あって目の前で死んで、家庭が崩壊しかかった話なのだからな」

「そっ………そんな………」

　ルースが息を呑のむ。キリハが語った孝太郎の過去は、ルースの想像していたものより遥はるかに壮絶なものだった。

「母親が死んだのは孝太郎が六歳の時だ。孝太郎が誤って車道に出て車に轢ひかれそうになり、母親がその身代わりとなった。………孝太郎は自分の不注意が原因で、目の前で母親が轢かれて即死するのを目撃したのだ」

　事故に関する詳しよう細さいな情報は、かつてのキリハの調査がもたらしたものだった。

　一〇六号室へやってきた当初、長期的な戦略を練る為ために集めた情報の中に、孝太郎の家庭環境に関する情報が含ふくまれていた。

　この情報は、触ふれない方が良い情報として処理された。年ねん齢れいも異なる事から、キリハの想い人との関連性も偶ぐう然ぜんとして片付けられていた。だが、孝太郎がキリハの想い人であると分かった今、それは孝太郎の行動を説明する情報として重要な意味を持ち始めた。

「そして母親の死をきっかけに、父親との関係がうまくいかなくなった。だから孝太郎の幼年期は孤こ独どくであったようだ。立ち直るきっかけは、賢けん治じと野球だったらしい」

「それで里見君はマッケンジー君と野球が大好きなのね………」

　静香はこの話を聞いて、孝太郎と賢治の不思議な関係に納得がいった。

　二人はお互たがいがどんなに酷ひどい悪戯いたずらをしても、翌日には何もなかったかのように許してしまう。心の深い所で信しん頼らいし合っているのだ。ゆりかとは少し事情が異なるが、賢治もまた孝太郎にとって例外的な存在と言えるだろう。その理由は、こんな所にあったのだ。

「喧けん嘩かが強いのもぉ、きっとその辺が理由だったんですねぇ………」

　今の時代、子供同士の取っ組み合いの喧嘩は殆ほとんどない。それが得意であった孝太郎が、どんな幼年期を送ってきたのかは想像に難かたくない。ゆりかはその事を考えると、胸が潰れそうな想いだった。

「ここからは我の推測なのだが………孝太郎は恐おそらく、自分が好きになった人間が、母親と同じくどこかへ去っていく事を恐れている。だから求めない。踏ふみ込まない」

　ティアが驚きに両目を大きく見開いた。

「まさか………いや、それなら確かに………」

「そして周囲の人間に可能な限り気を配る。自分の不注意が取り返しのつかない結果を引き起こさないように」

　このキリハの推測は、ティアにも納得のいくものだった。

　母親を失った経験が、孝太郎にそうさせる。本当に大切な人間が失われることを恐れるから、本当に大切な人間を作ろうとしない。そして母親の死の原因が自分の不注意であったから、強い意志で約束を守り、身近な人間は誰もが幸せな結末を迎えるように願う。

　孝太郎の行動原則は愛から出たものではなく、むしろその喪失が原因となっていた。そう考えると、全すべてのつじつまが合うのだった。

「じゃから、ゆりかだけが例外なのじゃなっ!?」

「そうだ。我らは地底人で、異星人で、幽ゆう霊れいだった。いずれは別れの時が来るのは明白。それで孝太郎は、我らから一歩引いた姿勢を取った」

　ティアとルースはいずれフォルトーゼへ帰る。

　キリハもいずれ地底に戻もどる。

　幽霊の早苗はいずれ成じよう仏ぶつする筈だった。

　静香は一時的な賃貸契約の相手であり、晴はる海みは持病を抱えている上に卒業は目前。どちらも卒業後には疎遠になる事が予想されていた。

　このように、孝太郎の周りの人間は、誰もが別れを約束された人々だったのだ。

「しかしゆりかは違う。孝太郎にとって、ゆりかだけはごく普ふ通つうの人間だった。一緒に高校生活を送り、共に卒業し、その後も関係が続いていく。孝太郎にとって、ゆりかだけはずっと身近にいる筈の存在だったのだ」

「そういえば、里見さんは―――」

　キリハの言葉を聞いて、ゆりかはかつての孝太郎の言葉を思い出した。

『勝手な話だろ？　俺おれはきっと、お前にただのクラスメイトでいて欲ほしかったんだ。ちょっと変わった趣しゆ味みを持っているだけの、ただのクラスメイトでさ』

　それは数ヶ月前、ゆりかと真希が戦った時の事だった。ゆりかが魔ま法ほう少女であると知った孝太郎は、そんな風に言っていたのだ。ゆりかは今のキリハの説明によって、ようやくあの時の孝太郎の真意を理解した。かつてのゆりかはその表層的な意味しか理解していなかったが、キリハのおかげでもう一歩深いところまで辿り着く事が出来た。

　―――里見さんは私が魔法少女だっていう事を信じないんじゃなかったんだっ！　私がコスプレイヤーだって、信じていたかったんだっ！　コスプレイヤーなら、ずっと友達のままでいられる筈だからっ!!　いなくなったりしない筈だからっ!!

　もちろん当初は単なる思い込みだっただろう。だが、ゆりかと仲良くなるにつれ、孝太郎は彼女がコスプレイヤーであって良かったと思うようになった。

　母親はある日突とつ然ぜんいなくなった。他の侵略者の少女達もいずれ一〇六号室を去る。けれどゆりかは変わった趣味を持っているだけの居候。多少だらしなかろうと、賢治との関係と同じように、ゆりかとの呑のん気きな毎日はずっと続いていく。続いて欲しい―――それが孝太郎の心の奥おく底そこに隠かくされた願望だったのだ。

　そしてゆりかはもう一つ気になる言葉を思い出していた。

『お前には、陽ひだまりと虹の方が、良く似合う』

　これは先さき程ほどの言葉と同じく、かつての孝太郎が口にしたものだった。ゆりかはこの言葉をずっと、彼女が戦いに向かないという意味だと思っていた。だが、キリハの話を聞いた後では、別の意味に思えてくる。

　―――じゃ、じゃあっ、里見さんが私の事を雑に扱ったり、意地悪をしたりするのは、本当は私の事を大事に思っているからで、そして………陽だまりや虹のように、思ってくれているからで………。

　家族を失って苦しんだ孝太郎にとっては、手のかかる妹も同然のゆりかは得え難がたい存在だった。キリハの言う通りであるなら、孝太郎はゆりかの世話を焼きながらも、その実ゆりかの存在に甘あまえていたのだ。多くの人間が、血の繋つながった家族に対しては強気で関わっていくように。

「じゃああのっ、それってっ、あのあのぉっ、もしかしてぇっ!?」

　そこでゆりかの思考が停止する。身体中の血液が沸騰し、顔が真っ赤になる。頭は真っ白で、何も考えられない。無理もないだろう。これまでのゆりかには、誰かから本当の意味で必要とされた経験がなかった。辛かろうじて師匠であるナナが、そうであったというぐらいだろう。そのナナにしても、ゆりかをずっと傍そばに置いておきたいとは考えなかった。ナナはいつも、ゆりかに危険だからと繰くり返かえし、自分から遠ざけようとしていた。そんなゆりかが、実は孝太郎がゆりかを必要としていると知った。しかもそれは表面的な意味ではなく、実に深い意味を含んでいる。また先日の早苗の治療の時には、孝太郎はゆりかの魔法少女としての手しゆ腕わんを信用してくれていた。

　つまりゆりかは自分でも知らず知らずのうちに、孝太郎が彼女を魔法少女だとは気付かないままに魔法少女としての手腕を高く評価させ、しかも同時にゆりかという一人の人間を必要だと感じさせる事に成功していたのだ。

　恐らく、最初の時点で孝太郎がゆりかを魔法少女だと信じていたら、こういう風にはならなかっただろう。必然と偶然が複雑に絡み合った結果、ゆりかは孝太郎にとって唯ゆい一いつの例外となった。

　それに気付いてしまった時点で、ゆりかは完全な思考停止状態に陥おちいった。自分がどれだけ恵まれた状態にあるのかを悟さとり、感情のコントロールがうまく出来なくなってしまっていた。

「サトミ様は、わたくし達がずっと共にあるとは思っておられないのですね………」

　頭をオーバーヒートさせて黙りこんでしまったゆりかをそのままにして、ルースが寂しげにそう呟いた。

　孝太郎とゆりかの関係は、裏を返せば孝太郎が他の少女達はいずれ居なくなると考えているという事を意味している。それはルースにとって酷く寂さびしい現実だった。

「そうだ。だから孝太郎は、早苗が我々の記憶をなくした現実を受け入れてしまう。何しろ、早苗とは別れる日が来るとずっと前から覚かく悟ごしていたのだからな」

「早苗ちゃんは大事だけど、お別れは最初から覚悟してた。だから記憶がなくなっても動じない。無理に戻したいとも考えない。なんだか………悲しいね、里見君………」

　静香も両親はなかったから、孝太郎の気持ちは分かる。一人で過ごす寂しさも、誰よりもよく知っている。静香にとってそういう孤独を埋うめてくれたのが孝太郎であり、侵しん略りやく者しやの少女達だった。だから孝太郎が最初から別れを覚悟しているというキリハの話は、静香にとって寂しいものだった。

「じゃが、それが分かっていればやりようはある」

　一同の気持ちは沈みかけていたのだが、ティアの瞳ひとみだけは強く輝かがやいていた。我わが道を進むと決めた彼女だから、この話を聞いても悲しむだけでは終わらなかった。

「コータローに、別れなど決して来ぬと信じさせればよい」

「どうやって？」

　静香も出来ればティアの言うようにしたい。静香が毎日を楽しく過ごせるようになったように、孝太郎にもそうなって欲しかった。しかしその方法が簡単には思い付かない。静香は孝太郎を目で追いながら頭を悩ませ続けた。だからティアには答えが分かっているというのなら、是ぜ非ひそれを教えて貰もらいたいと思っていた。

「キリハ、詳細は任せる。そなたなら分かっていよう」

　しかし実は、ティアにもその答えは分かっていなかった。ティアに分かっていた事は、キリハならば答えに辿たどり着ついているだろうという事だった。

「任されよう」

　キリハは小さく笑うと、きっぱりと頷うなずいた。

「………これをしなければいけないという事はない」

　そして彼かの女じよが口にしたのは、ついさっき孝太郎が言ったのと同じ言葉だった。キリハは孝太郎に関しても、早苗と同じ解決法で良いだろうと考えていた。

「これまで通りで構わない。孝太郎とお喋しやべりをして、一緒に馬鹿をやって。そういった事が孝太郎に我らはずっと共にあると信じさせるきっかけになるだろう」

　孝太郎が信じるまで、何度でも毎日を繰り返す。一年では足りなかったが、まだ時間はある。孝太郎に別れはこないと信じさせ、もし意に反して別れが近付いたとしても、手を取り合ってそれを払ふつ拭しよくする。力を合わせれば、絆きずなは守れると気付かせるのだ。

「ユリカ様のように？」

　ルースは目を細めると、未いまだに思考停止状態にあるゆりかを眺める。全員がゆりかのように孝太郎を困らせている姿を想像すると、ルースはおかしくて仕方がなかった。

「いや………必ずしもゆりかと同じやり方である必要はない。我らも我らなりに、孝太郎の心を侵しん略りやくしつつあるのだからな」

　答えは人の数だけある。ゆりかの方法だけが正解ではないのだ。

「私、侵略してるつもりはないんだけど」

　静香にもキリハの言いたい事は分かるのだが、自分まで侵略者の一人として扱われている事が奇き妙みように思えた。しかし決して悪い気はしない。そして自分達たちが孝太郎に届けなければいけないのは、そうした想いなのだと思うから。

『早苗さんならタダだけど、藍あい華かさんはお金を取るから………』

『ちょっと里見君っ、そういう言い方ってないんじゃないっ!?』

『その言い方だと、あたしは安い女の子だって言われてる気がするんだけど』

　侵略者の少女達の思惑を知らず、孝太郎は早苗達とお喋りを続けている。そんな孝太郎を眺めながら、ティアは口の端はを持ち上げた。

「ククク………そうしていつまでも呑気に笑っているがよい、サトミ・コータロー」

　そしてティアは両りよう腕うでを組んでふんぞり返り、上から目線の酷く高圧的な笑顔を作る。それは地球へやってきたばかりの頃ころの彼女を彷ほう彿ふつとさせる笑顔だった。

「我らの侵略がいずれ終わるだなどと、思い違いも甚だしい。見ておれよ、そなたが気付いた時には、もはや手遅れなのじゃ………ククククク………」

　しかしこの時のティアの感情が何に根差しているのかは誰もが分かっていたので、一年前とは違ちがって、彼女を止める者は誰もいなかった。










　この時、早さ苗なえの記き憶おくについて注意を払はらっていたのは孝こう太た郎ろう達たちだけではなかった。

『やはり記憶は戻らないみたいね………アハハハッ、チャンスだわ、遂に待っていた時がやってきたのよっ！』

　それは早苗や孝太郎達を付け狙ねらっていた女の悪あく霊りようだった。彼女は早苗を襲おそうタイミングを計る為に、これまでその記憶の動向を密かに窺うかがってきたのだ。

『あれだけ莫ばく大だいな霊れい力りよくを生み出す身体があれば、きっとワタシは現世で返り咲ける！　今度こそあの子を取り込んで、あの霊力と身体を手に入れてみせるわっ！』

　悪霊は早苗の巨大な霊力と、その霊力を生み出す身体を狙っていた。だが早苗が二つに分ぶん離りしていた頃は、それぞれに手を出す意味が殆どなかった。

　幽霊の早苗は、一〇六号室の霊的な守りが堅過ぎてまるで手が出せなかった。一〇六号室の外では早苗が一人になる時間が殆どないので、やはり手が出せなかった。

　早苗の本体に関しては、霊力の大半が切り離された影えい響きようで衰すい弱じやくが酷く、乗っ取ったところで霊力を生み出す道具としては使いようがなかった。あの状態では早苗の身体ごと死んでしまうリスクを背せ負おい込むだけだった。

　だが二つの早苗が一つになると、双そう方ほうの問題が解決した。早苗は一〇六号室から離はなれて霊的な守りが薄うすくなり、身体は健康を取り戻して莫大な霊力を生み出している。悪霊が狙うなら今しかなかった。もし早苗の記憶が戻れば、再び霊的な守りが強固なものになるかもしれない。また、早苗は融ゆう合ごうしたばかりなので、霊れい体たいの接合部分がまだ安定していない。その部分に入り込んでしまえば、早苗の身体を奪うばうのは決して難しくはない。ラストチャンスにして最高のチャンス。悪霊は、この機会を見逃すつもりはなかった。

『待ってて子こ猫ねこちゃんっ！　今度こそ、ワタシと一つになりましょうっ！』

　悪霊は憎ぞう悪おと嫉しつ妬とを昂たかぶらせ、残された僅かな霊力を激しく燃え上がらせる。

　彼女は先を考えていない。

　彼女自身も弱っていたから、この機会を逃せばどの道次のチャンスはない。だから残された全ての力を燃やし尽つくしてでも、彼女は早苗を手に入れなければならないのだ。その意味においても、これがラストチャンスだった。







らぶ・いず・おーる　四月十二日（月）







　早苗はゆっくりとした足取りで川沿いの遊歩道を歩いていた。退院したばかりの彼女だから、学校から帰宅する時には体力作りも兼ねてそこを歩くのが日課になっていた。

　もうすぐ日が沈むという時刻なので、早苗と同じく遊歩道を使って家路につく者は多い。そして早苗は、すれ違う人々の身体を包つつんでいるもやを眺ながめながら、物もの想おもいにふけっていた。

　―――あれは、どういう事なんだろうな………。

　物想いの内容は、そのもやについてだった。

　早苗は自分の意思の力で、人間を取り巻いている不思議なもやを見る事が出来る。もやは人間の意思に従って変化するので、早苗には何となくだが他人の感情を読み取る事が出来た。その事に絡んで、早苗には気になっている事があった。それは一部のクラスメイトが早苗に向けている、不思議な感情についてだった。

　早苗の属する二年Ａ組は、いきなりやってきた早苗に対しても友好的だった。全員が全員という訳ではないのだが、大半の者は早苗に好意的な感情を向けていた。だがその中に一握にぎり、少しだけ雰ふん囲い気きの違う好意を向けてくる一団があった。

　最初に気付いたのは孝太郎の感情だった。他とは雰囲気が違ったので、初め早苗は孝太郎が彼女の事を女の子として好きになってくれたのかと考えた。だが、その後も注意深く観察していると、同じような感情を向けてくる人間が他にもいる事が分かった。

　大人びた雰囲気の倉くら野の桐きり葉は。お姉さん肌の笠かさ置ぎ静しず香か。たんぽぽに似た、親しみやすい雰囲気の虹にじ野のゆりか。そして留学生だというティアとルースの二人組。孝太郎も合わせると、全部で六人の男女が早苗にその感情を向けていた。

　―――何であたしにもあの感情を向けるんだろう………？

　更さらによく観察してみると、その感情は六人の男女それぞれに対しても向けられていた。どうやらその感情は彼かれらの仲間内に対して向けられるもののようだった。だが、そうなるとその感情が早苗に向けられている理由が分からない。早苗にはこのクラスに来るまで彼らと面識はなかったので、仲間の一人のように思って貰える理由が見当たらなかった。

　そしてその感情自体も謎なぞだった。こうして町ですれ違う人間を見ていても、同じ感情を抱かかえている集団はいない。似ているものは、恋こい人びと同士や夫婦、親子などの家族、そしてスポーツのチームの抱えている感情だろう。だが、厳密にはそのどれとも違う。それらの全てを兼ね備えた感情とでも言えばいいのか、ともかく早苗には他に見た事がない種類の感情だった。

　―――でも、嫌いやじゃないな、あれ………。

　理由は分からない。どんな感情なのかも分からない。だが、早苗はその感情を向けられる事が嬉うれしく思えた。特にそれを強く感じるのは、やはり孝太郎の背中を見ている時だ。その時の早苗自身の感情こそが、六人組の感情と同じものなのだが、彼女はその事にはまだ気付かずにいる。だから彼女は答えを求め、今も周囲の人間のもやを眺めていたのだった。

「………あれ？」

　その時、早苗の目が何かを捉とらえる。遊歩道はこの先で鉄道の鉄橋の下を通るのだが、そこにある暗がりに、もやが渦を巻いていた。

「あれってなんなんだろう？」

　見えているのはもやだけで、そこに人間の姿はない。早苗は以前から、ごく稀まれにそうした奇妙なもやを見付ける事があった。

「今日はやけにはっきり見えるけど………」

　ただ、今日はその雰囲気がいつもと違っていた。いつも見かけるものはもっと曖あい昧まいで、文字通りの意味のもやだった。だが今目の前にあるものは、もっとはっきりとしている。そしてそこに渦巻いている感情も、はっきりと読み取る事が出来た。

　憎悪、嫉妬、恨み、怒いかり、嘆なげき、渇望。

　ありとあらゆる邪悪な感情が、そこで渦巻いている。それを感じた瞬しゆん間かん、早苗は思わず後ずさった。

　―――あれはなんなの!?　あの黒いのっ!!

　そうやって早苗が胸の内で悲鳴を上げた瞬間だった。その邪悪なもやが早苗を見た。もやには目がある訳ではないが、早苗には確かにもやが自分を見たと感じられた。

『待っていたわよおぉぉぉおぉぉぉぉっ！』

　どす黒い欲望にまみれた、歓喜の雄お叫たけびが響き渡る。その声が届いた瞬間、早苗は強い恐きよう怖ふに身を竦すくませた。だが、早苗の周りにいる人々が雄叫びに気付いた様子はない。その雄叫びは早苗にしか聞こえないものだった。

　―――逃げなくちゃっ！　あれはきっと、よくないものだっ！

　早苗の決断は早かった。

　だが病み上がりの彼女の身体は、決断ほどには素す早ばやく動いてはくれない。だから早苗は、遅々として進まない自分の足に焦りながら、その場から逃げだしたのだった。










　部活動を終えた孝太郎が家路についたのは、太陽の大半が沈んだ頃の事だった。晴はる海みの乗ったバスを見送った後、孝太郎は一人で家路についた。孝太郎達が通う吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうは小さな山の上にあるので、帰り道は長い下り坂になる。孝太郎は沈みかけの夕日が作る長い影を引きながら、その下り坂を足早に下りて行った。

　孝太郎が一人きりになるのは、こうして高校から下校する時間がほぼ唯一と言っていいだろう。

　朝は静香や賢けん治じと一いつ緒しよにころな荘そうを出て、途と中ちゆうでティアやキリハと合流する。ゆりかは多くの場合遅刻なので、僅わずかに遅おくれて教室で合流する事になる。そのまま半日過ごし、放課後はそれぞれの部活動や用事があったりするので、一いつ旦たんばらばらになる。彼らが再び顔を揃そろえるのは、夕食の前に一〇六号室でお茶を飲む時の事だ。そしてそれ以降は寝ねるまで少女達と一緒に過ごす事になる。

　従って、帰宅するまでの短い時間が、孝太郎の真のプライベートということにもなるだろう。だが侵略者の少女達がいないからといって、孝太郎が特別な事をするという訳ではない。それに孝太郎は自宅にいる侵略者の少女達を邪魔に思う訳でもない。強いて普ふ段だんとの違いを挙げるとすれば、ほんの少しだけ孝太郎の気が緩ゆるんでいる、という程度の話だった。

「………本当に、肩かた凝こりが治ってきたな………」

　孝太郎はぽつりとそう呟つぶやくと、肩を大きく回す。つい最近まで、孝太郎は肩凝りが酷かった。それは早苗が孝太郎に取り憑ついていたからだった。そしてその早苗は生身の身体を取り戻したので、孝太郎の肩凝りは治り始めた。今はもう、こうして腕を回してみないと感じない程度だった。

「こうして肩凝りが治るのと、早苗が毎日マッサージしてくれるのとではどっちが良かったのか………いや、早苗は両親と会えたんだ。どっちが良いいもないのか………」

　肩凝りが酷かった頃は、毎日早苗がマッサージしてくれていた。早苗が去った事で、肩凝りは治り、マッサージもなくなった。孝太郎はそれを寂しいと思っていたが、仕方のない事だとも思っていた。そしてそれを、喜ぶべきだとも。早苗は彼女が求めてやまなかった家族の下もとへ帰る事が出来たのだから。

　それに早苗は元々幽ゆう霊れいだった。そして普ふ通つうは、幽霊に待ち受けている結末は成じよう仏ぶつしかない。もし早苗が単なる幽霊であったなら、両親に再会できた時点で、彼女は成仏していたのだろう。それに比べれば、今の状じよう況きようの方がずっといい。早苗はあれほど会いたがっていた両親と一緒に暮らしているし、孝太郎は彼女が元気である事を知っている。

　あとは孝太郎達が早苗との約束を守りつつ、彼女の記憶が戻もどるのを待ちたいところなのだが、孝太郎としてはこれ以上は望み過ぎだと思っている。

　幽霊だった少女が、生身の身体で息を吹き返した。それだけでも、計り知れない奇蹟の上に成り立っている。これ以上の奇蹟は望めないというのが孝太郎の本音だった。

「早苗が元気に暮らしてる。それで十分だよな………」

　孝太郎の口から、僅かに本音が漏もれる。孝太郎の口から本音が漏れるのは、こうして一人きりの時だけだ。早苗の帰還を心待ちにしている少女達の前では、口が裂けても言えない事だった。

　この孝太郎の本音は少女達の想像していた通りのものだった。孝太郎は早苗が早苗として帰ってくる事までは望んでいない。だがそれは母親の死がもたらした人間関係それ自体に対する諦めの感情が原因であって、早苗にもう一つの奇蹟を望むのは望み過ぎだという考えは、諦めを覆い隠す為ための方便に過ぎなかった。

「いずれ慣れるだろうさ。俺おれもみんなも………」

　心底必要としたものが失われるのが恐ろしい。だから他人を積極的に求めない。そうすれば傷付かずに済む。しかし自分の周りで不幸になる人間があってはならない。かつての失敗を繰り返す訳にはいかないから。

　それらは母親の死が孝太郎にもたらした考え方で、人格上の大きな欠点だった。しかしその反面、その事が孝太郎の精神の強さを―――侵略者の少女達に言わせると、不必要なまでに―――高めている。だからこそ、容易には解決しない問題だった。

「ん？」

　そんな孝太郎が吉祥春風高校のある小さな山を一番下まで降り切った時の事だった。一人の少女が孝太郎の進行方向にある交差点を横切っていった。

「あれは………早苗か？」

　孝太郎の知っているものよりも僅かに大人びた、しかし小柄で幼さの残るその姿。ちょうど早苗の事を考えていたところだったので、孝太郎には遠目でもすぐにその姿の見分けがついた。

「どうしたんだろう？」

　早苗の進行方向は彼女の自宅とは反対だった。また、リハビリ中の筈はずの彼女が走って移動している。そして、彼女は何な故ぜかしきりに背後を気にしていた。この三つの条件が揃っていて、何事も起きていないと考えるほど、孝太郎は鈍感ではなかった。

「よし！」

　孝太郎はすぐに早苗を追って走り出した。早苗はその直後に角の向こうに消えてしまったが、孝太郎の足なら追い付くのは難しくない筈だった。










　早苗の呼吸と鼓動は、速くなる一方だった。遊歩道から今いる場所まではさほど距きよ離りがある訳ではないのだが、長い間入院していた彼女にとっては、その僅かな距離ですら大変な重労働だった。何度息をしても呼吸は楽にならず、心臓は酸素を身体中に送り出そうと躍やつ起きになっている。額には汗あせがにじみ、口は空気を求めて開きっぱなしだ。このままではそう遠くないうちに倒たおれてしまうのは明白だった。もちろんこの状況は彼女が足を止めれば解決する。だが、彼女にはそう出来ない事情があった。

「ま、まだ、追ってきてる!?」

　早苗は背後を見ながら、表情を更に歪ゆがませる。それは走り続ける苦痛から来るものではない。背後にいる存在へ向けられた、恐怖の感情だった。

『待ちなさぁい！　ワタシはアナタと仲良くなりたいだけなのよぉっ！』

　早苗の背後、夕日の作り出す暗がりの中に、何か得体の知れないものがいた。その何かは太陽の光が当たっている場所には出て来られないようで、ずっと暗がりを伝って早苗を追いかけてきていた。早苗はその得体の知れないものに捕まりたくなくて、必死に逃げ続けていたのだ。

「なんとかっ、逃げ切らないとっ！　も、もうすぐっ、日が暮れちゃうっ！」

　得体の知れない何かは、太陽の下もとには出て来られない。だから今の所は早苗がその何かに捕まる心配はなかった。だが、もう少ししたら完全に日が暮れてしまう。すると早苗の周りは全すべて暗くら闇やみに包まれる。するとその何かの手は早苗に届くようになる。そうなった時にどうなるのかは分からなかったが、早苗の本能がそれは危険だと告げていた。だから太陽が出ているうちに、なんとか逃げ切っておかなければならなかった。

『病み上がりでそんな無理をしちゃ駄だ目めよぉ。身体はもっと大事にしないと～。それはワタシの身体でもあるんだからぁっ』

「どんどん近付いてきてるっ!!　一体どうしたらいいのっ!?」

　早苗は焦り始める。

　彼女を追う何者かは、これまで影の中を移動していたから、病み上がりの早苗でもなんとか追い付かれずに済んでいた。しかし太陽が沈みつつある今、影は長く大きくなり、その何かの移動の自由度は次し第だいに大きくなってきている。そのため当初稼いでいた距離がどんどん詰つまり始め、今では十数メートルの余よ裕ゆうしかなくなってしまっていた。早苗は日が出ているうちに逃げ切るつもりでいたが、この状況からすると、その思惑通りになる可能性は低そうだった。

「それに、さっきからっ、どんどん大きくなってるみたいっ!!」

　そしてもう一つ早苗を焦あせらせていたのは、追手が段々とその気配を大きくしているという事だった。早苗は最初、距離が詰まったから小さな気配を大きく感じるようになったのだろうと考えていたのだが、それにしては気配が膨ふくれ上あがるスピードが早過ぎた。早苗の感覚が確かなら、既すでに当初の数倍の大きさになっている筈だった。

『ふふふっ、もう少しっ、もうすこぉしぃっ！』

「このっ、ままじゃっ、つかまっちゃうっ！　でっ、でもっ、こんなのどうしようもないよぉっ！」

　早苗にはお手上げの状態だった。突とつ然ぜん襲おそいかかってきた謎の存在。捕つかまったらただでは済まないのは分かるのだが、どうしたらこの状況から逃げ出せるのかが分からない。彼女にとって、超常現象と遭そう遇ぐうする事自体が、初めての経験だった。

「いっ、きがっ、ごほっ、ごほごほぉっ！」

　日が殆ほとんど沈んだ住宅街を、必死に逃げ続けていた早苗。だがここで遂に体力の限界が訪おとずれた。息が苦しくて頭がくらくらし、疲労が溜まった足は上げようとしても上う手まく動いてくれない。やがて早苗は足をもつれさせ、そこからバランスを取り戻す事も出来ず、走っていた勢いそのままに、アスファルトの地面に倒れ込んだ。

　ズシャアッ

「きゃああぁああぁぁぁぁっ!?」

　身体がアスファルトにぶつかり、至る所に激痛が走る。その痛みのおかげで意識ははっきりしたが、同じ理由でとっさには動けなかった。

『もうおしまいなのぉっ、子猫ちゃぁんっ!?』

　そこへ黒い気配が迫る。その身体は早苗の感じていた通り大きく膨れ上がっていたから、少し前までなら太陽がその行動を制限してくれた筈だった。だが、太陽は殆ど地平線の向こうに消えていたので、それはまっしぐらに早苗に向かう事ができた。

『この日をずっと待っていたわよぉっ、子猫ちゃぁんっ!!　今度こそワタシと―――ワタシ達と一つになりましょうっ!!』

　倒れて動けない早苗の目の前で、その気配が大きく広がる。するとそこに現れたのは、不格好な姿の巨人だった。

　巨人は人間をベースに、デザインを何も考えずに、適当に粘土を貼り付けていったかのような奇怪な姿をしていた。だが顔の部分だけは何の変化もなく、普通の人間の顔のままであったから、かえって不気味さが際きわ立だっていた。そしてその顔の表情はそれ以上に不気味だ。落ち窪くぼんだ瞳ひとみはあらゆる負の感情でギラギラと輝かがやき、口元は悪意をそのまま固めたような形でいびつに歪んでいる。

　この姿を見れば、早苗でなくても、誰だれもがこう思うだろう。

「ばっ、ばけものっ!?」

　それ以上に、この巨人を適切に説明する言葉は見当たらなかった。

『失礼ねぇっ！　ワタシが化け物ならっ、そのバカげた霊力を持ったアナタはなんだっていうのよぉっ!!』

　化け物はその数メートルに及ぶ長大な腕うでを早苗に向かって伸のばした。未いまだ立ち上がる事すら出来ていない早苗には、その腕をかわす余裕はない。いや、仮に立っていたとしても無理だっただろう。その腕はそういう大きさとスピードを持っていたのだ。到とう底てい逃れ得ぬスピードで迫る巨大な腕を前にして、早苗は遂に観念し、両目をぎゅっと閉じてその時の訪れを待った。

「そんなものっ、決まってるだろうっ！」

　だが化け物の腕が早苗に届く直前に、何者かが一気に飛びこんで来て、その腕を思い切り殴なぐり付けた。

「格調高いっ、大和やまと撫なで子しこだよっ!!」

　ズドォンッ

　その瞬間、殴られた部分が爆発する。

『ギャアアァァァァッ!?』

　その爆発は決して大きくはなかったが、化け物に激痛と大きな衝しよう撃げきをもたらし、僅かな隙すきを作った。

「えっ!?」

　目を閉じていた早苗は、爆発と悲鳴を聞いて目を開けた。するとその時にはもう、その人物は早苗の目の前にやってきていた。

「行くぞっ、早苗っ！」

「あっ………」

　そして次の瞬間、早苗の身体は抱だき上げられていた。
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　大きな身体、鍛きたえられた腕、制服越ごしに伝わってくるぬくもり、そして有無を言わせぬ断固たる意思を秘めた瞳。

　それを感じた瞬間、早苗は反射的にその人物の首に抱き付いていた。

「いい子だからっ、しっかり掴つかまってろよっ！」

「………さとみ………こうたろう、さん………？」

　早苗が自分を救いに来た人間が何者であるのかを知ったのは、その首にしっかりと両りよう腕うでを回した後の事だった。










　巨大な化け物から早さ苗なえを救い出した孝こう太た郎ろうは、そのまま彼かの女じよを背負って走り続けていた。孝太郎は確かに早苗を助け出したが、化け物を倒した訳ではない。現に化け物は今も孝太郎達たちの後を追ってきている。どこかで化け物と戦って決着を着ける必要があったが、流石さすがに人目が多い市街地のど真ん中では戦えない。ゆりかが人払いの魔ま法ほうを使えるので、最低でも戦っても被ひ害がいが少ない場所で彼女と合流する必要があった。

「分かった!!　町外れの工事現場だな!?」

『うむっ！　ゆりかの魔法はその工事現場をぎりぎり包み込めるそうじゃ！　工事中のおかげで鋼鉄製のフェンスもある！　そこなら戦うにはうってつけじゃ！』

　孝太郎の腕うで輪わから、ティアの声がしていた。孝太郎はクランから貰もらった腕輪を使って、ティアに連れん絡らくを取っていたのだ。そのティアは六畳間に居るので、傍そばには侵略者の少女達が全員揃っている。孝太郎が現状を説明すると、キリハが適切な作戦を立案し、ルースが素早く作戦に適した空き地を見付けだしてくれた。その場所で孝太郎と早苗は六畳間の少女達と合流し、ゆりかが人払いの魔法をかけ、総力を挙げて化け物を殲滅する。それがキリハの立てた作戦だった。

「ティアッ、キリハさんに伝えておいてくれ！　敵はあの時の女幽霊だって！」

『分かった、伝えておく！　それとぐみんっ！』

「なんだっ!?」

『早苗はそなたに任せるっ！　何としても守り切れっ！』

「仰おおせのままにっ、マイプリンセスッ!!」

　孝太郎はその言葉を最後に通信を終えた。

「よしっ！」

　そして孝太郎は、腕輪が孝太郎の視界に重なるように投影する方向指示のマーカーに従って、走る方向を変えた。腕輪にはルースの送ってきた座標が入力されているので、孝太郎は最短距離で合流地点の工事現場へ向かって走り始めた。

『待てって言ってるでしょうがぁっ!!　このクソガキがぁっ!!』

　走る向きを変えた分だけ、背後の化け物との距離が詰まる。それに気付いた孝太郎は、走るスピードを更さらに上げた。

「しっかり掴まってろよっ、早苗っ！」

「きゃあっ!?」

　孝太郎の走る速度があまりに速かった為、早苗は驚おどろいて軽くバランスを崩した。そして振ふり落とされないように慌あわてて孝太郎にしがみつく。早苗は必死だった。

　―――なに、これ………。

　そしてようやく両腕で身体を固定したところで、早苗は孝太郎の走る速度に気付いて目を丸くした。孝太郎は近くを走っている自転車を後ろから楽々追い抜ぬいていく。たまたま車道を並走している車も、信号で止まったりする兼ね合いで、孝太郎をなかなか振り切れない。この時の孝太郎のスピードは、明らかに時速二十キロを大おお幅はばに上回っていた。

　孝太郎一人ならそれも有り得たかもしれない。短距離の学生アスリートならば、この速度で走る事も十分に可能だった。だが人一人背負った状態で、長時間に亘わたってそれが可能であるという事が、早苗には到底信じられなかった。だがたとえ彼女が信じなくても、それは紛まぎれもなく現実だったので、再び化け物との距離が開き始めていた。

　この時、孝太郎は霊れい能のう力りよくを使って身体能力の底上げをしていた。

　孝太郎の身体の中には、多少弱まってはいたものの、まだ霊能力を実行する霊れい力りよくの回路が残っている。それを使って筋力を増強し、酸素の供給量を引き上げ、疲労の蓄ちく積せきを遅らせたりしている。いかな孝太郎といえど、自分の力だけでこの速度で走り続けるのは不可能だった。

「里さと見みさん」

「どうした？　怪け我がでもしたのか？」

「ううん、そうじゃなくて………里見さん達って、一体何者なの？」

　早苗には分からない事だらけだった。

　孝太郎が走っている速度も異常なら、早苗を助け出した方法だってよく分からない。それに問題の化け物の事も、当事者である早苗以上に詳くわしい様子だった。

　そして孝太郎が腕輪で連絡を取っていたのはティア達だ。早苗は孝太郎やティア達が深い信しん頼らいで結ばれた関係にある事を知っている。

　それらの事を考え合わせると、孝太郎とその仲間達は、早苗には思いもよらない、不思議な背景の持ち主なのではないかと想像されたのだ。

「俺おれ達たち？」

　孝太郎は答えに詰まった。孝太郎とティア達を、一言で言い表す事が出来る言葉が見付からない。出会ってすぐの頃ころは『侵略者とその被ひ害がい者しや』でよかった。だが、今はそれは適切ではないように思える。孝太郎達はもうずっと前から、それとは違ちがう何かへと変化してしまっていたのだ。

「そうだな………」

　孝太郎は僅かに考えた後、小さく微ほほ笑えんだ。

「俺達は、東ひがし本ほん願がん早苗の愉快な仲間達だ」

　孝太郎には他に表現のしようがなかった。これまでずっと仲良くやってきた仲間。今のところ、それが一番近いように思えたのだ。

「それは………あなた達があたしに優やさしい事と関係ある？」

　孝太郎達の行動は、他のクラスメイトと大差がない。だが、そこに込められている感情が決定的に違っている。だから仮に同じ事をして貰ったとしても、早苗には優しいと感じられ、そしてそれを嬉うれしいと思っていた。

「かもな。だが、話は後だ。今は少しでも先を急ぎたいんだ」

「うん………」

　孝太郎はそれっきり黙り込み、走る事に集中する。早苗はその邪魔にならないように、しっかりと両腕で孝太郎の背中にしがみついた。そこから早苗はしばらく黙だまって孝太郎の背中で揺ゆられていたのだが、幾いくらか時間が過ぎたあたりから、次第にある感覚が胸を占めるようになっていった。

　―――あたし………この背中、知ってる………？

　それはとても奇き妙みような感覚だった。早苗はこれまで孝太郎に背負われた経験はない。にもかかわらず、孝太郎に身体を預けている感覚には覚えがあった。

　その背中の広さ、ぬくもり、鼓動。腕を回した感覚。そしてそこで揺られている時の安心感。それらが早苗に教えてくれる。

　―――間ま違ちがいない………あたし、この背中に乗った事があるんだ………。

　何い時つだったのか、どの程度の頻ひん度どだったのかは定かではないが、早苗は自分がこうして孝太郎の背中に揺られている事が初めてではない事を確信していた。それは有り得ない事だった。だが、早苗にはどうしてもそう思えてしまう。心のずっと深い所から、ここが自分の居場所だという声が聞こえてくるのだ。

　―――東本願早苗の愉快な仲間達………。

　こうして孝太郎の背中で揺られていると、先さき程ほどの孝太郎の言葉もあながち冗談ではないかもしれないという気にさせられる。そう早苗に感じさせるほど、腕の中にあるぬくもりは、あたたかく安らぎに満ちていた。










　孝太郎と早苗が目的地の工事現場に辿たどり着ついた時、そこに人の気配はなかった。日が完全に落ちていたので、この日の作業は終了し、作業員達たちは立ち去った後だった。孝太郎にこの場所を指示したルースは、そこまでの事を見越してこの場所を選んだのだ。

「ティア達はまだ来ていないのか？」

　工事現場に飛び込んだ孝太郎は、その中央に向かいながら工事現場全体を見回す。だがそこにはまだ孝太郎が求める仲間達の姿はない。孝太郎が早苗を助けた場所ところな荘そうの位置、そして移動速度の兼ね合いから、孝太郎達の方が大分先に着いてしまったのだ。

「里見さんっ、あいつが来たよっ！」

『小こ僧ぞうっ、もう逃にげないのかぁいっ!?』

　なお悪い事に、ティア達よりも先に例の化け物がやってきてしまった。化け物は入り口のゲートを突き抜けて、工事現場に侵入してくる。その身体は先程よりも更に大きく膨れ上がっており、数メートルの大きさになっていた。だからもしこの化け物が実体を持っていたなら、ゲートは破は壊かいされていたに違いなかった。

「あいつめ………ここへ来るまでに一体何匹の悪あく霊りようと合体しやがったんだ？」

　孝太郎はかつてこの化け物と―――正確にはその中核となっている女の幽ゆう霊れいと―――戦った事があった。その時も彼女は他の悪霊と一体化して巨大化していた。だが、今はその時の大きさを更に上回っている。彼女は自分に残された霊力を限界まで使って、悪霊達を大量に呼び集めた。彼女が人間だった頃の形を保てていないのは、霊力の使い過ぎと、悪霊達の集め過ぎが原因だった。彼女は既に、自分でもコントロールできない程ほどの力をその身に抱かかえている。そういう捨て身の作戦に出てでも、彼女は早苗が欲ほしいのだった。

『グゲェッ、グゲゲゲゲゲェッ、小僧っ、こぞぉうっ！　あの時のようにはいかないわよぉっ！』

　もはや本来の彼女を思わせるのは、言葉の端々に現れる女性特有の言い回しだけ。その姿や声は、きちんとコントロールできないほど大量の悪霊と融ゆう合ごうしたせいで、既に人間からは大きく逸いつ脱だつしていた。

「早苗、降りててくれ」

「うん」

　孝太郎の求めに応じ、早苗は背中から降りる。名残なごり惜しかったのだが、そうも言ってられない状じよう況きようだった。

「でも………どうするの？」

「助けが来るまで、戦って時間を稼かせぐ」

　ティア達にも敵が邪悪な幽霊だという事は伝えてある。キリハなら幽霊に対する対抗手段を持っている。海での時とは違ってキリハは武器庫の傍にいるので、それらを引っ張り出してくる手て筈はずになっていた。

　問題はむしろ、どうやって合流するまでの時間を稼ぐかという事の方だった。

「無理だよ、そんなのっ！　あれはとっても危険なんだからっ！」

　早苗は首を大きく横に振る。すると少し長めの髪かみが大きく左右に揺れた。

　彼女には、時間を稼ぐような方法があるとは思えなかった。それ以前に、助けが来たとしても何とかできるかどうかすら定かではない。早苗にそう感じさせるほど、今の化け物は巨大な力を宿していた。

「無理でもやるのが日本男児。それにもう、逃げ場もないしな」

　化け物は出口の方向にいる。日は完全に落ちた。もはや逃げられない。たとえ無理でも何でも、やるしかなかった。

「でっ、でもさぁっ！　でもぉっ！」

　早苗はそれでも孝太郎を止めようとする。しかしうまい言葉が出て来ない。彼女にも本当は分かっているのだ。今はもう、やるしかないのだと。

「ありがとな、心配してくれて」

　孝太郎は早苗に笑いかける。

「あ………」

　この時、孝太郎は笑っていたが、その瞳には断固とした意志が宿っていた。それを感じて、早苗は自分には孝太郎は止められない事を悟さとった。

「ああ、そうだ、忘れるところだった」

　不安そうにしている早苗を見て、孝太郎はあるものの存在を思い出した。そして孝太郎は制服のポケットに手を入れた。

「ホレ、これを持ってろ」

　孝太郎はポケットから取り出した物を早苗の手の中へ押おし込んだ。それが早苗の不安を和やわらげてくれる事を期待しての事だった。

「これ………」

　ドクンッ

　それを手にした瞬しゆん間かん、早苗の心臓が一度大きく跳はねた。同時に心の中に、何かの記き憶おくが浮かびかける。

「おま………もり………？」

「御利益あるぞ」

　早苗が受け取ったのは、小さなお守りだった。紫むらさき色いろの袋ふくろに、金色の糸で文字が刺し繍しゆうされている。『家内安全』その文字は僅わずかに届く光を浴びて、きらきらと輝いていた。

　―――なんだろう………あたし、今、なにか………。

　それは何の変哲もない、ただのお守りだった。きっとどこかの神社で数百円で売られているものに違いない。だがそのお守りを手にした瞬間、早苗は心の奥おく底そこを大きく揺さぶられ、何かを思い出しかけた。しかし結局、それが何だったのかは分からず終じまい。早苗の心には、もどかしさが募った。

「『揺り籠かご』、俺おれの剣けんを寄越せ」

『仰せのままに、マイロード』

「あっ」

　そして早苗がお守りに気を取られている間に、孝太郎は前に進み出ていた。そして近付いてくる化け物の前に立ち塞ふさがる。すると化け物は口元を歪ゆがめ、孝太郎を嘲あざけった。

『小僧ぉ、何か出来るつもりなの!?　この間は後おくれを取ったけど、今はあの時の何倍も力を増しているのよぉっ!?』

　かつては孝太郎に倒されたものの、今の彼女は自身の破滅を覚かく悟ごしてまで、無む理り矢や理りに力を高めている。仮に孝太郎が以前と同じ攻こう撃げきを仕し掛かけてきたとしても、彼女には十分に孝太郎を倒せる自信があった。

「確かに『俺』だけで出来る事なんてたかが知れている。ちょっとばかり、戦いのやり方を知っているっていうだけの高校生だからな」

　孝太郎は素す直なおに化け物の言葉を認める。だが、決して後に退ひこうとはしない。孝太郎は言葉に強い意志を込め、化け物を睨みつけた。

「だが、『俺達』は負けん。俺の仲間は、飛び抜けて優秀な連中が揃っているんだ！」

『アナタの仲間がどれほどのものだっていうの!?』

「今のお前には分かっている筈だぞっ!!　多くの悪霊を集めてそれだけの力を得たんだからなぁっ!!」

　孝太郎はそう断言すると、右手を正面に向かって伸ばした。

『へ、減らず口をっ！』

　孝太郎の手が自分に向いた事で、化け物は思わずたじろいでしまう。そして孝太郎は化け物の怯えを感じながら、大きな声で宣言した。

「こいッ、シグナルティン！」

『コールサイン確かく認にん、座標軸固定、シグナルティン転送開始』

　孝太郎の腕輪が『揺り籠』の人工知能の声で返事をしたその瞬間、孝太郎の伸ばした手の先に、黒い円えん盤ばん状の時空の穴が出現した。

『なんなのっ!?　小僧っ、一体何をやっているのっ!?』

　孝太郎の自信、堂々たる姿、謎の行動と黒い円盤。

　それらに気け圧おされ、有利な立場にある筈の化け物が、完全に浮足立っていた。その隙に、孝太郎は時空の穴の中に出現した剣を握にぎり締めた。

　オオオオオォオオォォォォオォォォォォッ

　その瞬間、剣はまばゆく輝かがやき始める。その輝きは工事現場を満たし、一時的にだがそこを真昼のように照らし出していた。

『この光っ、あの時のっ!?　じゃあ、この剣の力だったのねっ!?』

　化け物には―――その中心である女の幽霊には―――この光に覚えがあった。かつて彼女の仲間達はこの光に焼かれて成じよう仏ぶつしていった。彼女自身も霊力の大半を失った。そして先程、孝太郎がお守りを握って殴りつけた時にも、この光が輝いていた。

　だが、光そのものは同じであっても、その量が桁違いだった。これまで化け物が見た事がある光よりも、何倍も強く輝いていたのだ。

『青あお騎き士し閣下、当艦「揺り籠」は、フォルトーゼの全国民にかわり、御身の御武運と栄光をお祈いのり致いたします』

「………ありがとう」

　敵は強い。武器はない。援軍は遠い。しかし何としても早苗を守らなければならない。

　この状況においては、手段は選んでいられなかった。孝太郎の思い付く範囲では、この化け物に通用しそうな武器はシグナルティンだけ。クランやティアから武器を借りたとしても、実体を持たないこの化け物には通用しそうになかった。

　本当の事を言えば、青騎士の鎧よろいの方も呼びたいくらいだった。だが、孝太郎が鎧を身に着けるまで、化け物が悠ゆう長ちように待ってくれるとも思えない。ここはシグナルティンだけで何とかしなければならない局面だった。










　孝太郎が剣を手にしたのを見て、それまで遠くから成り行きを見守っていた真ま希きが、両手で杖つえを構えた。真希は一〇六号室の状況を知る為ために、孝太郎の事を尾行していた。それで結果的にこの場所に誰だれよりも早く辿り着いていたのだ。

　―――相変わらず、馬ば鹿かげた魔ま力りよくだわ………。でも、今回は少しばかり厳しいかもしれないわね………。

　シグナルティンの魔力を身を以もつて体験した事がある真希だから、この状況の事を誰よりもよく理解していた。

　シグナルティンはいわゆる魔ま法ほうの剣なので、物理攻撃が通用する相手には多くのダメージが与えられる。特に魔法を帯びた相手に対しては無類の強さを誇る。だが、逆に実体を持たない幽霊に対しては並の剣でしかない。このため剣の余剰魔力を操あやつって、刀身に退魔の力を与えて戦う事になるのだが、孝太郎はそうした事が苦手で、大おお雑ざつ把ぱにしか魔力を扱えない。だから無む駄だが多く、魔力を浪費してしまう。そうなると発揮される退魔の力も弱くなる。

　対する化け物は、尋常ではない数の悪霊を集める事で、高位の力を得た。シグナルティンには幾らか及およばないものの、その力は強大だ。本来はそんな事をすればコントロールを失い、中心となっている悪霊の自じ我がが崩壊しかねないのだが、強い執念がそれを可能にしていた。

　強力な力を持つが、使いこなせていない孝太郎。

　力の量では劣おとるが、使いこなせている化け物。

　この両者の勝敗は、真希にも読めなかった。

　―――いざという時は私が助けに入るとして………とりあえず虹にじ野のゆりかが来るまでは、私が人払いをしておこう………。

　真希は魔法の詠えい唱しようを開始する。

「サンクチュアリ・モディファー・エフェクティブエリア・コロッサル」

　そうしながら、真希は胸の中でひっそりとぼやいていた。

　―――まったく………何でこの場所で私が里見君達をフォローしてるのか………。意味が分かんないわよぉ、もぉ………。

　それは奇妙な運命の巡めぐり合わせだった。実はこの場所は、かつて真希が孝太郎達と戦った場所だったのだ。工事が進んで大分風景は変わっているが、真希が見間違う筈がなかった。

　その後状況は変わり、真希は孝太郎と戦うのを止やめた。そして今は逆にこうして手助けまでしている。真希でなくても、奇妙に思える状況だった。

　そして真希の密かなぼやきが終わる頃、魔法の詠唱も終わり、その効果が現れ始める。魔力は工事現場全体を包み込み、周囲の住民の目からこの場所での出来事を覆い隠かくしていった。

「頑がん張ばって、里見君………私がずっと一いつ緒しよにいてあげるから………」

　だが、真希の目だけはその後も戦う孝太郎を見つめ続ける。

　本当に奇妙だった。

　今の彼かの女じよは、そうしていたいと、そうしなければいけないと、心の底から思っているのだった。










　孝太郎と化け物の戦いは、真希の想像した通りに進行していた。実体を持たない敵とシグナルティンの相あい性しようは悪く、孝太郎は相性の悪さを補えるほど上う手まく魔法をコントロール出来ていなかった。

　夏に早苗が捕らえられた時の悪霊なら、それでも十分に倒せただろう。また、孝太郎は知る由よしもなかったが、あの時はゆりかの魔法による援護もあったのだ。だが今はゆりかはいない。そして目の前にいる悪霊は、夏の時とは比べ物にならないほどに強く、また、奸かん智ちに長たけていた。

『剣が出てきた時は驚かされたけどっ、所しよ詮せんは剣なのよっ！　距きよ離りを保てばホラ、この通りぃっ!!』

　化け物は宙に浮かび上がり、孝太郎から十分に距離を保ちつつ、遠距離から霊能力を使って攻撃を仕掛けた。工事現場にあるものが次々と宙に浮かび、孝太郎に向かって襲おそいかかっていく。いわゆるポルターガイストと言われる怪奇現象だった。

「ええいっ!!」

　孝太郎は剣を振るって、飛来する物体を次々と叩たたき落としていく。飛んで来るのは鉄材や砂袋、ネジや釘といった、どれも危険なものばかり。だが幸いな事に、どれも実体を伴う攻撃だったので、孝太郎にも防ぐ事が出来た。大きなものはシグナルティン自体で叩き落とし、小さいものはシグナルティンの魔力を使った防御魔法で防ぐ。霊能力で底上げされた孝太郎の身体能力でなら、辛かろうじてこの攻撃を防ぐ事が出来た。

　だが、敵の攻撃はそれだけではなかった。

『ホラホラァッ、そっちにばかり気を取られていて大だい丈じよう夫ぶなのっ!?』

　キュンッ

「ぐああっ!?」

　ポルターガイスト現象による攻撃を防ぐだけで精一杯の孝太郎に、突とつ然ぜん何かが激突した。すると孝太郎の身体からだに激痛が走り、身体から体力と体温が奪うばい取とられる。同時に視界が暗くなり、意識が失われそうになった。

　これは化け物によるもう一つの攻撃だった。孝太郎に対してポルターガイストによる攻撃を仕掛けつつ、死角から別の攻撃をする。死角からの攻撃に使われるのは、霊力を固めて作った弾。命中した相手から生命力を奪うという、幽霊ならではの攻撃だった。

「く、くそっ!!」

　孝太郎は頭を振ふって意識をはっきりさせようとするが、そこへ再びポルターガイスト現象が襲いかかる。激痛で動きが止まった孝太郎にはそれらを防ぐ事が出来ず、幾つかをまともに食らった。これにより孝太郎の身体には傷が刻まれたが、傷は他にも数多く刻まれている。先程からこのコンビネーション攻撃により、孝太郎は防戦一方だったのだ。

　―――このままではまずい！　何か思い切った手を打たないと！

　孝太郎は何とか体勢を立て直すと、再びポルターガイストによる攻撃を防ぎ始める。だが、孝太郎にもこの状況は長続きしない事が分かっていた。

　孝太郎の剣は届かず、反対に敵からの攻撃は届く。霊力による攻撃を優先してかわそうにも、大量に降り注ぐ他の攻撃に紛れて区別がつかない。また、霊力による攻撃は単純な防御魔法では防げないから、孝太郎にはこの攻撃を防ぐ手立てがなかった。

　この結果、何度もこうしてダメージを負い、孝太郎は次し第だいに追い詰められていた。孝太郎はティア達たちが来るまで何とか踏ふん張るつもりでいたのだが、それが難しい事を薄うす々うす気付き始めていた。

「里見さんっ、もういいよっ、十分だからっ!!　だからあたしの事はほっといて、すぐに逃げてっ!!」

　早苗にも孝太郎が危険な状況にある事が分かっていた。孝太郎の身体に刻まれた傷は一つではなく、また、それぞれの傷が大きくて深い。このまま早苗を守り続ければ、孝太郎が嬲なぶり殺しになるのは目に見えていた。

　だがもちろん、早苗は孝太郎が傷付く事を望んではいない。これまで懸けん命めいに守ってくれた人が、自分のせいで死んでしまうのは忍びなかった。また、早苗は孝太郎の背中のぬくもりを知ってしまったから、それが失われる事も我が慢まんならなかった。

　もし早苗の体力が十分に残っていたら、彼女はきっと孝太郎の前に立ちはだかり、身代わりになっただろう。だが、完全に体力を使い切っていた彼女は、身動きが取れない。早苗は眺ながめている事しか出来ない我わが身が恨めしかった。

「へへ、そ、そういう訳にはいかない」

　孝太郎は懸命に攻撃を防ぎながら、早苗の言葉に答える。だが、その目は早苗の方を見ていない。襲いかかってくる攻撃を見ているだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「どうしてっ!?」

「これでも意地ってものがあるからなっ！」

　早苗の想おもいとは裏腹に、孝太郎は逃げなかった。

　たとえ記憶がなかろうとも、早苗は早苗に違ちがいない。孝太郎はずっと共に過ごしてきた少女を見捨てるつもりはなかった。

　―――俺がやられても、早苗があの化け物に取り込まれてしまう前に、ティア達が来てくれれば………。その為には、一秒でも長く、時間を稼がなくてはっ!!

　化け物が早苗を後回しにしたのは好都合だった。このまま化け物が孝太郎を狙ねらい続けてくれれば、僅かながら早苗を救う可能性は残されている。

　―――あとは頼たのむぞ、みんな！

　自分の敗北は見えていたが、それでも孝太郎が退かないのは、ティア達を信じているからだ。ティア達ならきっと早苗を救える。そう考えているからこそ、僅かでも時間を稼ぐという事を、強い意志で続ける事ができるのだ。

　そして孝太郎は、最初から侵しん略りやく者しやの少女達との別れを覚悟していたから、自身が助かりそうもないという状況においても、我が身を惜しむという事がなかった。

「うおぉおおぉぉぉぉっ!!」

　孝太郎は雄お叫たけびを上げて気合いを入れ直すと、剣を構えたまま前進する。これまでの様子から、化け物が早苗を攻撃しない事は間ま違ちがいないようだったので、孝太郎は早苗から離はなれ、一気に化け物との距離を詰めた。動きまわった方が攻撃を受ける可能性は低くなり、また、化け物を苛立たせ注意を引く事が出来る。これは孝太郎が少しでも時間を稼ごうと仕掛けた、最後の攻撃だった。

「だっ、だめだよっ、里見さんっ!!　そんなのぉっ!!」

　他人の感情が読める早苗だから、孝太郎が何な故ぜ前に出たのかはすぐに理解できた。

「待ってよぉっ！　待ってってばぁっ！」

　早苗は右手でお守りをぎゅっと握り締め、必死に孝太郎を呼ぶ。だが、孝太郎は答えない。振り返らない。そのまま前進を続けた。

　―――死んじゃうっ！　このままじゃ里見さんが本当に死んじゃうっ！

　早苗はそんな孝太郎の背中を見ている事しか出来ない。不思議とあたたかだったその背中。それをもう感じられなくなるのかと思うと、早苗は落ち着いて見てはいられなかった。だから早苗は半ば這いずるようにして孝太郎の後を追い始めた。

「おいてかないでよぉっ！　いなくなっちゃやだぁっ！」

　自分の為に孝太郎が死にかけている。初めての経験の筈なのに、何故かそんな気がしない。だがその事を明確に意識する余よ裕ゆうはなく、早苗は必死に孝太郎を追った。だが、孝太郎は離れていく一方。その身体に刻まれる傷も増えていくばかりだった。

「約束したじゃないっ！　これまで通りだってっ！　ずっと楽しいままだってぇっ！」

　激しい感情に駆られ、早苗は大声で叫さけぶ。もはや自分が何を言っているのかすら、明確には意識していない。ただ、離れていく孝太郎を連れ戻もどしたくて、ずっと傍そばにいて欲しくて、早苗は必死に孝太郎を呼ぶ。魂たましいの命ずるままに、想いの命ずるままに。

「なのにぃっ、自分だけ死ぬなんてずるいよっ!!　ちゃんと約束守ってよぉっ!!」

　だが。

　ゴスッ

　防ぎ切れず、一ひと際きわ大きな鉄材が、孝太郎の身体に激突する。鉄材をまともに喰くらった孝太郎は、その一撃で大きく跳ね飛ばされた。孝太郎はそのまま数メートル宙を舞い、地面に叩きつけられ、何度もバウンドしながら転がっていった。そしてようやくその身体が回転を止めた時、孝太郎は地面に力なく横たわり、ぴくりとも動かなかった。

　早苗の目の前で、あってはならない事、世界の終わりに等しい事、絶対に認めてはならない事が起こってしまった。

「こぉおおぉぉぉたろぉおぉぉぉおぉぉぉおぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　その瞬間、早苗の口から秘められた想いが溢あふれ出した。それは孝太郎の名前に変化し、工事現場全体に響き渡った。

　だが、この時溢れ出したのは想いだけではなかった。

『なっ!?　なんなのっ、この異常な霊れい力りよくはっ!?　これが子こ猫ねこちゃんの真の力なのっ!?』

　絶ぜつ叫きようする早苗から、莫ばく大だいな霊力が溢れ始める。その中心は早苗の右手。彼女がずっと固く握り締しめていた、『家内安全』のお守りだった。

　お守りから溢れ出した霊力は、普ふ通つうの人間ですらはっきりと見えるほどのまばゆい光へと変化し、右手から早苗の全身へ広がっていった。今や早苗は右手だけでなく、その全身から清せい冽れつな光を放っている。光はどんどんその範囲を広げていき、最終的に早苗は自身が作り出した光の柱の中に、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。

「あ………あれ………？　あたし………？」

　だが早苗が我に返った途と端たん、光は急速にその範囲を狭せばめ、まるで彼女の身体に吸い込まれるようにして消えていった。それに伴ともない、早苗が放射している霊力も普ふ段だんの彼女の放射量へと戻っていく。

「そうだっ、孝太郎っ、孝太郎はっ!?」

　早苗は自分を取り巻いていた光と、それが消えていった事に驚おどろいていたが、すぐにそれ以上に気になる事があった事を思い出した。

「孝太郎っ!!」

　早苗は自身に起こった奇き妙みような出来事を忘れて、孝太郎に向かって走っていく。

　少し前まで早苗は身動きが取れないほどに弱っていた。だが、今の早苗にはその様子は微み塵じんも感じられない。ここでも奇妙な事が起こっていたのだが、早苗はこの事にもまるで気付いていなかった。

　そんな早苗を、化け物の肥大化した大きな目が見つめていた。その目は元々大きかったのだが、驚きよう愕がくしていた彼女は大きく目を見開き、その大きさを更さらに大きくしていた。

『馬鹿な………夏に見た時とは次元が違うじゃない………土地神だって、ここまでの力はもってやしない………明らかにそれ以上の、下手をすれば従属神クラスの霊力………信じられない………あの子は一体、何者なの………？』

　一時的だったとはいえ、早苗が放射した霊力はあまりに大きなものだった。それは人間の持ち得る霊力の限界を大きく逸いつ脱だつし、神話に語られるような神々の領域に踏み込みつつあった。

『アハ、アハハハハハハッ！　欲ほしいっ、あの身体っ、絶対に手に入れてやるっ！』

　秘められた力を目の当たりにしても、化け物が早苗を恐れる事はなく、むしろ興奮していた。早苗に対する恐きよう怖ふよりも、早苗の力を我が物とした時に起こる事への欲求が上回ったのだ。それは感情が暴走している悪あく霊りようならではの思考かもしれない。

『あの身体さえあれば、ワタシはきっと女神にだってなれるっ！』

　化け物は異常に興奮しながら早苗の姿を目で追いかける。孝太郎を倒した今、早苗を我が物とする時はもう目の前に迫せまっていた。栄光の日々の到来を予感し、彼女の興奮は否いやが応にも高まるのだった。










　孝太郎の所に辿たどり着ついた早苗は、孝太郎の大きな身体を慌あわてて抱だき起こした。

「孝太郎ぉっ、孝太郎ってばぁっ！　お願いだから起きてよぉっ！」

　もし、孝太郎が死んでしまっていたら。

　走っている間中、早苗はそれが怖こわくてたまらなかった。だから孝太郎の身体を揺ゆさぶる力は強く、声は殆ほとんど泣いているような状態だった。

「さ、早苗………？」

　孝太郎は薄うす目めを開けると、自分を抱き上げている早苗の顔を見上げる。

　幸いな事に、孝太郎は生きていた。傷だらけでダメージは大きかったが、孝太郎は先さき程ほどの攻撃にも何とか耐たえ切ったのだ。

「孝太郎っ！」

　早苗は孝太郎の身体をしっかりと抱き締めた。

　孝太郎が死なずに済んだのは真希による適切なフォローのおかげなのだが、早苗には孝太郎が生きていた理由などどうでもよかった。孝太郎が生きている事以上に大事な事など、今の早苗にはなかったから。

「よかった、孝太郎が生きてて………」

　抱き締めた腕うでから伝わってくる、その確かなぬくもり。それは早苗が今も昔も変わらず求め続けるものだった。すぐに早苗の頬ほおを涙なみだが伝う。孝太郎のぬくもりを感じているのが嬉うれしくて、早苗は溢れる涙を止める事が出来なかった。その涙は頬を伝い、次々と顎あごから零れ落ち、孝太郎の顔を濡らしていった。

「ほんとに、心配、したんだから………」

「………面目ない」

　孝太郎は手を伸ばすと、早苗の頬を拭う。どんな種類の涙も、早苗には似合わない。孝太郎はそう思っていた。

「今度置いてったら承知しないんだから。もし置いてったら、こないだ練習したサソリ固めでお仕置きなんだからねっ！」

「お前のサソリ固めはまだあんまり痛くな………って、早苗っ、お前っ、それが分かるのかっ!?」

　早苗が何気なく口にした言葉が何を意味しているのかに気付き、孝太郎は驚いて一気に身体を起こした。あまりの驚きの大きさに、傷の痛みも忘れていた。

「分かるのかって、そんなの当たり前じゃない。ボケた？」

　頑張って練習したお気に入りの技わざを痛くないと言われて、早苗の返答は少し意地悪になっていた。彼女の方は、孝太郎が驚いている事にはまだ気付いていなかった。

「なんだったら今すぐかけてあげよっか？」

「そうじゃないっ、お前っ、記き憶おくが戻ったのかっ!?」

　幽ゆう霊れいの早苗はサソリ固めを知っているが、病院に入院していた早苗の方は知らない。

　それを知っているという事は、今の早苗は、幽霊だった時の記憶を持っているという事なのだ。

「ええっ………？　きおく？」

　早苗はその大きな目を何度も瞬まばたかせる。これまで早苗は孝太郎の事ばかり考えていて、自分の事に気が回っていなかった。孝太郎に言われて、彼女はようやく自分に起こった変化に気が付く事ができた。

「う、うん………そうみたい………」

　早苗は自身の変化に驚きつつ、何度も頷うなずいた。

　早苗には孝太郎や侵略者の少女達に関する記憶が戻ってきていた。今の早苗には、病院に入院していたもう一人の早苗の記憶と並行して、一〇六号室で過ごした日々の記憶があった。記憶が二重に存在しているのは奇妙な感覚だが、記憶が回復した事以上に気になるような事でもなかった。

「分かるよ………孝太郎、孝太郎だっ！　また………また会えた………」

　早苗の瞳ひとみに涙が浮うかぶ。せっかく拭ぬぐった涙は、再び頬を伝い始めた。

「早苗………」

　孝太郎は驚きのあまり、それ以上言葉が出て来ない。驚きの深さは、キリハがキィだと知った時以上だった。早苗とはもう会えないだろう、そんな風に思っていたから。

『感動の御対面の最中にお邪魔して申し訳ないけど………そろそろ終わりにさせて貰おうかしらね？』

　だが、孝太郎と早苗が話をしていられたのはそこまでだった。今は戦いの最中で、敵は二人のお喋しやべりを悠長に待っていてはくれない。今はお喋りよりも、戦うべき時だった。

『その身体、貰もらうわよぉ、子猫ちゃんっ！』

「早苗、お前は下がってろ！」

　孝太郎は早苗を背後にかばうようにして立ち、再び剣けんを構えた。

「やだっ！」

　だが、今の早苗はただ守られるだけの少女ではなかった。今の早苗は孝太郎達たちとの一年間で身に付けた勇気と愛、そして長期の入院で培つちかった忍耐力を併せ持っている。言わば進化した第三の早苗であると言えるだろう。その早苗は、平時は孝太郎の背中に、緊きん急きゆう時には孝太郎の横にいる事を望んでいる。そしてむしろ、孝太郎を守りたいと願っている。

「あたしは守られて嬉しい、格調高い大和やまと撫子なでしこなんだからっ!!」

　その望みと願いのままに、早苗は孝太郎の横に立った。その姿からはこれまでのような弱々しさは感じない。尽きていた筈はずの体力も、先程の霊力の余波で回復している。両手を腰こしに当てて立つその姿は自信に満ち溢れ、まるで勝利を確信しているかのようだった。

「早苗!?　無む茶ちやをするな、お前はまだ―――」

「さっき言ったでしょ！　今度置いて行ったら、サソリ固めだって！」

　早苗はもう二度と、孝太郎に置いていかれるつもりはなかった。

　何故なら背中は抱きつくものであって、眺めるものではないからだ。

　それを分かってくれないようなら、早苗はおぼえたての関かん節せつ技わざで、強ごう引いんに孝太郎に理解させるつもりだった。

『子猫ちゃん、いくら強い霊力を持っているからって、今のアナタに何が出来るっていうの？　無む駄だな事は止めて、アタシの一部になりなさいな』

　化け物が早苗を嘲あざ笑わらう。抱かかえている霊力は莫大でも、早苗はその全すべてを自由に操れている訳ではない。それに本来の身体に戻ったばかりで、霊れい能のう力りよく自体も不安定だ。だから半年後ならともかく、現段階の早苗には戦況を変えるほどの事は出来ない―――化け物はそう考えていたのだ。

「なんだって出来るわよ！　どんな奇蹟だって起こすわよっ！」

　しかし早苗は先程とは違って、まるでひるまなかった。そして胸を張り、正面から化け物を睨みつけて、きっぱりと言い切った。

「誰だれかが言ってたもんっ!!　らぶ・いず・おーるって!!」

　それが誰の言葉であったのかは覚えていない。だが、今の早苗はそれが真実だと思っている。自分の胸の中で燃える情熱が、こんな化け物に負ける筈がない。根拠はどこにもないのだが、早苗はそれを確信していた。

「早苗、お前、言ってる事が滅茶苦茶だぞ」

　孝太郎はこの時点で早苗の説得を諦あきらめた。

　化け物は早苗を取り込みたいから、彼女を傷付ける事はない。また、孝太郎より遥かに上手く霊力を扱あつかう早苗だから、決して足手まといにはならない筈だった。

「なぁによぉ、この早苗ちゃんの言葉を信じてないの？」

　目の前に強敵がいるというのに、早苗はまるで一〇六号室でくつろいでいる時のように口を尖とがらせた。そして孝太郎に身体を寄せ、腰のあたりを孝太郎にぶつけて、不満を露あらわにする。

「いいや。実にロックンロールだなって思っただけだ」

「当然っ！」

　その瞬しゆん間かん、早苗の右手が白く輝かがやき始める。そこに握にぎり締めたお守りに、彼女の霊力が集中し始めているのだ。霊力は始め、早苗の鼓動に合わせて力を強めたり弱めたりを繰くり返かえしていた。だが早苗の気持ちの高まりに合わせ、やがて独特のリズムを刻み始める。

「乙女のはぁとは、いつだってエイトビートなのですっ！」

　曲名はラブ・イズ・オール。リズムはエイトビート。

　孝太郎と二人きりの小さなバンドだが、早苗はそれで世界が獲れると信じている。

　その世界は、僅わずか六畳じよう一間。

　ごく狭せまい世界だが、そこには早苗の求める全てが詰つまっているのだった。










　戦いが再開された時、早苗が最初にやったのは、孝太郎に対する意外な要求だった。

「孝太郎っ、その剣じゃ駄だ目めだよっ！　いつものに変えてっ！」

「なんだってっ!?」

　この時、孝太郎が使っていたのはシグナルティン。孝太郎が扱い得る、最強の武器だった。この剣があるからこそ、化け物に一気に倒されずに済んでいた。それを止めろと言われても、孝太郎は戸と惑まどうばかりだった。

「その剣っ、抱えている力が強過ぎてっ、あたしの力が通りにくいのっ！　でもいつもの剣ならっ、孝太郎の霊力が染みついたあれならっ、あたしの力が込められる！」

「そういう事かっ!!」

　早苗の言葉の意味を理解すると、孝太郎は両手で構えていたシグナルティンから右手だけを放し、その手を正面に突き出した。

「『青あお騎き士し』っ、俺おれの剣を寄越せっ！」

『仰おおせのままに、マイロード』

　身に着けているのはクランの腕うで輪わなのだが、最近しばしば行われるクランとルースの裏取引のおかげで、孝太郎はその腕輪からティアの宇宙戦せん艦かん『青騎士』にも命令する事が出来た。下した命令は、シグナルティンとは別の剣の転送だった。

「こいっ、サグラティンッ！」

『コールサイン確かく認にん、座標軸固定、サグラティン転送開始』

　その仕組みは『揺り籠かご』がシグナルティンを送ってくるのと同じだ。孝太郎の右手の先に黒い円えん盤ばん状の時空の穴が開き、そこにサグラティンが現れる。

『おやかたさま、当艦「青騎士」は、フォルトーゼの全国民にかわり、御身の御武運と栄光をお祈いのり致いたします。そしてティアミリス皇女殿でん下かと守護騎士ルースカニアは、共に御無事での御帰還を、心よりお待ち申し上げております』

　違っているのは転送時のメッセージぐらいだろう。『揺り籠』は人工知能の声なのだが、『青騎士』の方はルースの声になっている。このあたりは几帳面なルースのこだわりだった。

「ルースの言う通りだよ。絶対に無事にかえろっ!?」

「ああ！」

　孝太郎は早苗の言葉に頷くと、出現したサグラティンを手に取った。最近使い始めたシグナルティンとは違い、ずっと使い続けてきたサグラティンは、手に取るとしっくりと馴染んだ。

「いくよぉっ、孝太郎ぉっ！」

　次の瞬間、早苗の右手から彼かの女じよの霊力が溢れ出し、白く輝く光の奔流となって、サグラティンに注ぎ込まれていった。

「やっぱりっ！　この剣ならやれるっ！」

　孝太郎の霊力が染みついたサグラティンは、早苗の霊力を拒きよ絶ぜつする事なく受け入れる。サグラティンには特別な力は備わっていないから、染みついた孝太郎の霊力と反発しない早苗の霊力なら、自由に込める事が出来た。

「いいよっ、孝太郎っ！」

　結果的に早苗はサグラティンに、既すでにその内部が魔ま力りよくで埋うめ尽くされているシグナルティンとは比ひ較かくにならないほど、大量の霊力を込める事に成功した。

「よしっ！」

　孝太郎は左手のシグナルティンだけでなく、右手のサグラティンも使い始める。

　サグラティンは早苗の霊力が込められているので、孝太郎は化け物のポルターガイスト現象を容易に打ち払う事が出来るようになった。直接攻撃を命中させる必要はなく、剣は近くを通っただけでポルターガイストで操られた物体を弾き飛ばした。これはまるで剣自体が一メートルを超える太さになったかのようだった。シグナルティンに衝しよう撃げき波はの魔ま法ほうをまとわりつかせてもここまで広範囲には作用しない。これは極きわめて便利だった。

「早苗っ、これなら十分にやれるぞっ！」

　戦いに手て応ごたえを感じた孝太郎は、思わず早苗に笑え顔がおを向けていた。

「ふふんっ、それでさらにこぉだぁっ！」

　褒められて調子に乗った早苗は、孝太郎に両手を向ける。すると孝太郎の右腕が勝手に動き出し、サグラティンを右から左に向かって大きく薙なぎ払はらった。

　シュバッ

　その瞬間、サグラティンの切っ先が描く半月形の軌跡に合わせ、霊力の刃やいばが作り出された。作り出された刃は前進しながら進行方向上にあった多くの物体を叩たたき落とし、最後は化け物に襲おそいかかっていった。

　ザンッ

『ギャアアァアアァァァァッ!?』

　この攻こう撃げきを予想していなかった化け物は、霊力の刃の直撃を受けた。刃が命中したのは腰のあたりで、そのあたりを形作っていた多くの悪霊が千切れ飛び、そのまま成じよう仏ぶつしていった。

『ぐぅ、グゥゥアアアアァァァアァッ、なっ、なによそれぇっ、そんなの反則じゃない!?』

　化け物は新たな悪霊を呼び寄せて腰の傷を塞ぎながら、早苗を睨み付ける。

　早苗の力は化け物の予想を大きく上回っていた。まだ大した事は出来ないだろうとタカをくくっていたのだが、結果はこの通り。化け物の側だけが遠えん距きよ離りから攻撃するという有利な状況は、あっさりと覆されていた。

「孝太郎、らぶらぶ早苗ちゃんソードはこうやって使って」

「………早苗、お前さり気なく凄すごい事をするなぁ？」

　孝太郎は色々な意味で呆あきれていた。

「ただし、きらきら早苗ちゃんカッターは飛ばし過ぎないようにね。カッターを作る時に、孝太郎にも少し負担がかかってるから」

「でもな、そのネーミングはどうかと思うぞ？」

　幽霊だった頃ころの早苗の霊能力も大したものだったのだが、今の早苗はそれを明らかに上回っている。身体からだと一つになった影えい響きようだろうが、この早苗の進歩は孝太郎を驚かせるものだった。

「………この感じだと、この方が良いか。『揺り籠』、シグナルティンを回収しろ」

『仰せのままに、マイロード』

　孝太郎はシグナルティンを『揺り籠』へ送り返すと、両手でサグラティンを構えた。

「あれ？　一本でいいの？」

「ああ。喧けん嘩かでは、慣れない事はしない方がいいんだ」

　孝太郎は二刀流を訓練した訳ではないし、魔法以上に精神や魂に直結している霊力を扱う剣だから、孝太郎の注意が分散しない方が好ましい筈だった。

「もったいないよ。かっこいいのに」

「今度練習しておくさ。さて………」

　シャキッ

　孝太郎は剣の切っ先を化け物に向ける。

「そろそろこっちの番かな？」

　既にメンタル面での情勢は覆っている。孝太郎と早苗は普段の余よ裕ゆうを取とり戻もどし、化け物は早苗の力に怯え始めている。ここからは戦いそのものをひっくり返す時だった。

『そんな事っ、させるもんですかっ！』

　化け物の中核となっている女幽霊は、この戦いに全てを賭かけていた。残された霊力の殆どを使ってこの地域にいる悪あく霊りようを掻かき集め、孝太郎達に戦いを挑んだ。だから敗北は許されない。逃げたとしても霊力が殆どなくなっているから、幾いくらもしないうちに成仏してしまう。だから彼女は後に退く訳にはいかなかった。

『オマエ達たちっ、もっとワタシに力を寄よ越こしなさいっ！』

　女幽霊は化け物の身体を構成する悪霊達から無む理り矢や理りに霊力を絞り取り、孝太郎達に攻撃を仕掛けた。攻撃の方法は先程と同じ。しかしその量は数倍に及ぶ。ポルターガイスト現象で大量の物体が宙を舞い、体力を奪うばう霊れい気きの弾たまが幾つも作り出された。

「最後の勝負に出るつもりかっ!?　来るぞ早苗っ、気を付けろっ!!」

「孝太郎っ、あんたの背中はあたしが守る!!　だから前だけを見て、あいつをやっつけてっ!!」

「頼たのんだっ！」

　孝太郎と早苗の関係は、搾取し合う悪霊達の関係とは正反対だった。互たがいが相手を思い遣り、守り合い、支え合っている。見る者が見れば、この時点で孝太郎達の勝利を告げただろう。真の勝負に際しては、互いへの信しん頼らいこそが、限界を超こえる力となるのだから。

「早苗ちゃん必殺っ、わんだふりゃ・あろー!!」

　早苗は左手に『家内安全』のお守りを握り締め、そこに全力で霊れい力りよくを込める。すると霊力はお守りを中心にして、光り輝く和弓の形に集束していった。そして早苗が右手でその弓を引くと、そこへやはり輝く矢が出現する。早苗は霊力で弓と矢を作り上げ、孝太郎を援護するつもりなのだ。

　早苗の本体は、中学にいた頃は母親と同じく弓道部に所属していた。衰すい弱じやくによりあまり活動には参加出来なかったが、早苗が一番イメージしやすいのはこの武器だった。

『死ねええぇぇぇえぇぇぇっ!!』

　早苗が狙ねらいを定めるより早く、化け物が攻撃を開始する。大量の物体が雨のように孝太郎を襲い、死角から霊力の弾を撃ち込もうとした。

「そこにちょっかい出していいのはぁっ、あたしだけなんだからぁぁああぁぁぁっ！」

　気合一閃、早苗はろくに狙いも定めずに矢を放った。それが本物の弓と矢であれば、そんな事をしても命中はしない。だが今早苗が使っている弓と矢は、早苗の霊能力が姿を変えたもので、攻撃を明確にイメージする為ために形が与えられているに過ぎない。この為、放たれた矢は途と中ちゆうで十八本の小さな矢に分裂し、個別に目標を追い始めた。

「あぁああぁぁぁたぁぁぁあああぁぁぁれえええぇえええぇぇぇっ!!」

　早苗が狙ったのは、孝太郎の背中側から迫る十八の攻撃。早苗は霊能力でその全てを把は握あくしている。化け物は霊能力で攻撃しているので、早苗にはこれほど捉とらえ易い攻撃はなかった。

　ババババババババッ

　早苗が放った矢は、まるでレーダーで誘導されたミサイルのように、曲線の美しい軌道を描いて目標に命中する。矢は十八の目標全てを正確に射い貫ぬいた。おかげで前進を続ける孝太郎の背中は綺き麗れいなままだった。

「よし♪」

　早苗はこの結果に満足すると、孝太郎の背中に呼び掛けた。

「いけえぇーっ、そこだぁぁっ!!　ほーむらんだぁぁああぁぁぁっ!!」

「りょおぉぉぉかぁぁぁぁいぃっ！」

　早苗の言葉に応え、孝太郎はサグラティンを思い切り振ふり被かぶった。

「スポンサーのパネルにぶち当ててぇぇっ、貰うぞビール一年ぶうぅぅぅぅんっ!!」

　ゴッ
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　そして繰り出された一振りは、まるでバットのスイングのように大きく豪快なフォームであり、確かにホームランを感じさせるだけの力強さを持っていた。もしこれが野球であったのなら、確かにバックスタンドの広告用パネルにボールが当たりそうな程ほどの勢いだった。

　シュバァッ

　その豪快な一振りが描いた軌跡は、巨大な霊力の刃を生じさせた。この刃は、大きさ・厚み・スピード、どれもが先さき程ほど早苗が孝太郎を操あやつって作り出したものを上回っている。生み出された刃は降り注ぐ物体を広範囲に亘わたって吹き飛ばし、孝太郎が進むべき道を作り出した。

『くぅっ、小僧が調子に乗ってぇっ！』

　孝太郎の進行方向には、当然化け物がいる。この為、当然霊力の刃は最終的に化け物を襲う。

『はあっ!!』

　だが今回は攻撃を予測していたので、化け物がダメージを負う事はなかった。化け物は元々攻撃の為に準備していた霊力の弾を操って、孝太郎の霊力の刃にぶつける。

　ドンッ

　両者は空中で激突し、互いの保持しているエネルギーを解放、その場で大きな爆発を起こした。

『そう何度もやられてたまるものですかっ！』

「あ～～～っ、惜おしい～～～っ！　………でも、あいつを一年分はいらないか」

「いいやっ、まだだっ！」

　バッ

　次の瞬間、孝太郎がその爆炎の真ん中を突き抜けて、化け物の目の前に姿を現した。孝太郎は自分が多少の傷を負うのを覚かく悟ごの上で、あえて爆発の真ん中を突っ切ったのだ。

「うそぉっ!?　孝太郎っ、年とし増まが欲ほしいのっ!?」

『し、しまったっ!?』

　孝太郎がそんな風に距離を詰めてくるとは思わなかった化け物は、完全に回かい避ひの開始が遅おくれていた。

「これでどうだぁぁああぁああぁぁぁぁっ!!」

　孝太郎は大上段に振り被っていたサグラティンを思い切り振り下ろした。回避の遅れていた化け物には、これをかわす事は出来なかった。

　ザンッ

　サグラティンの一撃は、化け物の右みぎ腕うでを肘ひじのすぐ先のあたりから丸ごと斬きり落とした。斬られた腕は地面に落ちる前に消しよう滅めつし、腕を構成していた悪あく霊りよう達は成仏していった。

「浅いかっ!?」

　だがこの結果に孝太郎は舌打ちする。実はこの時、孝太郎が狙っていたのは化け物の頭だった。頭は化け物の中心となって悪霊全体をまとめている女幽ゆう霊れいのものがそのままついているので、そこを斬れば一撃で倒せると考えての事だった。

　孝太郎が狙いを外したのは、やはり爆発の中心を抜ぬけたせいだった。孝太郎は爆風で身体にブレーキがかかり、爆炎で視界が塞ふさがれた。そのせいで狙いが僅かにそれてしまったのだ。

『きゃああぁああぁぁぁっ、腕がぁっ、アタシの腕がぁっ！』

　腕を斬られた事に動どう揺ようして、化け物が大おお慌あわてで後退する。悠長にその場に留まり、孝太郎の追撃を許すほど、彼女は愚おろかではなかった。

『こっ、このままじゃやられるっ！　だったらっ！』

　そして化け物は、後退する動きをそのままに高度を上げていった。

「なんだ？　距離を取っての遠距離戦を狙ってるのか？　それとも逃にげるつもりか？」

　遠距離戦になっても、今の孝太郎達が撃ち負ける心配はない。逃げ出したとしても、化け物の中心となる女幽霊の限界は近い。化け物の行動は理屈に合わない。化け物が高度を取って離はなれていくメリットは見当たらなかった。

　シャキッ

　だから孝太郎は困惑しつつ、剣の切っ先を化け物へ向け、その行方ゆくえを見守っていた。

「あああっ!?」

　やがて距離が離れ、お互いの攻撃が届かなくなった頃、早苗が素すっ頓とん狂きような声を上げた。早苗の顔は真っ青だった。早苗には、化け物の狙いが分かったのだ。

「どうした!?」

「孝太郎っ!!　あいつっ、外にいる人間を食べて、力を増すつもりなんだよっ!!」

　孝太郎以上に感覚の鋭するどい早苗だから、これだけ距離が離れていても、化け物が工事現場の外にいる人間を狙い始めた事を感じ取っていた。そこから導かれる結論はただ一つ。外の人間を手当たり次し第だいに食べて力を増し、その後に改めて孝太郎達に勝負を挑む。化け物が距離を取った狙いは、エネルギーの補給だったのだ。

「このまま戦っても勝てない。逃げても霊力を使い果たす。だったらその前に、人間を食べて力を増やそう。あいつ、そう考えてるんだよっ!!」

「馬ば鹿かなっ、そんな事をしたら大変な事になるぞっ!?」

　孝太郎は慌てて化け物の後を追った。既に化け物は間合いの外。ここからでは孝太郎達たちの攻撃は届かない。だが、化け物はあと幾らもしないうちに、工事現場の外に出てしまうだろう。化け物が外で暴れ出す前に、倒せる見込みは殆ほとんどなかった。

　―――くそっ、まさかそんな手に出てくるとは………。

　破れかぶれになった化け物の行動を読み切れなかった事が悔やまれる。

　被ひ害がい者しやは十人？　それとも二十人？　あるいはもっと？

　孝太郎は全力で走りながら、この直後に起こるであろう悲劇を思って、暗あん澹たんたる気持ちになっていた。

「案ずる事はない」

　そんな時だった。聞き覚えのある力強い声が工事現場に響き渡った。

「ここまでよく一人で耐たえた、我わが騎士よ！」

　声の主は、孝太郎と早苗が良く知る少女、ティアのものだった。彼女は孝太郎達から少し離れた場所で、上空にいる化け物の姿を睨み付け、堂々と胸を張って立っていた。

「ティアッ!?」

　その姿をいち早く見付けた早苗は、喜びの声を上げた。ティアの傍そばには他にも見覚えのある顔が並んでいる。ルース、ゆりか、静しず香か、キリハ、そして二体の埴はに輪わ。六畳間からここへ向かっていた援軍が、ようやく到着したのだ。

「ティアッ、どうするつもりだっ!?」

　孝太郎はティアの姿を見付けると、彼女に先さき程ほどの言葉の意図を尋たずねた。

「コータロー、サナエ、そのまま奴やつを追えっ！」

　しかしティアはその質問には答えなかった。返ってきたのは命令だった。

「分かった！　行くぞっ、早苗っ！」

「うんっ！」

　今のティアは他人をないがしろにするような底の浅い少女ではない。それを知っているから、孝太郎には分かるのだ。ティアは時間を惜しんでいるのだと。だから孝太郎は迷わず化け物の後を追った。

「ユリカ、奴の動きを止めよ！」

「はいですぅっ!!　クイックキャスト・バインドアンデッド・モディファー・スペルペネトレーションッ!!」

　ゆりかが詠えい唱しようしたのは、幽霊やゾンビを身動きできなくする魔法だった。高位の幽霊やゾンビには、魔法が効きにくい傾向がある。ゆりかはそれを見越して、十分な魔力を練り込んで魔法を放っていた。

『かっ、身体がっ!?』

　ゆりかの魔法が十分な効果を発揮し、化け物は空中でその動きを止めた。ゆりかの魔力は化け物を捕らえる網となり、その動きを完全に封じ込めていた。

『これは、ま、まさかあの時のっ!?　って事は―――』

　化け物の中心となっている女幽霊には、この身動きが出来ない状態に覚えがあった。かつて孝太郎達に敗れた時にも、この感覚を味わっていたのだ。そして動けなくなった後にやってくるのだ。

「ゆくぞルース、キリハ、シズカ！　攻撃準備ッ！」

『や、やっぱりぃぃっ!!』

　辛かろうじて動く目だけを巡めぐらせ、化け物は背後を確認する。すると明確な敵意と共に自分を見上げている金色の髪かみの少女が真っ先に目に留まった。そしてその傍では、四人の少女が忙しそうに動きまわっている。化け物には、彼かの女じよ達たちが物見遊山でそこにいるとは到とう底てい思えなかった。

『霊れい子し力りよくセンサー起動だホ！　ルースちゃん、データはちゃんと届いているホ？』

「確認しました、カラマちゃん！　データをコンバート、『青騎士』の火器管制装置に入力！　殿下、いけますっ！」

「キリハ、そちらはどうじゃ!?」

「光子‐霊子コンバーターは正常に動作を開始！　コラマ、調整は？」

『静香ちゃん、頼むホー』

「えっと………こんな感じかな？　えいっ!!」

『姐あねさんっ、出力波長は静香ちゃんの闘気に同期させたホー！』

「ティア殿どの！」

「ようしっ、ゆくぞ者共ぉっ！　しくじるでないぞっ！」

　そして化け物の視界の真ん中で、ティアは不敵に笑った。

『ひっ』

　その笑顔を見て、化け物は戦せん慄りつした。この時のティアの顔は、純然たる敵に見せる顔。皇族が敵を殲せん滅めつすると決めた時の、凶暴で厳しい表情だった。そしてティアはその顔のまま、右腕の腕輪に向かって命令を下した。

「『青騎士』っ！　対物レーザーキャノン！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　次の瞬しゆん間かん、ティアの身体の横に黒い円えん盤ばんが出現する。それは孝太郎が剣けんを呼び寄せるのに使っているのと同じものだった。だが、その円盤から出現したのは剣ではない。全長数メートルに及ぶ砲ほう身しんを持つ、大型のレーザー砲だった。それは個人が戦せん闘とうで使うレーザー砲としては最大サイズのもので、あまりの大きさに銃やバズーカのように使い手が自分で狙いを定める事が出来ない。これは砲自身が照準を付けて攻撃する、半自動兵器だった。

　そしてレーザー砲全体が円盤から姿を見せたところで、二体の埴輪が金属製のリングをその砲口に取り付ける。それを見届けると、ティアは次々と命令を発した。

「出力最大！　射撃モードは単発、照射範囲は高集束！　全力の一撃をお見舞いしてやれっ!!」

『射撃モード変更、射程・照射範囲調整。変へん更こうに合わせて照準再設定。エネルギー充じゆう填てん完かん了りよう、砲撃準備が完了しました』

「撃てぇっ！」

　腕うで輪わが準備の完了を告げた直後、ティアは迷う事無く砲撃の命令を下した。

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

　キュウゥゥゥゥゥンッ

　次の瞬間、レーザー砲はコンデンサーに溜め込んだ電力を全すべてレーザー光に変換し、砲口から吐はき出した。フォルトーゼの標準的な攻撃用レーザーは、見ただけで砲撃中だと分かるように、レーザー光には意図的に色が付けられている。この砲のレーザー光は本来は赤い。だが、実際に砲口から吐き出されたのは、白い光だった。
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　レーザー光の色が変化したのは、この場にいる少女達が協力しあった結果だった。

　カラマのセンサーが化け物を捉え、それをルースが『青あお騎き士し』に送る。青騎士はそのデータを元にレーザーで砲撃。そのレーザー光は埴輪達が砲口に取り付けた装置によって霊力に変換される。変換された霊力は静香が敵を攻撃する時のものと同じになるように調整してあるので、命中すれば霊れい体たいであろうとも重大なダメージを被こうむる。

　つまりこの武器は少女達の連携が生み出した、幽霊を倒す為の攻撃兵器だったのだ。

『ギャアアアァァァアアァアアァァァァァァッ!!』

　化け物の口から絶ぜつ叫きようが迸ほとばしる。

　光から別のエネルギーに変換された為に、それは純然たるレーザーではなかったが、それでも圧あつ倒とう的てきな弾速を誇る。この為、化け物が砲口の閃光を認にん識しきした時には、既すでにそれは身体に命中していた。敵を倒すという強い意思が込められた膨ぼう大だいな霊力の直撃を受け、化け物の身体は下半身が完全に消し飛んでいた。

　この時のダメージはあまりに大きかった。おかげで化け物は空中に留まっていられず、工事現場の地面に向かって落下していった。

「孝太郎、あいつが！」

「ああっ！」

　化け物が落下したのは孝太郎と早苗の目と鼻の先。ティアは砲撃で倒せなかった時に備えて、二人をこの場所へ向かわせた。それが見事に功を奏した格好だった。孝太郎と早苗は化け物に止めを刺さすべく急いでその場所へ向かった。

『ぐ、ぐうぅぅ、何な故ぜ、どうしてワタシばっかり不幸なの………ちょっとぐらい、し、死んだあとぐらい………良い事があってもいいじゃないっ………』

　化け物はまだ死んでいなかった。下半身は失われていたが、残った上半身だけで地面を這いずっていた。

「孝太郎、このひと、もう………」

「ああ。分かってる」

　化け物はまだ動いていたが、その意思の中心である女の幽霊は、先程の一撃で重大なダメージを負っていた。放っておいても、彼かの女じよがすぐに成仏してしまうのは明らかだった。幾ら邪悪な敵だったとはいえ、この状じよう況きようにおいては流石さすがに孝太郎と早苗には彼女を攻撃する事はためらわれた。

『誰だれも………誰も気にとめてくれない………ワタシは一人………ずっと一人で、それで全部お終しまい………ふふ、ふ、ふふふふっ………』

　ズシャ

　幾らもしないうちに、化け物は動かなくなった。女幽霊に残された霊力が、悪霊達に命令を出すのに必要な霊力を下回ったのだ。

「違ちがうよ。死んだぐらいじゃ、終わらないんだよ」

　早苗はそんな彼女に近付いていった。そして彼女の傍にしゃがむと、その顔を濡らしている涙なみだをそっと拭ぬぐってやった。

『子こ猫ねこ、ちゃ、ん………？』

「それに一人になんてなれやしない。どこかで誰かが見守ってくれてる。あたしはそれをちゃんと知ってるもの」

「早苗………」

　成じよう仏ぶつしかかっている女幽霊と話す早苗の姿を、孝太郎は不思議な感慨と共に見守っていた。孝太郎は早苗の事をまだまだ子供だと思っていた。その彼女が、誰かの為に心を砕いている。その姿は子供とは言い切れない、優やさしさに満ちていた。

『ワタシには、よく、分からないわ………でもきっと、分からないから、負けたん、でしょうね………』

　女幽霊の身体が僅わずかに発光し始める。その輪りん郭かくが薄うすれ、次第に身体が形を失っていく。彼女には遂に成仏の時が訪おとずれたのだ。

「次の時は、気を付けてね？」

　早苗はそう言って微ほほ笑えむと、もう一度女幽霊の涙を拭ってやろうとする。しかし女幽霊の存在は薄れてしまっていて、早苗の手は彼女に触ふれる事が出来なかった。早苗はそれを寂さびしいと感じている。敵であったかどうかは、今の早苗には関係なかった。

『次か………ワタシにもあるかしら………？』

「あるよ。ない訳ないもの」

　女幽霊はどんどんその姿を薄れさせ、既に殆ど見えなくなっていた。霊力に敏感な早苗だからこそ見えているし聞こえているような状態だった。

『そう思う？』

「うん。この世界の神様はね、そんなに厳しい人じゃないと思うから」

　早苗にはその確信があった。そうでなければ、早苗が孝太郎と再会できる筈はずがない。早苗が孝太郎と再会する為には、幾つもの奇蹟が必要だった。だから早苗は信じている。神様はきっと、優しい人なのだ、と。

『ふふふ………だと、いいけ、ど………』

　小さな笑い声を残して、女幽霊は姿を消した。彼女が救われたのか、救われなかったのか、それは早苗にも分からない。けれど最後に聞いた笑い声は、決して空虚なものではなかった。だから早苗は信じる事にした。彼女はきっと救われたのだろう、と。

「ばいばい、幽霊のお姉さん………またね………」

　こうして長く迷い続けた女性は、求め続けた早苗に見送られ、成仏するに至った。

　―――らぶ・いず・おーる、か………。

　そして孝太郎は、思っていた以上に早苗が大人である事に、不思議な感動を覚えるのだった。










　女幽霊を見送った後、早苗は両手で涙を拭ってから、背後にいる孝太郎の方を向いた。そして孝太郎と目が合うと、ようやく笑え顔がおを浮かべる。戦いが終わった事を感じ、早苗はようやく肩かたから力を抜く事が出来た。

　―――なんだ、これは………？

　だが、孝太郎の方はまだ緊きん張ちようを解く事が出来ない。女幽霊が成仏したというのに、邪悪な気配がなくならない。それどころか、どんどん増しているように感じられていた。

「どうしたの、孝太郎？」

「早苗、何かがおかしい。感じないか、この妙みような気配」

「………そういえば………」

　孝太郎に言われて、早苗も周囲に漂う気配のおかしさに気付く。そして邪悪な気配の出所を探るうち、それが自分の足元にある事に気が付いた。

「孝太郎っ!!　おかしいよっ、幽霊のお姉さんが消えたのにっ、この怪物の身体からだが消えてないっ!!」

　邪悪な気配の出所は、女幽霊が集めて作り出した、化け物の身体だった。下半身をティア達たちの攻こう撃げきで失い、頭の部分の女幽霊は成仏した。にもかかわらず、上半身だけの身体が消える事なくその場に残っているのだ。そしてその邪悪な気配がどんどん大きくなっていく。

「早苗っ、いいから戻もどってこいっ！　そこはまずいっ！」

「うんっ！」

　早苗は慌てて孝太郎の方に走ってくる。

　ブシャアッ

　次の瞬間、たった今まで早苗が立っていた場所に、化け物の拳こぶしがめり込んだ。あのまま早苗がそこに立っていたら、危なかっただろう。

「どういう事なんだっ、一体!?」

　コントロールしている者はもういない。なのにまだ動いている。それは酷ひどく奇妙で、奇怪な光景だった。そうやって首を傾かしげる孝太郎の下もとへ早苗が戻ってくる。孝太郎は早苗を背後に庇うと、ずるずると動き始めた上半身に再び剣を向けた。しかし上半身は孝太郎や早苗を狙ねらう事はなく、ただその場を這いずり続けている。一見すると寝ね返がえりを繰くり返かえしているような状況だった。この状況からすると、先程早苗を狙ったように見えたのは、ただの偶ぐう然ぜんであったようだ。

　―――どうなってるんだろう、あれ………。

　早苗は孝太郎の背後から首だけを出し、化け物の上半身に目を凝らした。すると化け物の上半身の中の、霊れい力りよくの流れが見えてくる。それを目にした瞬間、早苗は思わず悲鳴を上げていた。

「なんなのぉっ、あれぇっ!?」

　それはもはや霊力の流れとは言えない程に、無秩序なものだった。普ふ通つうは身体の血管に沿うように霊力の流れがあるのだが、化け物の上半身はそんな常識を無視して、全ての方向に向かって霊力が出で鱈たら目めに動き回っている。そしてその勝手な動きに引きずられて、上半身が寝返りを繰り返していた。

「どうした!?」

「孝太郎っ、あの身体っ、悪あく霊りよう達たちの集め過ぎで、暴走しちゃってるんだよっ！」

「暴走だってっ!?」

　それは女幽霊が意図せずに作り上げてしまった悪夢だった。

　女幽霊は孝太郎達と戦う為ために、身を削って沢たく山さんの悪霊を集めた。それをコントロールしていたのは、超人的とも言える彼女の精神力だった。おかげで本来なら有り得ないほどの数の悪霊を一点に集中させ、強大な力を得るに至った。

　だが、悪霊達を解放しないままに、彼女は消えてしまった。するとそこに残ったのは、有り得ない密度で強ごう引いんに集合させられている悪霊達の塊かたまり。だから彼かれらは、何とかこの拘束から逃れようと、無秩序に暴れ回っていたのだ。

「あの身体の中の悪霊達は、解放されたがってるっ！　でも、無む理り矢や理りあの形にさせられているから、外に出る事が出来ないの！　だからみんなが勝手に暴れてる！」

「するとどうなる!?」

「分かんないっ！　でもっ、ただでは済まないと思う！」

　この先どうなるかは早苗にも分からなかった。だが、強引に狭せまい場所に押おし込まれた数百の悪霊が暴れ続けたら、ただでは済まないのは容易に想像がついた。何故なら、六畳じよう間まに数人の侵しん略りやく者しやであれだけの騒ぎになるのだから。

　その答えをくれたのは、いつの間にか傍まで飛んできていた埴輪達だった。

『爆発するホー！』

『密閉された缶を焚き火に放り込むのと同じだホー！』

　彼らはセンサーによる観測結果から、この先どうなるのかが分かっていた。

「爆発!?　ほんとに!?」

「詳しく話せっ！」

　爆発と聞くと、早苗と孝太郎も黙だまってはいられない。二人は身を乗り出して埴輪達に説明を求めた。

『あの身体が高位精神体の標準的な強度を持っていると仮定して、霊力が上昇していく速度から爆発までの時間と威い力りよくを計算してみたホ！』

『物理的な影えい響きようは殆どないホ！　爆発した時にちょっと地面が焦げるぐらいだホ！』

「なぁんだ………じゃあ、ほっといていいんじゃない」

「やれやれ………」

　地面が焦げるだけと聞かされて、早苗と孝太郎は安あん堵どして肩を落とした。

『そうもいかないホ！　霊体の爆発の影響で、周囲三百メートル以内の精神を備えた生物は全滅だホ！　霊力の衝しよう撃げき波はを浴びて、心が壊れるホ！』

　爆心地から三百メートル以内は百パーセントの生物が死亡する。そこから更さらに遠くへ行けば、徐じよ々じよに死亡率が下がっていく。確実な安全圏は一キロ先だった。

「それを先に言えー!!」

「待って待ってっ、カラマちゃんっ、爆発まではあとどのぐらい!?」

『あと二分二十三秒だホ』

「きゃー!!　いやあああぁああぁぁぁっ!!」

　時刻はもう夜。周辺の住民はみんな帰宅しているだろう。それら全ての住民を二分で避難させる方法など存在しない。このままでは周辺の住民が一斉に怪死を遂げるだろう。吉きつ祥しよう春はる風かぜ市始まって以来の悪夢だった。

「コータロー！」

　ここでティア達も到着する。情報は彼女達にも伝わっていたので、誰もがパニック状態だった。

「安全なのは何百メートルも先なんでしょ!?　今からみんなで走ったって、間に合わないわよっ!!」

「私絶対に無理ですぅ！　絶対に死にますぅ！」

「わたくしもちょっと自信が………」

「キリハ、何か手はないのかっ!?　このままでは全滅じゃっ!!」

「ない事はないが、難しい」

　パニック状態に陥おちいっていないのはキリハ一人だった。しかしその彼女にしても、表情は厳しい。この状況を切り抜ぬける可能性は低いのだ。

「言ってくれっ！」

「爆発するよりも先に、この化け物の身体を構成している悪霊達をまとめて成仏させるのだ。そうすれば成仏の過程で、爆発の原因となる霊力は自然と拡散する」

「そんな事が可能なのか!?」

「我には無理だ。出来るとすれば早苗ぐらいのものだろう」

「いやぁぁぁっ、人間に戻ったばかりで死にたくなぁい―――って、あたしが？」

　自分に話の矛先が向いた事で、早苗はぴたりと動きを止めた。

「そうだ。カラマとコラマの霊子力兵器には、あれだけの数の悪あく霊りようを一度に成仏させる程ほどの力はない。だが、汝なんじの力があれば決して不可能ではない」

『早苗ちゃん、コータローの剣に込めている霊力を三倍くらいにできるホか？』

『出来るならいけるホ！　おいら達が二人の力を増幅するホー！』

「あれを三つ分？　うーん………やってみないと分かんないよ」

　早苗は眉まゆを寄せる。やれるかどうか、微び妙みようなラインだった。

「でも、やるしかないんでしょ？」

「そうだ」

　キリハはきっぱりと頷うなずく。すると早苗も大きく頷いた。

「分かった、やってみる！　あたしは奇蹟を起こす女、早苗ちゃんなのですっ！」

　せっかく手に入れた未来への切符を、ここで手放す訳にはいかない。

　その為になら、早苗はどこまでも強くなれるのだった。










　孝太郎が両手でサグラティンを構えると、早苗はその背中側に回った。

「ごめんね、孝太郎」

「何を謝あやまる？」

「ちょっと無む茶ちやをするから、先に謝っておこうと思って」

「無茶なんていつもの事だろう？」

「えへへ、そうだったね」

　早苗は小さく笑うと、孝太郎の背中に軽く両手を押し当てた。そのまま早苗は目を閉じ、精神を集中させる。

『いくよ、孝太郎』

　早苗の声は耳から聞こえたものではなかった。それはかつてのように、霊波として伝わってきた声だった。

「早苗？」

『お久しぶり、孝太郎』

　すると霊波の声に続き、見覚えのある姿が孝太郎の目の前に出現する。それは幽ゆう霊れいだった頃ころの早苗の姿だった。

「お久しぶりって、お前一体何をやった!?　お前、後ろにもいるぞ!?」

　孝太郎は驚きよう愕がくする。孝太郎の前と後ろに一人ずつ、早苗が立っていた。その違いは見た目の年ねん齢れいと髪型だけ。他は全てそっくりで、殆ほとんど見分けが付かなかった。

『えへへへぇ、幽体離り脱だつってやつだよ』

　正面の早苗が微笑む。正面の早苗は、幽体離脱した早苗の魂たましい。その姿がかつての姿なのは、まだそちらの姿のイメージが強いからだ。

「幽体離脱!?」

『うん。霊力を高める一番の方法はね、結局あの幽霊のお姉さんのやり方とおんなじなんだ』

「どういう事だ？」

『孝太郎と一つになるの。そうすれば、単純な足し算以上に多くの力が使えるようになるから』

　正面の早苗はそう言いながら孝太郎の胸に手を当てる。すると早苗の身体は少しずつ孝太郎の身体に沈みこんでいく。そして幾いくらもしないうちに、早苗の姿は孝太郎の身体の中に消えてしまった。

「無茶ってそういう事か」

『うん。もしかしたら離はなれられなくなるかもしれないけど、その時はごめんね？』

　早苗はこれまで、孝太郎の身体の中で寝ている事があった。早苗が今からやろうとしている事は、それを更に一歩先へ進めて、孝太郎と同化するというものだ。これは初めての試みなので、何が起こるのかは分からなかった。

「これまでも似たような感じだったろ」

『アハハ、そうだったね』

　出会ってからずっと、早苗は孝太郎と一いつ緒しよだった。時々別行動の時もあったが、大半は一緒に時間を過ごしてきた。だから離れられなくなったところで大差はない。孝太郎はそんな風に思っていた。

『それじゃ始めるね、孝太郎』

「おう」

　だから孝太郎は気軽にそう答える。早苗と繋つながる事への恐きよう怖ふは何ど処こにもなかった。

『えいやっ』

　早苗の掛け声と共に、孝太郎の心の中に誰かが入りこんでくる感覚があった。孝太郎はその誰かに呼び掛ける。それは言葉ではない。剥むき出しの意思に近いものだった。

　―――早苗か？

　―――うん。わかる？

　―――おう。自分の中から声がして、なんか妙な感じだけど。

　―――急ぐね。のんびりしてると、孝太郎の中に完全に溶けちゃいそうだから。

　―――それは困る。

　―――あたしの事嫌きらいだから？

　―――答えなんか知ってるだろう？

　―――えへへ、気付かないフリをするのもエチケットかなって思ってさ。

　孝太郎の心の中まで入り込んだ早苗は、孝太郎の内部の構造を書き換えて、互たがいの霊体を繋ぎ合わせた。すると互いの霊力が行き交うようになり、相互に霊力を高め始めた。

「おっ、これかっ!?」

　続いて孝太郎の握にぎっているサグラティンに、物もの凄すごい勢いで霊力が流入し始める。孝太郎にも分かる。そこに込められた霊力は、確かにこれまでの三倍近い量があった。

　―――孝太郎、攻撃は孝太郎に任せるね。あたしはそういうのよく分からないから、孝太郎にして貰もらうといいと思う。

「分かった、やってみよう」

　孝太郎はサグラティンを握り直し、未いまだのたうち回っている化け物の上半身にその切っ先を向ける。

「カラマ、コラマ、始めるぞ」

『ハイだホー！』

『増幅装置は作動してるホ！　いつでもいいホー！』

　早苗との一体化は、孝太郎のありとあらゆる能力を増幅していた。今の孝太郎には、カラマとコラマ、二体の埴はに輪わの中を流れる霊力すら見えている。この力があれば、きっと悪霊達を成仏させられる。孝太郎はそんな確信を持って、剣けんを大きく振ふり被かぶった。

　―――あのさ、孝太郎。

　だが、剣を振り下ろそうとしたまさにその時、早苗が囁ささやいた。だから孝太郎は剣を振り被った所で動きを止めた。

　―――どうした？

　―――今のうちに伝えておきたい事があるんだけど。

　―――後じゃまずいのか？

　―――今ならさ、絶対に誤解なく伝えられるかなって思って。それに誰にも聞かれる心配もないじゃない？

　―――言ってみろ。時間がないから、出来るだけ簡潔にな？

　タイムリミットは既すでに三十秒を切っている。あまりのんびりとやっている余よ裕ゆうはなかった。

　―――じゃ、言うね？　おほんっ。

　早苗はそこで一いつ旦たん言葉を切った。そして覚かく悟ごを決めるべく、僅かに時間を置く。だが、いざ口にする時になると、早苗は全力だった。

　―――すきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすき―――

　早苗が孝太郎に伝えたかった言葉はたった一言。

　だが、その言葉にどれだけの真実が込められているのかは、突とつ然ぜん増大し始めた霊力が証明していた。この時、サグラティンに注がれた霊力は、化け物と戦っていた時の五倍をあっさりと上回っていたのだ。

　―――らぶ・いず・おーる、か。まったくお前という奴やつは………。

　―――えっ？

　孝太郎の呟つぶやきに反応して、早苗の『すき』が途と切ぎれる。だが止まったのは言葉だけで、霊力は引き続き増大を続けていた。そして早苗はその事に気付いていない。

　―――なんでもない。仕事を済ませるぞ。

　―――何で笑ってるの？　ねぇっ、孝太郎ってばぁっ！

　孝太郎は笑うばかりで何も答えず、そのままサグラティンを思い切り振り下ろした。

　その結果は、言うまでもなかった。







ささやかな一歩を　四月十二日（月）







　戦いの決着を見届けると、真ま希きは構えていた杖つえを下ろした。そして同時に、準備していた多くの魔ま法ほうを終了させる。真希は孝こう太た郎ろうの為にならどんな事でもする覚悟だが、孝太郎に味方をしている事が明るみに出てしまうと、色々と立場が悪くなる。だが幸いな事に、真希の出番はなかった。早さ苗なえは真希が想像していたよりも、ずっと強力な力を秘めていたのだ。

「死し霊りよう使いに使役されている哀れな悪霊かと思っていたら、とんでもない。一撃で昇天させた悪霊の数から逆算すると、最後に発揮された霊力は、一瞬とはいえ明らかに従属神クラス………あの子、一体どんな神に仕えているんだか………」

　真希はかつて早苗を孝太郎が操あやつっている死霊だと考えていた時期があった。今にして思えば、勘かん違ちがいも甚だしい。早苗は由緒正しい神職の一族。その血脈に秘められた神職の力が色濃く顕現した、霊れい能のう力りよく者しやだったのだ。しかもその霊能力は強大だ。全すべてが正しくコントロールされている訳ではないが、人間の枠を越えつつあった。

「………彼かの女じよは元々霊能力者だったけれど、霊力が切り離されたおかげで病人と地じ縛ばく霊れいに見えていた」

　真希は孝太郎達たちの姿を眺ながめながら、早苗の状じよう況きようを分析していく。彼女がこの場にいるのは、元々その為だったから。

「何とか一つに戻ったけれど、この近代化した時代では、彼女の家ですら霊力を操る技わざは失われている。だから彼女は霊力が高いだけの少女だった。しかし幽霊だった時の記き憶おくが戻り、霊力を操る技を得た………」

　早苗がもし記憶を回復しなかったら。彼女は幽霊が見えるという以外は、ただの少女であっただろう。それを霊能力者、あるいは巫み女ことして完成させたのは、幽霊として暮らしてきた数年の経験だった。幽霊であった経験が、彼女に自身の霊力を操る術すべを与えてくれたのだ。

「記憶が戻ったのは、里さと見み君の中に残っていた彼女自身の霊力構造、もしくはあのお守りに残された残留思念との接せつ触しよく。あるいはその両方。つまり彼女は最初から、ピンチになれば記憶が戻る状況にあった」

　孝太郎が霊能力を使って体内に書き込まれた霊力回路を活性化した状態で、早苗に接触した場合、彼女は間接的にだが自身の霊れい体たいにアクセスする手段を得る。

　そして早苗がずっと身に着けていたお守りには、彼女自身の記憶が残留思念として残されている。こちらも記憶にアクセスするには十分なものだ。

　つまり早苗は孝太郎の霊能力か、お守りに残された記憶、どちらか一つと接触出来ればよかった。意図せずに、二重のバックアップが残されていた事になるだろう。

「………報告書には、そういう風に書いておきましょうか」

　真希は考えがまとまった所で、孝太郎達に背を向ける。真希がこの場所にいた事は、孝太郎達に知られる訳にはいかないのだ。

「でも、味気ない報告書ね。つまらない事この上ないわ」

　ダークネスレインボゥに所属する魔法使いのダークネイビィとしては、先さき程ほどの内容が結論になる。だが真希はその結論をつまらないと思っている。そして藍あい華か真希としては、別の結論を出していた。

「記憶が戻もどったのは、里見君とあの子の絆きずなが強かったからよ。想おもいの強さが、過か酷こくな運命を打ち破った………この方がずっと素敵だもの」
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　ダークネスレインボゥの仲間達にこんな事を言えば、絶対に笑われるだろう。真希も半年前なら笑っただろう。けれど今の真希は、これが真実だと信じている。そして彼女が愛する人物は、それを笑わないでくれる筈はずなのだ。

「………貴女あなたの勝ちよ、小さな悪霊さん………」

　真希は優やさしげに目を細めると、夜の闇の中へ大きく跳ちよう躍やくする。

「ちょっぴり悔しいけれど、今夜は貴女に里見君を譲るわ。ふふふっ」

　真希の笑い声を聞く者はいない。だが、彼女は満足だった。

「………ああ………今夜は月がとても綺麗ね………」

　真希は夜の闇の中で生きる暗黒の魔法使い。

　けれどこの時の彼女は、月の光と希望とで、優しげに輝かがやいているのだった。










　戦いを終えた孝太郎はサグラティンを鞘さやに戻した。そしてそれを空中に開いた時空の穴へ押し込む。そうして戦いにまつわる道具を手放して、孝太郎はようやく肩かたから力を抜く事が出来た。

「やれやれ、やっと終わったか………」

　時間としてはそう長い時間がかかった訳ではない。だが、短い間に様々な出来事が起こったので、孝太郎は精神的に疲つかれていた。

「本当によかったですぅ、早苗ちゃんの記憶が戻って！」

「ごめんね、心配かけて」

「一時はどうなるかと思ったけど、これでみんな元通りね？」

「本当によろしゅうございました」

『ホー、ホホー！』

　中でも一番大きな出来事は、早苗の記憶が回復した事だろう。これは孝太郎を疲れさせた出来事には含まれないが、驚おどろきという意味では今日一番だった。実のところ、孝太郎は今も信じられない気持ちでいっぱいだった。孝太郎には、これまでと同じように一同と言葉を交わす早苗が、現実の姿だとは思えなかった。

「里見孝太郎、何な故ぜ鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰らったような顔をしている」

「よもや、サナエが帰ってきたのが不服という訳ではあるまいな？」

　キリハとティアが孝太郎の様子に気付いて言葉をかける。

「不服な訳はないだろう？」

　孝太郎は首を横に振る。孝太郎も早苗の記憶が戻ってよかったと思っていた。

「だが………少し驚いているんだ。まさか―――」

「まさか、本当に早苗の記憶が戻るとは思っていなかった、か？」

　孝太郎は、この時に考えていた事を、キリハに先に言われてしまった。おかげで孝太郎はもう一度驚かなければならなくなった。

「………大体そんなところさ」

　孝太郎は内心の動どう揺ようを押し殺ころしながら頷いた。

「有り得ないと思っていた事が起きて驚いている。それ以上でも、それ以下でもない」

　するとそんな孝太郎に、ティアが笑いかける。

「諦めの早い男じゃのう、そなたは………」

　そう言ってティアは目を細めた。

「のう、コータロー。一つ教えておくれ」

　この時のティアの笑え顔がおは、真しん紅くのチューリップのように、優しげに咲いていた。

「ああ」

「もし、わらわがそなたの前から姿を消したなら………そなたは早苗の時と同じように思うのか？　わらわとはもう二度と会えぬと。再会する事など有り得ぬと………」

「なっ………」

　この時のティアの言葉に、孝太郎は再び動揺させられてしまう。ティアの言う通りだった。孝太郎はそのように考えていた。いずれティアとは別れの時がやってきて、二度と会う事はないのだろうと。

「図星か」

「………」

　孝太郎は黙だまっているだけで精せい一いつ杯ぱいだった。だがこの時のティアの顔はとても優しげだったから、孝太郎は自分の動揺にティアは気付いているのだろうと感じていた。

「よいか、ぐみん。約束じゃ。わらわはいずれそなたに信じさせてみせる。たとえどれだけ遠く離れようと、必ず再会できるとな」

　ティアはその瞳ひとみに強い自信を漲みなぎらせ、堂々とそう言い切った。

「ティア………」

「では、また後でな？　わらわはサナエとの再会を喜び合ってくる事にする」

　そしてティアは孝太郎の返事を待たずに去っていく。ティアには孝太郎の思惑など関係ない。その思惑を変えてやろうという話なのだから。

「サナエ、よく戻ってきてくれたな」

「ティア！　そうだティアッ、見て見て！　あたしっ、ちょっとだけ胸が大きくなったんだよっ、ホラホラッ！」

「なっ、なんじゃとぉぉぉっ!?」

　ティアが早苗達たちに合流すると、途と端たんに騒々しさが増す。その様子を眺めるうち、孝太郎はある事が気になり始めた。

　―――あいつらは………こういう日々がずっと続くと信じているんだろうか………？

　彼かの女じよ達たちの様子を見ていると、別れの日の訪れを意識しているとは思えなかった。まるで今日という日が無限に続いていくかのように、少女達は笑い合っていたのだ。

「………なぁ、キリハさん」

　それを確かめてみたかった。

　そしてキリハなら、それに答えてくれるような気がしていた。

「君は………いや、君達は、こんな日がずっと続くと、信じているのかい？」

　それはキリハが相手でなければ、漠然とし過ぎた質問だったかもしれない。だがキリハは孝太郎の事情を知っているし、話の経けい緯いも把は握あくしている。だから孝太郎の意図したとおりに、この質問は彼女に伝わっていた。

「少なくとも、我はそうだ」

　キリハはあっさりと孝太郎の質問を肯こう定ていした。

「思い出して欲ほしい。キィという名前の女の子は、たった三日間の想い出に続きがあると信じて、十年という時を待ったのだ」

「………どうしてそこまで信じられる？　信じても駄だ目めかもしれない、そうは考えないのか？」

「孝太郎………」

　キリハはそっと目を細める。それは深い悲しみと優しさが同居した微ほほ笑えみだ。孝太郎の全てを知るキリハだからこそ、出来る表情だった。

「逆に尋たずねたい。何故信じない？　汝なんじが信じても報われぬと思うのは何故だ？　どうして他人に未来を期待しようとしない？」

「それは………」

　孝太郎には答えられない。その答えを口にする事は、孝太郎の弱さの全てを受け入れるに等しい。だが孝太郎は忘れている。

「………孝太郎、これはキィからの伝言だと思って聞いて欲しい」

　キリハはかつて、孝太郎の弱さを全て許した人物であったのだという事を。

「おにいちゃん、どうか………全部が全部、かあさまと同じ結末を辿るだなんて、そんな悲しい事は考えないで………」

　そして今もまた、キリハは孝太郎の弱さを許した。

「………」

　孝太郎はまた何も言えなかった。キリハの言葉は、孝太郎の真実であったから。

「………我から言える事はそれだけだ」

　キリハはそう言って話を終えると、普ふ段だん通りの表情を取り戻す。お喋しやべりに興じていた早苗達が、孝太郎とキリハの方へと近付いてきていたのだ。

「そろそろ帰るぞ、コータロー、キリハ！」

「お腹なかが空いて仕方がないですぅ」

「キリハ、ごはんごはん！」

「そういえば、そういう約束だったな？」

「うんっ！」

　手前で軽くキリハと言葉を交わした後、早苗は孝太郎に向かって走ってくる。そして両りよう腕うでを真まっ直すぐ前に伸のばし、全力でジャンプした。

「孝太郎っ!!」

　早苗は走ってきた勢いそのままに、孝太郎の首に抱だきついた。だがすぐに少しだけ身体からだを離して顔を見合わせると、立たち尽つくしたままの孝太郎に笑いかける。

「かえろ、あたし達のおうちに」

　早苗の口からは、ごく当たり前のようにその言葉が飛び出してくる。

「早苗………」

　その言葉を聞いて孝太郎は立ち竦すくむ。まるで今日という日が無限に続いていくかのように―――早苗は今、そういう顔で微笑んでいた。

「何を呆ほうけておる。帰ると言っておるじゃろう？」

　そんな孝太郎に、ティアが意地悪な顔を向ける。すると孝太郎の胸に、少し前のティアの言葉が思い出された。

『よいか、ぐみん。約束じゃ。わらわはいずれそなたに信じさせてみせる。たとえどれだけ遠く離れようと、必ず再会できるとな』

　ティアは信じている。今日という日が、無限に続いていくのだと。

　そしてキリハもまたそうだった。

「早く帰らないと、晩御飯がどんどん遅おくれてしまうぞ？」

　キリハの余裕のある笑顔。だがその笑顔の向こうには、いつだってキィという名の少女が潜ひそんでいる。

『おにいちゃん、どうか………全部が全部、かあさまと同じ結末を辿るだなんて、そんな悲しい事は考えないで………』

　その少女はたった三日の想い出に、無限の続きがあると信じた。その想いが、彼女をこの場所へ導いた。そして今、彼女はここで微笑んでいる。

「どうしたの孝太郎？　どこか調子悪い？　やっぱりさっきの合体がまずかった!?」

　無言のままの孝太郎を心配して、早苗が再び顔を覗のぞき込む。

『違ちがうよ。死んだぐらいじゃ、終わらないんだよ』

『それに一人になんてなれやしない。どこかで誰だれかが見守ってくれてる。あたしはそれをちゃんと知ってるもの』

『うん。この世界の神様はね、そんなに厳しい人じゃないと思うから』

　戦いの中で囁かれたその言葉を、孝太郎は覚えている。早苗も信じているのだ。今日という日が、そのままずっと続いていくのだと。それを信じていたから、早苗は孝太郎達の下もとへと帰ってこられたのだ。

「そうそう早苗ちゃん、ラブラブハートの続きが録画してありますよぅ」

「帰ったら早苗ちゃんが欲しがってた服あげるわ。着られるようになった訳だし」

「それは少しだけ丈を直さないといけませんね。裁縫道具を用意しておきます」

　ゆりか、静しず香か、ルース。きっと彼女達もそうなのだろう。

「ほんとっ!?　孝太郎っ、早くかえろっ!!　やることいっぱいあるんだから!!」

　だったら、孝太郎もそれを信じるべきではないだろうか？　不意に、そんな想いが孝太郎の胸に湧き上がってくる。

　もちろん、すぐには無理だろう。人間が生き方を変えるのは難しい。一度勢いのついたものを、反対向きに動かすには大きな力と長い時間が必要になる。

　だが孝太郎は、その為ための最初の一歩ぐらいは、今から踏ふみ出すべきだと思うのだ。それを期待している多くの人達の為に。そしてそういう人達から目を背けようとしてきた、自分自身の未来を変える為に。

「………そうしようか」

「うんっ！　かえろー！」

　そして、そんな悩める孝太郎が選んだ第一歩。

「早苗」

「ん？　どしたの？」

　やっている事自体は、いつもと大して変わらない。違うのはその中身。気持ちの持ちようだった。

「………おかえり、早苗」

「孝太郎………」

　いきなり行動を変えるのは難しいから、孝太郎はまず気持ちを変える事から始める事にしたのだ。

「えへへへっ、はじめてだよね………こういう、ラブなかんじのヤツ………」

「これが、そうなのか？」

「うん………」

　いつも通りの行動を、新しい気持ちで。

「………ただいま、こーたろー………」

　それは必死の想いで帰って来た小柄な少女を、自ら望んで抱き締しめるというだけの、ごくごく小さな一歩だった。










　侵略者の少女達が東ひがし本ほん願がん家の門をくぐったのは、早さ苗なえが静しず香かに貰もらった服の手直しや、ゆりかのコスチュームの採寸を行う為だった。







[image: ]







　静香は早苗よりもかなり身体が大きいので、そのままでは服は着られない。また、早苗は以前からゆりかのコスチュームを羨うらやましがっていたので、ついでに採寸して型紙に起こそうという話になっていたのだ。ちなみに目的が目的なので、この時孝こう太た郎ろうは同行していなかった。

「早苗ちゃん」

「なに？」

「こんなに凄すごいおうちがあるんだからぁ、六畳間の支配権なんて、いらないんじゃないですかぁ？」

「だめ。それはそれ、これはこれだよ」

「ずるいですよぉ、こんなのぉ～」

　ゆりかが嘆くのも当たり前で、東本願家の敷地は裏山まで含ふくめると、野球のドーム球場程ほどの大きさがある。早苗は実はお嬢じよう様さまだったのだ。

　東本願家の門をくぐっても、すぐには早苗の家には着かない。並木道を通って、石造りの橋を渡り、その先に早苗達が住む屋敷がある。地方で土地が安いとはいえ、東本願家が相当な財力を誇る事は明らかだった。

「我わがクラノ家はこの七割ぐらいだ」

「狭せまい地下でこの七割なら大したもんだって、キリハッ！」

「マスティルの北の保養地の、メイド長の屋敷がこんな大きさだったな」

「そういえば………なつかしゅうございます」

「ずるいですよぉ、そういうのばっかりぃ～～～」

　ゆりかはどんどん腐っていく。ティア・ルース・キリハ・早苗と、誰もが一定以上の資産を保有する、いわばお姫ひめ様さまばかり。愛と勇気のプリンセスを自称するコスプレイヤーのゆりかとは、保有する物件に大きな開きがあった。

「まあまあゆりかちゃん、そう腐らないで」

「そういう静香さんだってぇ、ころな荘そうを持ってるじゃないですかぁ。なのに私だけ押おし入れ。うっうっうっ」

　ゆりかは魔ま法ほうの杖つえと自分のコスチュームを胸に抱いて涙なみだを零こぼす。

　実のところ、この場にいる少女の多くは、ゆりかの代わりに押し入れに住みたいと思っている。ゆりかは自分がどれだけ恵まれているのかを知らずにいるのだった。

　そうこうしているうちに一行は屋敷の入り口に辿り着く。するとそこには三十代後半と思おぼしき和服の女性が待っていた。

「ようこそ、皆みなさん。娘の早苗がいつもお世話になっております」

　女性は一行に深々と頭を下げる。

　姿勢も礼儀も正しいこの女性は、早苗の母親だった。

「それにこんなに素す敵てきなお母さんなんて。うちなんて………うちなんてね………」

　ゆりかはロクに挨あい拶さつもせず、早苗の母親を羨む。門をくぐってからこっち、ゆりかのコンプレックスを刺し激げきするようなものしか見当たらない。ゆりかにとって、この東本願家は鬼門のような土地だった。

「あら？」

　そんなゆりかに早苗の母親が目を止める。

「その杖………」

　次の瞬しゆん間かん、早苗の母親の目つきがスッと鋭くなる。

　―――しまったぁ!?　きっと、またなんかやらかしたんだぁっ!?

　ゆりかは早苗の母親の表情の変化をいち早く察知、自分が粗相をしたのではないかと考えた。ゆりかの知らない、お金持ち特有のルールを破ったに違いない。ゆりかはこの時、そんな風に考えていたのだ。

「すみませんっ、すみませんっ、貧乏人が遊びに来てすみませぇんっ！　悪気はなかったんですよぅ！」

　だからゆりかは半泣きで詫わびる。早苗の母親も怖かったが、後で孝太郎に叱られるのがもっと怖かった。

「あなた、もしかして………」

　だが、早苗の母親の表情はすぐに緩ゆるんだ。そしてまるで古い知り合いを見付けた時のように、懐かしそうに目を細める。

「奈な々なちゃんのお友達？」

「ええええっ!?　ナッ、ナナさんを御ご存ぞん知じなんですかぁっ!?」

　それは運命的な出会いだった。

　ゆりかと早苗の母親には、共通の知人が存在していたのだ。

「うそぉっ!?　ママって、もしかして、コスプレイヤーだったのぉっ!?」

「………へっ？」

「昔ママが弓道をやっていたのも、実は衣装が狙ねらいだったりしてぇっ!?」

「コ、コス？」

　だがこの運命的な出会いは、早苗とその母親の間に、微び妙みような空気をもたらしたのだった。
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あとがき







　御ご無ぶ沙さ汰たしております、作者の健速です。

　今回は十一巻をお届けさせて頂きました。内容は早苗の身に起こった事件を軸じくに、孝太郎の精神性に迫るお話です。早苗は幽霊ですから、どうしても避けられない運命があります。その運命にいかに立ち向かうのか。そしてその時に孝太郎は、侵略者の少女達は何を思うのか。そのあたりがこの巻のテーマとなっています。

　そうそう。作中で言及されている『例外』についてですが、あの時話題に上がっていた例は二つだけでしたが、話し手の認にん識しきと事実の差のせいで触ふれられていなかっただけで、実はあと一つ半ぐらい例外があります。混乱されている方がいるかもしれないので、ここで一応触れておきました。まあ、バレバレではあるのですが（笑）

　早苗を中心としたエピソードは三巻以来。この巻との間には、実に十冊分も別の話が挟はさまっています。おかげで早苗ファンの皆様にはじれったい思いをさせてしまったのではないかと思います。しかしこれは早苗のテーマを描く上で、どうしても必要な時間でした。絆きずなを描こうとした時に、その絆が育まれる過か程ていをきちんと描いてやらねば、皆様を置いてきぼりにしかねません。きっと四巻や五巻でこの話をやっても、仮に内容が全く同じであったとしても、今ほどには皆さんの共感は得られないでしょう。私は早苗が、この長い期間を孝太郎や皆様と共に過ごしてきたからこそ、この話が成立すると思っています。この巻を読んだ皆様も、そのように感じておられれば幸いです。




　今回のあとがきは二ページなので、そろそろお別れです。

　最後にこの巻を出版するにあたって御ご尽じん力りよく頂いた編集部の皆様、毎回きっちりイラストを用意して下さるポコさん、スランプの時には一緒に飲んでくれる友人達、そしていつもあたたかく見守って下さっている読者の皆様に、心より御おん礼れい申し上げます。




　それでは十二巻のあとがきでまたお会いしましょう。





二〇一二年　九月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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